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ま
え
が
き

イ
ズ
シ

華
岡
青
洲
の
舂
林
軒
門
人
録
に
よ
る
と
、
但
馬
国
出
石
藩
仙
石
美

濃
守
の
家
中
か
ら
紀
州
平
山
の
春
林
軒
塾
に
遊
学
し
た
も
の
が
六
名

あ
る
。
直
接
青
洲
に
師
事
し
た
の
は
池
口
純
吾
、
杉
立
以
成
、
池
口

中
徳
、
百
瀬
李
庵
の
四
名
が
あ
る
。

杉
立
以
成
の
子
孫
は
、
現
在
、
岩
手
県
盛
岡
市
下
橋
町
四
’
三
一

居
住
の
杉
立
義
行
博
士
で
あ
る
。
博
士
の
手
許
に
華
岡
青
洲
の
書
簡

を
は
じ
め
と
す
る
華
岡
流
外
科
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

杉
立
義
行
博
士
は
、
か
つ
て
新
潟
医
科
大
学
整
形
外
科
助
教
授
と

し
て
在
任
さ
れ
、
筆
者
学
恩
の
師
で
あ
る
。
心
よ
く
ご
所
蔵
の
資
料

を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
旧
出
石
藩
杉
立
家
の
系
譜

と
華
岡
青
洲
資
料
の
大
略
を
こ
こ
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院

の
①
厨
テ
匡
馬
胃
騨
昌
四
○
弄
四
臼
〕
』
胃
胃
尉
畠
〕
巨
壱
］
一
》
目
、
①
一
⑫
こ
い
］
→
色
白■

華
岡
青
洲
と
門
人
杉
立
以
成

杉
立
家
の
系
譜

旧
出
石
藩
々
医
杉
立
家
は
寛
政
十
戊
午
年
（
一
七
九
八
）
十
一
月

に
但
馬
国
美
含
郡
茅
野
村
杉
立
次
郎
兵
衛
同
安
右
衛
門
が
所
持
し

て
い
た
、
「
杉
立
太
左
衛
門
遺
書
写
」
と
い
う
寛
永
十
七
年
（
一
六
四

○
）
甲
申
九
月
十
三
日
付
の
家
譜
留
書
写
に
よ
る
と
、
遠
祖
は
俵
藤

太
秀
郷
と
い
う
。
戦
国
の
末
期
、
豊
臣
秀
吉
の
下
で
江
州
越
川
の
上

家
森
城
主
二
十
四
万
石
の
封
建
領
主
の
下
に
あ
っ
た
が
、
大
阪
夏
の

陣
に
は
豊
臣
秀
頼
方
に
つ
い
た
。

慶
長
二
十
年
（
一
六
一
六
）
五
月
八
日
の
大
阪
落
城
後
、
杉
立
太

左
衛
門
は
但
馬
銀
山
に
か
く
れ
た
が
、
天
和
三
年
（
一
六
一
八
）
に

こ
こ
で
玄
棟
が
生
れ
た
。
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
小
出
大
和
守
所

領
の
但
馬
国
美
含
郡
茅
野
村
銀
山
出
役
と
な
っ
た
。

の
閏
］
の
閏
○
の
目
角
ｚ
』
侭
四
国
国
（
）
の
凰
冨
一
．
ｚ
〕
荷
四
国

、

蒲
原国

冒
）
い
室
園
騨
冒
一
）
胃
伊
冨
．
つ

宏

／ 旬 、
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し
か
し
幸
仙
銀
山
が
次
第
に
衰
微
し
た
の
で
、
そ
の
出
役
を
や
め

て
帰
農
し
た
。
そ
の
後
、
杉
立
家
の
医
系
初
代
杉
立
玄
東
が
元
禄
十

三
年
（
一
七
○
○
）
十
一
月
四
日
に
残
す
る
ま
で
の
記
録
は
明
瞭
で

な
い
。杉

立
家
の
菩
提
寺
兵
庫
県
出
石
町
松
ケ
枝
町
貝
性
寺
過
去
帳
に
よ

る
と
、
医
系
の
初
代
杉
立
玄
棟
か
ら
義
行
の
子
息
彰
夫
ま
で
十
代
の

医
系
は
次
の
よ
う
に
連
綿
と
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

初
代
玄
棟
は
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
に
小
出
大
和
守
吉
親
の

出
石
城
下
で
医
を
開
業
し
た
。
以
後
五
代
高
昌
に
至
る
ま
で
は
、
杉

立
家
に
遺
蔵
さ
れ
て
い
る
経
絡
図
な
ど
に
よ
っ
て
み
る
と
代
々
漢
方

十 九
代 代

杉 杉
立 立

彰 義
夫 行

八七六五四三二初
代代代代代代代代

杉
立

杉
立

杉
立

杉
立

杉
立

杉
立

杉
立

杉
立

義高高重高高高玄
郎潔賢周昌信包棟

明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
十
月
二
十
三
日
生

生
残
年

元
禄
十
三
年
（
一
七
○
○
）
十
一
月
四
日
残

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
四
月
十
口
残

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
十
月
八
日
残

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
十
月
二
十
二
日
残

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
八
日
残

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
二
月
三
日
残

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
・
二
月
十
四
日
残

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
七
月
一
口
残

医
家
で
あ
っ
た
。

高
昌
の
時
代
に
は
、
古
方
派
の
医
師
と
し
て
、
出
石
藩
主
仙
石
政

辰
（
五
万
八
千
石
）
の
侍
医
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
高
昌
の
頃
か
ら
、
杉
立
家
の
家
運
は
、
そ
の
子
杉
立
以
成
が

華
岡
青
洲
の
門
に
遊
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、
ま
た
法
名
に

院
号
を
授
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
隆
盛
の
方
向
を
た

ど
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

六
代
の
杉
立
以
成
に
至
っ
て
、
漢
藺
折
衷
の
華
岡
流
外
科
医
と
な

っ
て
、
杉
立
家
が
外
科
系
の
医
家
と
し
て
変
貌
す
る
こ
と
と
な
る
。

杉
立
以
成
（
一
八
○
一
’
一
八
六
三
）

初
代
岩
手
病
院
長

謙
徳
院
彰
山
仁
義
居
士

盛
岡
市
下
橋
町
現
住

元
新
潟
医
科
大
学
助
教

福
島
医
学
専
門
学
校
整

大
阪
大
学
医
学
部
陳
内

近
畿
中
央
病
院
外
科
動

科
大
学
助
教

法
名
そ
の
他

釈
洋
春
居
士

釈
松
音
居
士

釈
子
滴
居
士

釈
正
是
居
士

高
照
院
釈
靖
恭

直
了
院
釈
青
峨
居
士

杉
立
以
成
、
賢

杉
立
竜
庵
、
内
蔵
太

授

専
門
学
校
整
形
外
科
初
代
教
授

医
学
部
陳
内
外
科
在
籍

病
院
外
科
勤
務

’
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本
名
を
以
成
、
字
は
賢
、
諄
高
賢
、
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
但

馬
国
出
石
城
下
に
生
れ
る
。
華
岡
青
洲
の
門
に
入
っ
た
の
は
舂
林
軒

門
人
録
に
よ
る
と
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
三
月
十
九
日
で
あ
る

か
ら
十
六
才
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
と
き
青
洲
は
五
十
八
才
で
、
全
身
麻
酔
の
下
で
乳
癌
手
術
に

成
功
し
た
令
名
は
、
す
で
に
全
国
に
と
ど
ろ
き
わ
た
っ
て
お
り
、
そ

の
手
術
に
円
熟
を
示
し
て
き
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

杉
立
以
成
の
入
門
し
た
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
は
全
国
か

ら
三
十
八
名
が
華
岡
塾
に
入
門
し
て
い
る
。

杉
立
家
の
口
碑
に
よ
る
と
、
足
か
け
八
年
間
青
洲
の
門
下
に
あ
り
、

そ
の
俊
才
ぶ
り
を
認
め
ら
れ
、
青
洲
の
娘
「
か
め
」
の
養
嗣
子
に
と

望
ま
れ
た
。
す
で
に
婚
約
者
「
鏡
女
」
の
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
に
及

ん
で
青
洲
も
よ
う
や
く
養
嗣
子
と
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
と
い
う
。

青
洲
の
娘
「
か
め
」
は
の
ち
に
奥
準
平
（
華
岡
南
洋
と
改
名
）
を
婿

に
迎
え
た
。

以
成
は
青
洲
の
門
下
に
遊
学
し
て
い
た
の
は
文
化
十
四
年
（
一
八

一
七
）
か
ら
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
ま
で
の
八
年
間
で
は
な
い
か
と

巷
え
ら
れ
る
。

こ
の
間
華
岡
青
洲
を
た
ず
ね
た
頼
山
陽
に
接
し
、
ま
た
青
洲
の
知

友
で
あ
っ
た
紀
州
和
歌
山
の
画
家
野
呂
介
石
お
よ
び
そ
の
門
下
の
察

徴
な
ど
と
親
交
を
深
め
た
。

頼
山
陽
の
書
、
野
呂
介
石
の
「
溪
居
秋
晩
図
」
を
は
じ
め
、
介
石
、

察
徴
の
書
簡
、
作
品
が
杉
立
家
に
現
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
溪
居
秋
晩
図
」
に
以
成
が
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
、
次
の

よ
う
な
箱
書
を
し
て
い
る
、
「
野
呂
九
一
郎
名
隆
号
介
石
一
号
四
碧

斎
紀
公
之
臣
也
、
余
遊
学
於
南
紀
華
岡
氏
之
門
凡
八
年
中
閲
於
君
府
、

旅
館
執
事
四
年
、
癸
未
春
介
石
患
疫
其
妻
又
患
打
撲
皆
診
余
治
而
愈

烏
喜
而
恵
此
一
本
、
丙
成
首
夏
杉
賢
識
」

こ
れ
か
ら
み
る
と
杉
立
以
成
の
華
岡
門
遊
学
は
八
年
間
で
あ
り
、

そ
の
間
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
八
月
二
日
師
青
洲
が
紀
州
藩
の
小

普
請
医
師
と
な
っ
て
か
ら
、
和
歌
山
城
下
に
設
け
た
「
出
張
所
」
の

執
事
を
四
年
ほ
ど
務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

野
呂
介
石
と
の
出
会
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
で
、
杉
立
以

成
二
十
二
才
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
和
歌
山
出
張
所
の
執
事

と
し
て
、
ま
た
医
師
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

華
岡
門
の
執
事
と
い
う
の
は
、
春
林
軒
塾
経
営
の
事
務
長
格
の
責

に
任
じ
ら
れ
、
塾
務
を
統
轄
し
、
同
時
に
後
進
の
指
導
を
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
杉
立
以
成
の
場
合
は
春
林
軒
塾

和
歌
山
出
張
所
常
勤
の
医
局
長
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

杉
立
以
成
は
春
林
軒
塾
か
ら
帰
藩
後
、
出
石
藩
に
お
け
る
外
科
の

第
一
人
者
と
な
っ
た
が
、
す
で
に
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
郷
里
出

石
で
乳
癌
の
手
術
を
行
な
っ
て
い
る
。
以
成
二
十
六
才
の
と
き
の
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
症
例
は
不
幸
に
も
二
年
後
再
発
し
て
再
手
術
を
行
な
っ
た
が
、

さ
ら
に
そ
の
後
間
も
な
く
再
発
し
た
の
で
以
成
は
師
の
青
洲
の
も
と

へ
そ
の
患
者
を
送
り
、
青
洲
が
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
に
手
術
を

行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
青
洲
の
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ

／、、
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十
七
才
之
節
ヨ
リ
乳
岩
八
ヶ
年
其
上
留
飲
強
折
々
経
水
滞
寒
強
難

治
之
症
モ
有
之
候
処
、
当
辰
二
月
ヨ
リ
仙
石
家
侍
医
薬
用
致
八
月
愈

治
療
之
時
節
一
一
至
同
月
十
四
日
夜
五
時
ヨ
リ
四
シ
半
迄
二
治
療
無
滞

相
済
病
者
無
異
事

腺
腫
瘍
の
手
術
を
一
例
行
な
っ
て
そ
の
摘
出
標
本
を
幕
府
医
学
館
に

差
出
し
た
記
録
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
（
図
１
）

「
曲
直
瀬
養
安
院
極
書

仙
石
道
之
助
内
侍
医
師

そ
の
後
杉
立
以
成
が
ど
れ
ほ
ど
乳
癌
の
手
術
を
行
な
っ
た
も
の
か
、

明
確
な
資
料
は
な
い
が
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
八
月
十
四
日
江
戸

の
藩
邸
在
番
中
に
幕
府
の
奥
医
師
曲
直
瀬
養
安
院
の
家
来
の
娘
の
乳

腺
腫
瘍
の
手
術
を
一
例
行
な
っ
て
そ
の
摘
出
標
本
を
幕
府
医
学
館
に

差
出
し
た
記
録
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
（
図
１
）

れ
て
い
る
。

「
文
政
十
三
年
十
月
二
十
日
但
馬
城
崎
湯
島
村
丹
波
屋
善
衛
門
母

（
三
発
）
文
政
十
年
八
月
、
門
人
杉
立
以
成
切
断
。
翌
十
二
年
十

月
発
、
同
医
切
断
。
又
翌
十
三
年
三
月
、
瘡
口
為
反
花
状
、
堅
硬

如
岩
、
時
々
痒
痛
、
因
来
乞
治
」

愛
弟
子
が
手
を
あ
げ
た
、
翻
花
状
と
な
っ
た
乳
癌
の
処
置
を
す
で

に
七
十
一
才
と
な
っ
た
青
洲
が
最
後
の
施
術
を
行
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
0

杉
立
以
成
在
番
勤
中
治
療
左
之
通

乳
岩
堅
壱
寸
五
分
曲
直
瀬
養
安
院
家
来

横
壱
寸
八
分
大
木
忠
左
衛
門
娘

目
方
七
匁
当
辰
廿
四
歳

天
保
三
辰
年
八
月
曲
直
瀬
養
安
院
」

「
八
月
十
八
日
医
学
館
江
差
出
、
来
己
三
、
四
月
之
中
薬
品
会
江

差
出
可
申
事
」

こ
の
手
術
症
例
が
病
理
学
的
に
今
日
で
い
う
乳
癌
で
あ
っ
た
か
ど

4蕊 F･‘ 堀．:…ず ,

鷺溌蕊蕊"{､j§

；
＃
毒－．

鋒

Ef鄙3

露‘:､
旧識

●＊

砿
老
徽
静
撫
；
乳
驚
少
鼻
蕊
鳶
職
溌
懲
，
、

篭
凋
犀
鮮
撹
瀞
獺
を
ゐ
ふ
側
を
冷
簿
鐙
承
笂
胃
ｈ
，

＃鳥
鼠
我
箕

憾
鰕
蕊
臓
錘
秒
心
噸
嘩

Ｌ
も
」
許
Ｆ
“

＃
二 申

冒 弔

(図1） 杉立以成乳癌手術摘出腫瘍についての曲直瀬養安院の極書
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う
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
手
術
を
受
け
た
大
木
忠
左
衛
門
の
娘

の
名
は
「
於
春
」
と
い
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

患
者
の
大
木
於
舂
の
父
、
大
木
忠
左
衛
門
か
ら
杉
立
以
成
の
こ
と

を
出
石
藩
に
あ
て

「
私
娘
儀
乳
岩
症
相
煩
候
二
付
御
当
家
様
御
医
師
杉
立
以
成
殿
療

治
被
成
下
、
珍
療
之
儀
医
療
之
励
と
も
相
成
候
間
去
月
十
八
日
医
学

館
御
出
席
之
方
々
様
二
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
江
戸
に
お
け
る

杉
立
以
成
の
外
科
手
術
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
く
に
当
時
医
療
界
に
君
臨
し
て
い
た
漢
方
の
大
家
で
あ
る
曲
直

瀬
家
の
家
来
の
家
族
を
治
療
し
た
こ
と
は
、
巷
間
の
耳
目
を
ひ
く
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

杉
立
以
成
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
二
月
三
日
六
十
二
才
を

も
っ
て
残
し
た
。
杉
立
家
に
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
の
寿
像
が
遺

さ
れ
て
い
る
。
（
図
２
）
法
名
を
真
了
院
釈
青
峨
居
士
と
い
う
出
石

町
谷
山
心
光
院
の
法
域
に
葬
ら
れ
た
。

以
成
の
室
、
鏡
（
オ
ミ
）
は
麻
見
氏
の
出
で
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）

生
ま
れ
、
九
十
三
才
の
長
寿
を
保
ち
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）

一
月
二
十
日
に
残
し
た
。
法
名
を
慈
孝
院
安
室
智
鏡
大
姉
と
い
う
。

以
成
の
子
内
藏
太
、
通
称
章
庵
、
諄
を
高
潔
と
い
い
、
以
成
の
師

華
岡
青
洲
の
残
し
た
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
生
れ
た
。
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
六
月
十
五
日
父
以
成
の
学
ん
だ
華
岡
舂
林
軒
塾
に

入
門
し
、
の
ち
家
職
を
つ
い
で
外
科
医
と
し
て
立
っ
た
が
、
明
治
維

新
後
ま
も
な
い
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
十
四
日
四
十
四
才

の
壮
年
で
残
し
た
。
夫
人
本
子
（
本
姓
藤
原
氏
）
も
明
治
十
四
年
八
月

毒
三
十
一
日
に
残
し
て
い
る
。

そ
の
子
が
明
治
二
十
七
年
東
大
を
卒
業
し
、
明
治
三
十
一
年
岩
手

病
院
の
名
院
長
と
し
て
令
名
を
は
せ
た
杉
立
義
郎
で
あ
る
。

華
岡
青
洲
の
杉
立
以
成
あ
て
書
簡

杉
立
家
に
は
華
岡
青
洲
か
ら
杉
立
以
成
に
あ
て
た
書
簡
が
三
通
現

存
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
年
記
が
明
確
で
な
い
。

そ
の
う
ち
の
第
一
書
簡
だ
け
は
以
成
の
父
は
文
政
十
年
三
月
、
母

は
文
政
十
二
年
九
月
に
残
し
て
い
る
が
、
「
以
成
の
両
親
が
ま
だ
健

在
で
云
々
」
と
文
中
に
あ
り
、
し
か
も
以
成
帰
国
後
の
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
二
の
書
簡
は
不
明
で
あ
る
が
以
成
帰
国
後
の
も
の
か
あ
る
い
は

以
成
の
父
重
周
あ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
の
書
簡
は
「
出
府
云

々
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
以
成
が
和
歌
山
の
春
林
軒
出
張
所
執
事
の (図2）杉

心貼
鄙

鐸

現

蝉;…毒

’噌溌詮鐸 ﾖ
＜

蝉

内
職

立以生寿像（万延元年）
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第
二
書
簡
（
以
成
あ
る
い
は
以
成
の
父
重
周
あ
て
の
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る

年
月
日
、
宛
名
欠
）

一
先
年
銀
翁
方
江
致
入
門
帰
国
之
後
少
々
流
行
有
之
候
二
付
処
々
二

而
野
翁
方
治
療
之
事
杯
致
誹
誘
候
人
有
之
風
聞
承
及
候
是
実
小
人
二

と
き
に
、
平
山
の
青
洲
か
ら
以
成
あ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
る
。

第
一
書
簡
（
文
政
九
年
と
推
定
さ
れ
る
も
の
）

華
翰
辱
致
拝
見
候
時
下
秋
涼
二
御
座
候
処
其
御
地
貴
家
御
揃
益
御

清
祥
可
被
成
御
勤
之
珍
重
二
奉
存
候
随
而
野
翁
義
御
存
之
通
老
年
二

相
成
候
得
共
今
以
拙
業
相
勤
居
候
間
御
安
心
可
被
成
下
候
然
者
貴
公

茂
段
々
結
構
之
由
珍
重
一
一
奉
存
候
、
籾
筑
前
之
廣
田
伝
亮
義
此
年
六

月
頃
致
帰
国
候
其
節
以
来
大
流
行
九
州
第
一
之
時
医
二
御
座
候
由
二

相
聞
申
候
、
依
之
九
州
之
医
家
者
流
活
物
窮
理
之
術
弥
□
ロ
ー
而
詣

者
並
奇
患
之
者
共
尋
来
致
入
門
候
者
六
七
人
御
座
候
、
右
二
付
肥
前

之
国
平
戸
生
月
村
之
人
二
而
奇
患
者
尋
来
候
二
付
致
治
療
候
、
是
は

別
紙
之
図
一
一
御
座
候
、
然
ハ
此
般
結
構
之
縮
緬
壱
反
部
御
恵
贈
御
厚

志
之
段
千
萬
辱
致
頂
戴
候
先
は
右
御
礼
申
上
度
如
斯
二
御
座
候
恐
怪

謹
言

九
月
三
日
華
岡
随
賢

杉
立
以
成
様

追
仕
御
申
上
候
御
両
親
様
益
々
御
荘
建
二
御
座
候
処
貴
公
弥
医
業
盛

一
一
御
座
候

嚥
々
御
満
悦
と
致
推
察
候

第
三
書
簡

御
序
御
座
候
節
右
条
之
御
咄
被
成
宜
敷
御
伝
可
被
下
候
繁
忙
二
付
不

能
別
紙
候

御
同
藩
之
萩
野
氏
者
益
御
荘
建
御
勤
被
成
候
処
哉
御
子
息
医
事
御

修
業
御
成
就
御
座
候
野
生

豚
児
共
皆
々
恵
物
被
下
候
処
旦
夕
是
而
己
憂
申
事
二
候
、
萩
野
氏
者

野
生
田
朋
二
御
座
候
処
其
古
遊
学
之
節
之
事
共
懐
出
居
候
、
高
野
山

江
御
参
詣
有
之
候
節
者
御
入
来
被
下
候
様
御
申
述
奉
頼
候
、
彼
人
は

産
科
之
様
子
承
及
候
香
川
家
之
産
科
術
を
承
及
候
足
下
兼
々
御
存
之

通
彼
産
論
ニ
ハ
方
剤
所
用
之
目
的
相
違
候
事
御
座
候
右
条
之
談
申
度

存
居
候
事
二
御
座
候

産
後
治
療
は
愚
按
之
手
段
御
座
候
二
付
如
斯
二
候

而
非
君
子
徒
致
経
学
者
左
様
之
事
無
之
者
二
御
座
候
、
其
人
之
心
中

甚
可
悪
一
一
御
座
候
、
野
翁
は
自
幼
弱
学
君
子
之
通
至
好
朱
子
之
説
候

処
世
上
流
行
之
古
文
橋
学
異
端
虚
遠
文
学
は
絶
而
不
学
候
間
且
亦
不

好
俵
候
唯
好
医
而
己
胸
中
如
海
大
魚
小
魚
相
共
楽
居
候
間
万
一
誹
誇

之
人
有
之
候
時
は
右
之
害
中
趣
申
聞
可
被
下
候
、
野
翁
方
一
一
ハ
日
本

国
中
之
病
人
茂
宿
来
又
医
生
多
来
候
処
其
内
不
別
人
者
致
誹
誇
能
別

人
者
致
信
伏
候
然
誹
誇
人
者
実
小
人
也
然
君
子
也
、
君
子
成
其
美

此
事
申
上
度
候
得
共
長
文
二
相
成
候
間
不
及
其
義
候
、
唯
活
物
窮
理

之
事
相
勤
候
得
者
無
彼
是
我
業
相
立
申
候

草
々

／ 戸、
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そ
の
他
の
青
洲
関
係
資
料

こ
れ
ら
の
華
岡
青
洲
書
簡
の
ほ
か
次
の
よ
う
な
青
洲
関
係
資
料
が

杉
立
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
、
文
政
壬
午
（
五
年
）
三
月
華
岡
青
洲
六
十
三
才
寿
像

「
竹
屋
粛
然
烏
雀
喧
風
光
自
適
臥
寒
村

唯
思
起
死
回
生
術
何
望
軽
棗
肥
馬
門

右
門
人
杉
医
請
讃
予
寿
像
落
書
与
之

子
時
文
政
壬
午
年
舂
三
月
六
十
有
三
翁
青
洲
華
震
」
（
図
３
）

候
以
上

極
月
三
日

杉
立
以
成
様
華
岡
随
賢

以
手
紙
申
上
候
処
一
日
安
全
可
被
成
候
全
珍
重
二
奉
存
候
、
然
者
野

生
義
従
此
節
風
邪
二
而
咳
嗽
御
座
候
而
致
難
義
居
候
右
之
様
子
二
御

座
候
得
者
来
六
日
二
は
出
府
相
成
不
申
候
此
段
中
村
市
郎
右
衛
門
殿

及
有
馬
氏
江
右
之
趣
御
改
可
被
下
候

担
々
風
邪
与
黄
白
相
互
二
攻
来
難
義
之
事
二
御
座
候
御
推
察
可
被
下

鉾

蕊簿

樽

溌駕識識溌篭零瀞磯擬轆熱戦鋭轆蕊蕊韓蕪惑溌

(図3）文政五年華岡青洲像
（杉立義行氏蔵）

「
欲
療
疾
病
当
精
其
内
外
方

無
今
唯
在
致
其
如
」

三
「
君
子
之
交
淡
如
水
」
の
戒
語
一
軸

四
「
医
是
在
活
物
窮
理
」
一
軸

五
「
楽
先
天
命
後
慮
物
」
一
軸

む
す
び

盛
岡
市
在
住
の
杉
立
義
行
博
士
所
蔵
の
華
岡
流
外
科
関
係
資
料
に

つ
い
て
調
査
し
、
華
岡
青
洲
の
門
人
旧
出
石
藩
医
杉
立
以
成
と
そ
の

乳
癌
手
術
の
事
績
お
よ
び
外
科
系
庚
系
が
今
日
ま
で
な
お
連
綿
と
し

「
竹
屋
萠
然
烏
雀
喧

風
光
自
適
臥
寒
村

唯
恩
起
死
回
生
術

何
望
軽
襄
肥
馬
門

右
門
人
杉
医
談
讃
予
寿
像
落
書
与
之

干
時
文
政
王
午
年
春
三
月
六
十
有
三
翁
青
洲
華
震
」

二
「
欲
療
疾
病
当
精
其
内
外
方
無
古
今
唯
在
致
其
知
」
の
戒
語
一

軸
（
図
４
）

《
、

も鴬
寺

愈 鯵
一鋒

：
受
#ず 、 ”’

と鰯＃!

議蕊蕊蕊蕊

(図4）華岡青洲戒語
（杉立義行氏蔵）
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、
宮
】
三
国
弓
秒
門
望

目
の
①
』
の
巨
岨
茸
煙
冨
．
○
口
①
○
帛
計
犀
①
ウ
印
呂
で
匡
吊
）
二
の
。
｛
の
①
瀞
｝
冒
匡

。

【
出
色
ロ
四
○
斥
閏
〕
身
ご
釦
印
釦
｛
色
目
〆
○
口
ぬ
い
匡
門
的
の
○
目
】
目
《
ず
の
旦
陸
ロ
ｃ
｛

８

旨
巨
砿
三
目
骨
毒
①
さ
昌
昌
①
吋
一
墨
壼
員
二
局
届
二
〕
ｃ
①
目
白
Ｈ
誤
局
印
、
⑦
ロ
‐

二
瀞
房
茸
①
夙
津
Ｏ
冒
切
①
区
〕
巨
国
騨
旨
僅
旦
白
さ
宮
目
白
こ
め
○
日
①

白
目
閏
冨
一
の
ぎ
再
吾
の
呂
畠
①
昌
旦
弓
⑦
国
臼
国
Ｃ
一
畠
砿
ユ
〕
（
〕
三
芝
自
の

【
。
ｐ
冒
旦
Ｃ
巨
庁
骨
旨
二
宮
⑦
己
○
鼻
①
国
司
〆
声
○
ロ
ｍ
①
旨
弓
冒
凰
○
岸
四
ｎ
号
く
．

９

１

日
｝
〕
①
津
局
鴛
の
巨
晶
⑦
○
口
弓
医
○
○
℃
①
国
蔚
』
○
国
号
①
。
動
．
、
ｑ
ｏ
｛

ず
門
①
色
禺
］
ロ
ー
〕
巾
巳
四
国
○
｛
胃
薗
巨
ゆ
ケ
ー
ヨ
］
胃
、
国
司
》
墓
昌
國
ゆ
月
ゆ
め
目
印
匡
伽
詳
幽
言
電

閉
吋
①
ぐ
』
①
葛
の
」
時
○
日
牙
①
開
日
日
①
昌
昌
⑫
．
シ
旨
旦
巳
い
○
》
再
葛
四
叩

④

己
○
』
冒
庁
の
ｇ
ｏ
巨
詳
島
尻
○
寓
目
計
ず
厨
里
巨
匡
く
隼
〕
色
計
色
二
四
吋
い
①
国
匡
胃
ロ
ウ
①
司
○
｛

●

●
国

⑦
ｘ
ｏ
旦
一
の
口
詳
的
●
ｐ
Ｈ
鮠
の
。
ｐ
印
○
四
口
】
①
閉
○
吋
割
署
色
吋
旦
】
口
許
写
①
己
○
里
の
吋
耳
望

○
帛
目
の
①
一
の
巨
輯
芦
田
は
毎
一
罠
旦
匡
再
①
Ｒ
①
の
①
ロ
ー
望
．

●

捧
げ
る
）

て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

青
洲
門
人
の
子
孫
が
門
人
録
記
載
の
出
身
地
よ
り
遠
隔
地
に
移
ら

れ
て
い
る
好
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
意
外
の
地
に

転
住
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
華
岡
外
科
研
究
に
は
な
お
広
範

な
地
域
に
わ
た
っ
て
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
資

料
の
閣
覧
と
御
教
示
を
賜
っ
た
杉
立
義
行
博
士
に
厚
く
感
謝
の
意
を
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「
辰
盛
の
生
年
は
寛
文
二
年
だ
か
ら
年
を
享
く
る
こ
と
七
十
一

歳
で
あ
る
。
此
の
人
は
二
男
で
他
家
に
仕
へ
た
の
に
、
其
父
母
は

宗
家
か
ら
来
て
奉
養
を
受
け
て
ゐ
・
た
そ
う
で
あ
る
」
（
そ
の
十
一

一
九
頁
）
。

「
辰
勝
の
摘
子
重
光
は
家
を
継
い
で
大
田
原
政
増
清
勝
に
仕
へ
、

二
男
勝
重
は
去
っ
て
肥
前
の
大
村
家
に
仕
へ
、
三
男
辰
盛
は
奥
州

の
津
軽
家
に
仕
へ
、
四
男
勝
郷
は
兵
学
者
と
な
っ
た
」
（
そ
の
十

一
一
八
頁
）
。

シ
ｚ
Ｃ
５
ｃ
ｐ
Ｏ
隠
房
《
《
目
ぐ
易
巴
印
翫
宮
』
①
。
．
（
巴

４

鴎
外
の
史
伝
一
渋
江
抽
斎
］
の
校
勘
記
。

2

後
の
文
に
辰
盛
の
二
男
と
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
三
男
の
誤
り
で

あ
る
。
後
の
二
男
を
三
男
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

「
為
隣
は
寛
保
元
年
正
月
十
一
日
に
家
を
継
い
で
、
二
月
十
三

日
に
通
称
の
玄
俊
を
二
世
玄
瑳
と
改
め
、
翌
寛
保
二
年
七
月
二
日

に
没
し
、
跡
に
は
登
勢
が
十
二
歳
の
未
亡
人
と
し
て
遣
さ
れ
た
。

寛
保
二
年
に
十
五
歳
で
此
登
勢
に
入
贄
し
た
の
は
武
蔵
国
忍
の

人
竹
内
作
左
衛
門
の
子
で
、
抽
斎
の
祖
父
本
晧
が
即
ち
此
で
あ
る
。

津
軽
家
は
越
中
守
信
寧
の
世
に
な
っ
て
ゐ
た
。
宝
暦
九
年
に
登
勢

が
二
十
九
歳
で
女
千
代
を
生
ん
だ
。
千
代
は
絶
え
な
ん
と
す
る
渋

3

松

シ
西
国
室
毎
厨
巳
国
．
冨
．
。

木

明
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姉
妹
が
三
人
と
も
に
天
折
し
て
姉
の
智
秀
は
寛
政
二
年
に
没
し
、

妹
の
知
珊
は
安
政
九
年
に
天
折
し
た
と
あ
る
が
、
安
政
九
年
と
い
う

年
は
な
い
。
安
政
は
七
年
ま
で
で
、
そ
の
年
の
三
月
十
八
日
に
万
延

と
改
元
に
な
っ
た
。
し
か
も
姉
妹
で
と
も
に
天
折
し
て
い
る
の
だ
か

寛
保
二
年
に
登
勢
が
十
二
歳
で
、
本
皓
が
十
五
歳
だ
か
ら
、
そ
の
年

令
の
差
は
三
年
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
三
十
五
年
経
過
し
た
安
永
六
年

に
は
登
勢
が
四
十
七
歳
で
本
皓
が
五
十
歳
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
本
皓
が
五
十
一
歳
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
こ
れ
は
五

十
歳
と
訂
正
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

五
十
一
歳
、
一

’
一
二
○
頁
）
。

「
独
美
が
厳
島
か
ら
大
阪
に
遷
っ
た
頃
、
妾
が
あ
っ
て
一
男
二

女
を
生
ん
だ
。
男
は
名
を
善
直
と
云
っ
た
が
、
多
病
で
業
を
継
ぐ

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
さ
う
で
あ
る
。
二
女
は
長
を
智
秀
と
諭
し

た
。
寛
政
二
年
に
没
し
て
ゐ
る
。
次
は
智
瑞
と
諭
し
た
。
安
政
九

年
に
天
折
し
て
ゐ
る
」
（
そ
の
十
五
一
三
二
頁
）
。

江
氏
の
血
統
を
僅
に
繋
ぐ
べ
き
子
で
、
剰
へ
聰
慧
な
の
で
、
父
母
は

こ
れ
を
一
粒
種
と
称
し
て
鐘
愛
し
て
ゐ
る
と
、
十
九
歳
に
な
っ
た

安
永
六
年
の
五
月
三
日
に
辞
世
の
歌
を
詠
ん
で
死
ん
だ
。
本
皓
が

五
十
一
歳
、
登
勢
が
四
十
七
歳
の
時
で
あ
る
。
（
そ
の
十
二
九

4

後
の
文
に
よ
れ
ば
、
磐
は
次
男
で
信
平
は
三
男
で
あ
る
。
し
か
も

そ
の
母
は
い
ず
れ
も
妾
春
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
さ
き
の
長
男
は
孵

で
次
男
は
信
平
で
と
も
に
俊
の
子
と
あ
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
た
「
伊
沢
蘭
軒
」
の
「
そ
の
二
百
五
十
六
」
及
び
「
そ
の
二
百

八
十
七
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ら
、
そ
の
年
令
の
差
は
少
な
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
は
寛
政
九
年
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
杣
軒
の
正
妻
狩
谷
氏
俊
の
生
ん
だ
子
は
幼
く
し
て
死
し
た
長

男
某
助
、
十
八
歳
に
な
っ
て
麻
疹
で
亡
く
な
っ
た
長
女
洲
、
狩
谷

恢
斎
の
養
妹
懐
之
の
養
子
三
右
衛
門
に
嫁
し
た
次
女
国
の
三
人
だ

け
で
、
其
他
の
子
は
皆
妾
舂
の
腹
で
あ
る
。
其
順
序
を
言
え
ば
、

長
男
業
助
、
長
女
洲
、
次
女
国
、
三
女
北
、
次
男
磐
、
四
女
や
す
、

五
女
こ
と
、
三
男
信
平
、
四
男
孫
助
で
あ
る
」
（
そ
の
七
十
五
二

八
七
頁
）
。

「
柏
軒
は
狩
谷
権
斎
の
女
俊
を
要
っ
た
。
其
長
男
が
磐
、
次
男
が

今
の
歯
科
医
信
平
さ
ん
で
あ
る
」
（
そ
の
二
十
六
一
六
二
頁
）

「
わ
た
く
し
は
柏
軒
が
妾
佐
藤
氏
舂
を
紬
れ
た
の
が
、
此
年
戊

5

( 10) 144



こ
れ
に
よ
れ
ば
三
女
北
も
ま
た
正
妻
俊
の
子
と
な
っ
て
い
る
。
さ

き
の
記
事
で
は
三
女
の
北
は
妾
春
の
子
と
な
っ
て
い
る
が
。
こ
れ
は

誤
謬
で
あ
ろ
う
。
「
伊
沢
蘭
軒
」
が
「
渋
江
抽
斎
」
の
後
に
執
筆
さ

れ
て
、
蘭
軒
に
於
い
て
そ
の
後
の
資
料
に
よ
る
正
し
い
知
見
が
得
ら

れ
た
も
の
と
す
れ
ば
。
こ
の
蘭
軒
の
記
事
を
も
っ
て
正
し
い
も
の
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

申
の
事
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た
。
正
妻
狩
谷
氏
俊
は
丙
申
に
来
り
嫁

し
て
よ
り
、
此
に
至
る
ま
で
十
三
年
を
経
て
ゐ
て
、
其
間
に
長
男

巣
助
、
長
女
洲
、
次
女
国
、
三
女
北
の
一
子
三
女
を
生
ん
だ
。
此

四
人
の
中
能
く
長
育
し
た
も
の
は
、
只
国
一
人
の
み
な
る
が
故

に
、
余
の
三
人
の
生
没
は
家
乗
に
詳
密
な
る
記
載
を
閥
い
て
ゐ
る
」

「
安
政
二
年
は
蘭
軒
残
後
二
十
六
年
で
あ
る
。
二
月
十
七
日
に

中
橋
の
家
に
柏
軒
の
第
五
女
琴
が
生
れ
た
。
佐
藤
氏
春
の
出
で
あ

る
。
柏
軒
の
女
は
洲
、
国
、
北
、
安
、
琴
の
順
序
に
生
れ
て
、
北

に
至
る
ま
で
は
正
室
狩
谷
氏
俊
の
出
、
安
よ
り
以
下
が
春
の
出
で

あ
る
」
（
二
一
五
’
六
頁
）
。

（
一
四
二
貝
）
。

「
抽
斎
は
天
保
九
年
の
春
を
弘
前
に
迎
へ
た
。
例
の
宿
直
日
記

に
正
月
十
三
日
忌
明
と
書
し
て
あ
る
。
父
の
衷
が
果
て
た
の
で
あ

6

後
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
弘
前
医
官
の
宿
直
部
屋
の
日
記
を
抄
写
し

た
直
舎
伝
記
抄
は
宝
永
元
年
か
ら
天
保
八
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る

が
、
前
の
記
事
で
は
こ
の
中
に
天
保
九
年
正
月
十
三
日
忌
明
け
の
項

が
あ
る
の
で
、
天
保
八
年
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
こ
れ
は
天
保
九
年

ま
で
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

因
に
富
士
川
浦
と
あ
る
の
は
、
「
日
本
医
学
史
」
の
名
著
で
知
ら

れ
る
富
士
川
博
士
の
こ
と
で
あ
る
。

（
未
完
）

る
」
（
そ
の
二
十
八
一
六
九
頁
）
。

「
直
舎
伝
記
抄
八
冊
は
今
富
士
川
瀞
さ
ん
が
蔵
し
て
ゐ
る
。
中

に
題
号
を
閥
い
た
も
の
が
三
冊
交
っ
て
ゐ
る
が
、
主
に
弘
前
庚
官

の
宿
直
部
屋
の
日
記
を
抄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
は
宝
永
元
年

か
ら
下
は
天
保
八
年
に
至
る
。
」
（
そ
の
五
十
五
一
三
九
頁
）
。
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は
じ
め
に

先
達
っ
て
、
大
鳥
蘭
三
郎
教
授
よ
り
ｏ
Ｈ
ｏ
の
切
に
つ
い
て
何
か
話

す
よ
う
御
指
令
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
非
常
な
光
栄
と

い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

の
８
唾
吻
は
青
頭
”
厨
ｃ
ロ
大
学
で
は
、
ち
ょ
う
ど
百
年
私
の
先
輩
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
は
⑦
門
○
服
の
生
ま
れ
故
郷
に
２
ケ
年
間
、

学
生
生
活
を
過
ご
し
た
遇
然
の
奇
縁
を
も
っ
て
い
る
者
で
あ
る
。
そ

ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
日
日
本
医
史
学
会
の
皆
様
が
た
と
共
に

⑦
局
○
ｍ
ｍ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

垂
『
ノ
Ｏ

生
い
た
ち

留
日
巨
①
一
つ
．
の
『
○
顎
は
一
八
○
五
年
（
文
化
二
年
）
七
月
八
日
、

の
閂
日
屋
里
ロ
．
の
民
○
筋
に
つ

Ｃ
ｐ
の
自
国
巨
里
己
祁
嶌
こ
の
貝
）
韻

慶
応
大
学
医
学
部
群
員
教
授

(/、

て

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
イ
ー
ス
ト
ン
（
園
の
３
口
）
の
農
家
に
生
れ
た
。

生
家
の
農
場
は
二
○
○
エ
ー
カ
ー
（
一
エ
ー
カ
ー
四
段
余
）
あ
り
地

味
肥
沃
で
野
菜
殼
類
は
も
ち
ろ
ん
美
事
な
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
あ
っ
た
。
こ
の
地
所
の
中
に
は
馬
小
屋
、
倉
庫
等
の
ほ
か
、
ガ
ッ

チ
リ
し
た
石
造
り
の
二
階
家
が
住
居
と
し
て
あ
り
、
そ
こ
で
の
『
Ｏ
器

は
吸
々
の
声
を
揚
げ
た
の
で
あ
る
。
現
在
は
。
〕
＄
貢
昌
の
匡
註
罠
日

と
し
て
他
人
の
手
に
渡
っ
て
は
い
る
が
建
物
の
一
部
は
残
っ
て
い
る
。

彼
の
父
は
純
真
、
潔
癖
、
東
部
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
地
方
で
は
指
折

り
の
紳
士
と
し
て
敬
愛
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
背
が
高
く
、
ハ
ン
サ
ム
、

い
つ
も
気
品
あ
る
態
度
を
も
っ
て
人
に
接
し
て
い
た
。
彼
の
子
息

殴
日
巨
里
も
父
の
特
性
を
受
け
後
年
身
長
六
フ
イ
ト
ニ
イ
ン
チ
、
体

重
二
○
五
ポ
ン
ド
の
男
性
美
の
持
主
で
あ
る
。
（
図
１
（
耳
。
鵲
の
手
術
）

］
Ｏ
Ｃ
目
Ｐ
冨
・
ロ
．

ぐ
厨
旨
目
胴
弓
目
庁
閉
（
）
円

嗣
①
５
口
日
ぐ
①
恩
』
ｑ
ｍ
ｃ
言
〕
三
具
昌
①
島
の
旨
①

小

野

讓
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父
は
一
八
一
三
年
一
一
月
、
五
六
才
で
脳
溢
血
で
擁
れ
て
い
る
。

母
の
旨
嚴
口
幽
ｏ
Ｈ
ｃ
い
ゅ
は
結
婚
前
の
姓
を
即
○
葛
冒
と
呼
び
一

八
五
三
年
三
月
、
八
六
才
の
高
令
で
喘
息
を
疾
っ
て
死
亡
し
て
い
る
。

彼
女
は
、
し
と
や
か
で
愛
く
る
し
く
、
高
逼
な
見
識
を
も
っ
た
稀
に

見
る
良
妻
賢
母
で
あ
っ
た
。
静
白
眉
①
］
ロ
．
⑦
８
筋
は
自
己
の
医
師

と
し
て
の
成
功
は
、
母
の
膝
も
と
の
教
育
に
負
う
と
こ
ろ
極
め
て
大

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
両
親
と
も
ド
イ
ツ
系
の
い
わ
ゆ
る
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
ダ
ッ
チ
で
あ
っ
た
。

静
日
匡
①
一
己
．
ｏ
Ｈ
ｏ
閉
（
以
下
⑦
鄙
。
α
“
と
称
ぷ
）
の
少
年
時
代
は
楽

し
い
田
園
生
活
で
ボ
ー
ル
な
げ
、
兎
狩
り
、
魚
釣
り
、
蜂
の
巣
あ
さ

り
等
当
時
と
し
て
は
あ
り
ふ
れ
た
し
か
し
限
ら
れ
た
遊
び
に
ふ
け
っ

た
が
、
特
に
鉄
輪
な
げ
の
遊
び
が
後
年
外
科
手
術
の
手
技
と
判
断
力

に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
少
く
な
か
っ
た
と
云
っ
て
い
る
。

蕊議蕊議
P“
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図1. Dr.Grossのクリニック

彼
は
好
ん
で
読
書
に
親
し
み
、
聖
書
、
エ
ソ
ッ
プ
物
語
、
国
の
ロ
冒
昌
目

甸
国
国
産
目
伝
、
そ
の
他
歴
史
物
が
多
か
っ
た
。

彼
が
ま
た
六
才
に
達
し
な
い
時
分
よ
り
す
で
に
、
医
師
に
な
り
た

い
と
両
親
に
話
し
て
い
た
と
云
う
。
こ
う
し
た
医
師
へ
の
あ
こ
が
れ

が
強
い
イ
ン
パ
ル
ス
と
な
っ
て
幼
年
時
代
か
ら
骨
の
髄
ま
で
し
み
こ

ん
で
い
た
よ
う
だ
。

教
育
過
程

彼
の
少
年
期
の
教
育
は
一
哩
程
離
れ
た
丸
木
小
屋
の
学
校
で
、
型

の
如
く
、
読
み
書
き
と
算
術
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
成
績
は
い
つ

も
群
を
抜
い
て
い
た
。
彼
は
勤
勉
、
ア
ン
ビ
ッ
シ
ャ
ス
で
ド
イ
ツ
人

特
有
の
キ
メ
の
こ
ま
か
い
綿
密
さ
が
あ
っ
た
。
ま
ず
医
学
の
勉
強
に

語
学
の
重
要
性
を
痛
感
し
最
初
に
英
語
の
勉
強
に
と
り
か
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
彼
に
英
語
の
勉
強
と
は
な
ぜ
か
。
イ
ー
ス
ト
ン

地
方
で
は
英
語
で
な
く
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
ダ
ッ
チ
と
い
っ
て
ド
イ

ツ
語
と
も
つ
か
ず
オ
ラ
ン
ダ
語
と
も
つ
か
な
い
独
特
の
用
語
を
話
し

て
い
る
の
が
少
く
な
い
。
現
在
で
も
こ
の
よ
う
な
窟
目
⑫
を
使
っ

て
い
る
人
が
あ
り
⑦
ｇ
の
い
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

一
七
才
の
と
き
⑦
８
ｍ
ｍ
は
語
学
力
に
相
当
の
進
歩
が
見
ら
れ
た

の
で
医
学
進
学
の
準
備
が
で
き
た
と
考
え
た
。
当
時
医
師
に
な
る
に

は
開
業
医
に
つ
い
て
弟
子
入
り
し
「
医
学
を
読
み
と
る
」
慣
習
が
あ

っ
た
。
彼
も
そ
の
例
に
な
ら
い
、
地
方
の
医
師
数
名
に
転
々
と
奉
公

し
た
が
、
ど
こ
に
も
居
つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
当
時
の
こ
と
を
⑦
『
○
脇
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

弓
篦
①
の
解
剖
書
で
骨
学
を
勉
強
し
た
が
私
の
ラ
テ
ン
語
の
素
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養
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
と
、
医
学
の
理
論
と
実
際
を
理
解
す
る
に

は
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
語
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

た
。
私
は
大
き
な
発
見
を
し
た
。
そ
れ
は
私
が
無
知
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
こ
と
と
、
こ
れ
に
対
応
せ
れ
ば
と
い
う
一
大
決
意
を
か
た
め

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
と
。
こ
こ
で
彼
は
医
師
の
徒
弟
生
活
を
一
旦

中
止
し
、
葛
勇
の
”
‐
頭
目
局
の
ン
。
且
の
日
胃
に
入
る
こ
と
に
し
た
。
彼

は
君
岸
の
“
‐
団
四
口
の
で
一
ケ
年
勉
強
し
た
後
ｚ
の
君
］
閏
“
昌
州
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
近
く
の
Ｆ
勤
君
Ｈ
の
ロ
の
①
ぐ
屋
の
国
警
牌
言
三
に
転

じ
一
応
医
学
進
学
の
準
備
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
医
師
と
し
て
⑦
ｇ
脇
の
医
学
発
表
論
文
に
つ
い
て
眺
め

て
み
た
い
。
彼
に
は
驚
く
べ
き
多
数
の
著
述
が
あ
る
。
彼
の
著
書
が

欧
州
人
を
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
高
く
評
価
す
る
何
よ
り
の
基
礎
を
つ

く
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
約
一
ケ
年
間
イ
ー
ス
ト
ン
の
己
汽
．
の
言
嵜
に
弟
子
入
り

し
一
八
二
六
年
一
○
月
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
出
て
、
直
ち
に
當
呉
‐

訂
司
切
。
『
〕
旨
①
農
。
巴
の
皇
①
鴨
の
創
立
者
で
あ
り
外
科
教
授
で
あ
る

ｐ
Ｈ
・
の
①
。
侭
の
言
Ｃ
Ｑ
①
房
冒
の
弟
子
と
な
り
数
ヶ
月
後
に
同
大
学
に

入
学
し
た
の
で
あ
っ
た
。

⑦
目
朋
は
不
僥
不
屈
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
も
全
力
を
注
い
で
ぶ
つ
か

っ
て
行
っ
た
。
彼
は
一
八
二
八
年
同
級
生
二
七
名
と
共
に
医
学
部
を

卒
業
し
た
が
、
そ
の
卒
業
論
文
は
「
白
内
障
の
性
格
と
治
癒
」
で
あ

っ
た
。

訳
著
書

⑦
３
鉱
唖
は
大
学
卒
業
後
一
○
ヶ
月
以
内
に
四
冊
の
医
書
を
仏
、
独

言
よ
り
翻
訳
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

■

フ
ラ
ン
ス
の
国
畠
庁
自
且
国
○
房
己
㎡
の
三
○
○
頁
あ
る
《
《
の
①
‐

ロ
閏
巴
酔
冒
胃
○
画
こ
》
》
．
般
解
剖
学
」
、

二
冊
目
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
禺
冒
ゅ
一
六
六
頁
あ
る
冒
四
旨
匡
堅
旦

勺
昌
昌
の
昌
○
冨
房
昌
吊
マ
》
「
産
科
学
の
実
際
」
、

第
三
は
ド
イ
ツ
語
の
一
八
○
貝
あ
る
匡
匡
の
号
国
且
い
、
厚
①
目
⑫
①

○
国
号
①
ｚ
口
冒
局
①
．
○
四
房
①
、
四
艮
弓
門
①
皀
ョ
①
貝
三
目
弓
言
“
「
腸

チ
フ
ス
の
本
態
、
原
因
及
び
治
療
」
当
時
弓
旨
冒
ぃ
帝
ぐ
閂
は

《
⑮
言
も
庁
ご
①
吋
壱
》
ま
た
は
〔
曽
巴
屋
９
『
２
℃
》
と
云
わ
れ
、
ど
こ
に
で
も

見
ら
れ
た
死
亡
率
の
高
い
疾
患
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
を
ｏ
Ｈ
ｏ
の
の
力

学
０
４

英
訳
し
た
同
じ
一
八
二
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
Ｆ
ｏ
ｇ
唾
が
弓
弓
言
い

帝
ぐ
関
を
隻
弓
弓
言
匙
庁
く
①
局
》
》
と
新
し
く
称
ん
だ
の
で
あ
る
。

第
四
冊
目
は
フ
ラ
ン
ス
の
弓
か
ぐ
①
ヨ
①
副
《
《
○
胃
『
昌
茸
①
妙
』
晶
巾
昌
趨
》

「
外
科
手
術
」
で
五
○
○
頁
ず
つ
の
二
巻
よ
り
成
る
大
著
で
あ
る
。

以
上
、
四
冊
の
訳
出
に
は
、
○
局
Ｃ
い
い
は
驚
く
べ
き
努
力
を
傾
け
て

い
る
。
そ
れ
は
外
国
語
の
翻
訳
に
誰
で
も
が
共
通
の
む
ず
か
し
さ
を

経
験
す
る
ほ
か
、
彼
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
ダ
ッ
チ
と
し
て
生
を
受

け
た
た
め
、
さ
き
程
も
触
れ
た
自
国
語
で
あ
る
べ
き
英
語
そ
の
も
の

か
ら
教
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
に
は
ド
イ
ツ
語

の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
仏
語
、
イ
タ
リ
ー
語
を
も
マ

ス
タ
ー
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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彼
は
、
大
学
卒
業
後
二
ケ
年
に
し
て
、
一
八
三
○
年
さ
ら
に
、

目
安
①
シ
ロ
呉
○
目
顎
勺
宣
淵
さ
ざ
晦
望
色
邑
』
ご
』
い
の
閉
①
、
旦
忌
①
国
○
口
閉

色
且
旨
冒
筋
「
骨
及
び
関
節
の
解
剖
、
生
理
、
及
び
疾
患
」
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
を
出
し
た
が
、
声
）
れ
は
翻
訳
で
は
な
く
⑦
目
協
の
オ
リ
ヂ

ナ
ル
で
あ
っ
て
、
絆
創
膏
を
骨
折
や
関
節
の
牽
引
に
使
用
す
べ
き
こ

と
を
初
め
て
提
唱
し
た
の
が
彼
で
あ
る
。

開
業
と
動
物
実
験

⑦
日
い
い
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
住
み
た
か
っ
た
が
、
生
計
上

の
都
合
で
卒
業
後
二
’
三
年
に
し
て
、
彼
の
郷
里
で
あ
る
イ
ー
ス
ト

ン
に
帰
り
、
こ
こ
で
開
業
を
始
め
た
。
し
か
し
彼
の
向
学
心
と
研
究

心
は
、
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
旺
盛
で
、
自
宅
の
庭
先
に
小

屋
を
建
て
屍
体
の
解
剖
と
動
物
実
験
に
熱
中
し
た
。
最
初
の
屍
体
は

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
よ
り
イ
ー
ス
ト
ン
ま
で
五
○
マ
イ
ル
を
二
輪
馬

車
に
積
み
こ
ん
で
運
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
解
剖
書
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
た
が
ｏ
Ｈ
Ｏ
の
い

ば
こ
れ
を
英
語
版
に
改
訂
す
べ
き
こ
と
を
思
い
つ
き
、
そ
の
仕
事
に

取
り
か
か
り
殆
ん
ど
完
成
し
た
が
こ
れ
を
出
版
す
る
に
い
た
ら
な
か

っ
た
。ま

た
こ
の
田
舎
町
、
イ
ー
ス
ト
ン
に
て
忙
が
し
い
開
業
の
間
に
多

数
の
兎
と
猫
を
使
っ
て
、
静
豚
血
の
温
度
や
腎
臓
機
能
特
に
薬
物
の

排
出
作
用
に
関
す
る
実
験
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

シ
ン
シ
ナ
チ
大
学
教
授
と
な
る

こ
の
よ
う
な
動
物
実
験
や
、
門
前
市
を
な
す
上
流
患
者
の
診
療
も
、

彼
の
向
学
心
を
阻
む
に
は
至
ら
ず
、
一
八
一
三
一
年
、
彼
は
講
師
と
し

て
オ
ハ
ョ
ー
大
学
で
後
の
シ
ン
シ
ナ
チ
大
学
の
解
剖
学
教
室
に
席
を

お
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
最
初
の
教
育
機
関
関
係

で
あ
る
が
、
学
生
の
受
け
が
非
常
に
よ
く
、
二
年
後
に
は
同
大
学
の

病
理
学
兼
解
剖
学
教
授
に
昇
格
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
将
来
大
を
な

す
基
礎
と
名
声
は
こ
こ
で
築
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
教
授
と
し
て
こ
の
大
学
に
四
ヶ
年
在
任
し
た
が
、
そ
の
間
一

八
三
九
年
に
は
《
《
国
①
日
①
昌
吻
○
｛
閻
言
言
岸
○
唱
畠
一
シ
国
“
８
日
〕
署
「
病

理
解
剖
学
の
原
理
」
を
著
し
て
い
る
。
彼
の
数
知
れ
な
い
屍
体
解
剖

と
屠
殺
所
通
い
の
経
験
を
土
台
と
し
た
本
書
は
五
○
○
頁
ず
つ
の
二

巻
よ
り
な
り
、
こ
の
種
の
著
書
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
英
語
版
と
し
て
も
最
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
ひ
き
続
き
三
版

を
重
ね
、
全
世
界
の
注
目
を
引
い
た
の
で
あ
っ
た
。

一
八
六
八
年
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
、
病
理
学
の
始
祖
と
云
わ
れ
る

元
旦
○
一
帛
冨
月
言
弓
は
Ｑ
Ｒ
Ｃ
段
を
ア
メ
リ
カ
よ
り
招
い
で
晩
餐
会

を
開
い
た
。
そ
の
席
に
は
、
ぐ
○
回
目
Ｌ
“
侭
の
号
①
鳥
》
ぐ
Ｃ
ｐ
ｏ
目
①
庁
》

ロ
Ｃ
ａ
閏
の
”
⑦
巨
号
そ
の
他
、
戻
学
界
の
名
士
綺
羅
星
の
如
く
集
っ

た
。
そ
の
と
き
の
挨
拶
の
結
び
と
し
て
ご
胃
宮
君
は
、
⑦
８
筋
の

こ
の
著
書
を
高
々
と
手
に
さ
さ
げ
、
自
分
と
し
て
も
、
こ
の
名
著
よ

り
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
称
讃
の
言
葉
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
と
云
う
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
本
書
の
第
二
版
が
発
行
さ
れ
た
一
八
四
五
年
に

は
ウ
ィ
ー
ン
の
閂
日
も
ｑ
旨
一
罰
○
竜
四
一
℃
由
昏
○
一
○
四
８
－
の
０
９
の
ｑ
の
会

員
に
推
さ
れ
て
い
る
。
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ル
イ
ス
ビ
ル
大
学
教
授
と
な
る

一
八
四
○
年
⑦
局
○
ｍ
ｍ
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
Ｆ
ｏ
巳
め
ぐ
筐
①
大
学

の
外
科
教
授
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
外
科
分
野
に
お
け
る
す
ば

ら
し
い
成
功
を
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
南
部

及
び
西
部
よ
り
彼
の
名
声
を
し
た
っ
て
集
ま
る
無
数
の
患
者
の
診
療

に
当
る
一
方
、
学
生
へ
の
講
義
と
著
述
は
彼
の
最
も
得
意
と
し
、
楽

し
み
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
在
職
一
六
年
の
毎
日
は
人
生
の
華
と
幸
福

の
連
続
で
あ
っ
た
。

医
学
史
に
関
す
る
著
述

か
く
て
彼
の
外
科
的
名
声
は
全
米
に
広
が
っ
て
い
っ
た
が
、
ｏ
Ｈ
ｏ
の
、

の
い
ま
一
つ
の
ホ
ピ
ー
と
も
云
う
べ
き
関
心
事
は
、
医
学
歴
史
に
あ

っ
た
。
彼
は
ま
ず
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
に
お
け
る
外
科
史
角
ｇ
Ｃ
耳
。
目

尻
①
昌
巨
向
辱
め
巨
晶
の
ご
）
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
医
学
の
開
拓
者

同
耳
目
冒
冨
の
Ｃ
Ｏ
葛
竺
及
び
己
生
昌
堅
ロ
昌
可
に
関
す
る
モ
ノ
グ

ラ
フ
を
書
き
、
ま
た
、
少
巨
”
ロ
呉
。
ｇ
忌
呂
四
の
言
①
門
》
国
営
⑫
早
く
①
鼻

凹
且
○
○
具
①
日
冒
昌
昌
①
、
と
い
う
同
時
代
の
医
学
者
の
伝
記
を
著
わ

し
て
い
る
。
さ
ら
に
《
《
ン
の
岸
２
号
具
昌
①
匡
庁
〕
⑦
毎
目
色
ｇ
①
吋

曽
〕
（
一
ｍ
①
弓
目
の
①
ｍ
ａ
Ｐ
目
耳
ｓ
い
①
勺
幽
刷
弓
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
一

八
六
一
年
に
は
月
巨
く
①
印
皇
国
目
旨
①
昌
吟
日
の
国
８
口
も
匂
い
目
四
国
、

煙
且
普
侭
の
○
コ
い
○
陣
｝
〕
の
勇
。
ｇ
①
の
貝
｝
目
の
①
。
白
暑
遺
．
九
世
紀

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
勝
れ
た
内
科
及
び
外
科
医
学
者
」
と
い
う
八

○
○
頁
に
及
ぶ
編
書
が
あ
る
。
彼
に
は
ま
た
、
帝
〔
一
の
豊
島
○
○
弓
．

の
苛
胄
庁
い
『
畠
房
冒
ゅ
餡
〕
ｃ
耳
》
ぐ
畠
一
①
昌
旨
①
言
①
陣
〉
殉
。
匡
⑦
】
ロ
口
目
牢

房
。
臣
〕
房
色
胃
国
畠
唖
等
の
伝
記
が
あ
り
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
独
立

百
年
を
祝
う
一
八
七
六
年
に
は
《
←
閏
ｍ
８
ｑ
具
鈩
日
①
昌
目
旨
冨
①
臼
目
一

国
月
門
生
日
Ｈ
①
芽
○
日
局
尉
８
夢
①
甲
①
、
の
昌
園
目
①
ご
コ
七
七

六
年
よ
り
現
在
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
医
学
文
学
の
史
的
展
望
」
が
あ

る
。

動
物
実
験

さ
て
、
こ
こ
で
も
う
一
度
一
八
四
○
年
の
冒
巳
の
ご
崖
①
時
代
に

触
れ
て
見
た
い
。
彼
の
ア
メ
リ
カ
南
部
に
お
け
る
活
動
で
特
に
目
に

つ
く
こ
と
は
腸
の
外
傷
に
関
す
る
実
験
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
研
究
で
、

七
○
頭
の
犬
を
使
い
そ
の
成
果
を
二
五
○
”
頁
に
あ
ま
る
報
告
書

弓
ｃ
皀
口
号
・
勇
一
］
の
冒
言
切
目
の
の
と
し
て
出
版
し
た
が
、
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
実
験
記
録
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
⑦
目
朋

は
彼
の
自
叙
伝
に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
い
る
。
「
私

の
実
験
用
の
犬
は
大
学
の
同
僚
に
少
な
か
ら
ず
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

犬
小
屋
に
は
ノ
ミ
が
わ
い
て
、
ス
ト
ー
ブ
で
暖
房
し
た
秋
の
日
な
ど
、

ノ
ミ
は
あ
ち
こ
ち
に
は
ね
ま
わ
り
親
友
の
医
化
学
教
授
に
は
特
に
被

害
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
学
生
の
講
義
に
は
ズ
ボ
ン
の
上
に
長
靴
を

は
い
て
ノ
ミ
の
攻
撃
を
は
ね
か
え
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
こ
う
云

っ
て
い
る
。

著
書

一
八
五
一
年
、
⑦
目
閉
は
々
→
シ
甲
胃
胃
己
、
岸
の
憩
爵
⑦
０
国
二
〕
の

臣
、
①
動
の
①
、
、
冒
旨
門
庸
切
臼
昌
冨
竺
一
さ
目
昌
《
一
Ｃ
邑
砿
旦
芽
①
ご
吋
冒
匙
昌

国
色
監
円
〉
号
①
卑
○
里
自
の
邑
鎚
且
四
且
ご
『
①
与
国
雪
》
「
膀
胱
、
前

立
腺
及
尿
道
の
疾
患
、
外
傷
、
及
び
奇
型
に
関
す
る
実
際
」
を
著
わ

し
た
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
詳
し
い
著
述
で
あ
る
伽

／ 可ハ､
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本
書
の
第
二
版
は
一
八
五
五
年
に
発
行
さ
れ
た
が
九
二
五
頁
の
大
著

で
木
版
画
が
一
八
四
枚
あ
り
本
分
野
の
最
も
権
威
あ
る
書
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
。
一
八
七
六
年
の
第
三
版
は
⑦
ｇ
龍
の
令
息
醗
日
巨
匹

弓
．
⑦
目
協
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
最
も
好
評
を
博
し
た
書
の
一
つ
と
し
て
禽
鈩
も
国
ｇ
旨
呉

弓
用
禺
尉
①
○
昌
蜀
ｃ
届
両
国
国
○
島
①
の
旨
吾
①
匿
禺
勺
閉
の
侭
①
の
ご
「
気

道
異
物
の
実
際
」
に
は
五
九
枚
の
木
版
画
が
あ
る
四
六
八
頁
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
で
こ
の
種
の
著
書
と
し
て
は
世
界
最
初
の
系
統
的
著
作
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
の
皇
帝
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
三
世
が
喉
頭
癌
を
疾
ら
わ
れ
た

際
、
英
国
か
ら
、
は
る
ば
る
招
か
れ
て
主
治
医
と
な
っ
た
幽
門
巨
自
‐

Ｈ
農
冨
勉
烏
の
巨
凰
①
は
、
こ
の
著
書
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
三
○
年
後

に
「
本
書
は
全
く
完
檗
で
こ
れ
以
上
改
善
さ
れ
る
余
地
は
今
後
も
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
予
言
的
評
言
は
、
そ

‐
通 二 .E ぅ Lﾐ
ﾆ , 日』 ､ 弓 と

嘘”澱
,く ･ 許 :.‘
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一
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箪
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図2

の
後
Ｏ
Ｈ
Ｃ
脇
自
身
の
弟
子
で
あ
る
○
言
く
島
⑦
同
旨
、
府
○
目
の
出
現

に
よ
っ
て
く
つ
が
え
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
八
五
五
年
、
の
Ｂ
い
の
は
ア
メ
リ
カ
最
古
の
医
学
校
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
の
教
授
に
招
か
れ
た
が
こ
れ
を
辞
退
し
、
翌
年
一
八
五
六

年
（
安
政
三
年
）
彼
の
母
校
苛
庫
①
厨
○
口
大
学
の
外
科
教
授
と
し
て

迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

驚
く
べ
き
多
数
の
著
書
の
う
ち
Ｑ
ｏ
脇
の
島
野
ゅ
扁
日
且
曾
昂
‐

鳴
昌
ご
「
外
科
大
系
」
は
彼
の
日
魁
瞥
匡
日
○
冒
吻
と
云
わ
れ
て
い
る
。

本
書
は
一
八
五
九
年
に
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
版
を
重
ね
る
こ
と

六
回
、
最
終
版
は
一
八
八
二
年
に
出
て
い
る
。
こ
こ
に
持
参
し
た
も

の
は
第
五
版
で
一
八
七
二
年
の
発
行
で
あ
る
。
こ
の
本
の
序
文
の
一

節
に
は
次
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
「
も
し
学
説
の
、
あ
る
点
に

お
い
て
、
同
学
の
最
高
権
威
と
意
見
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し

て
も
、
私
の
考
を
変
え
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ル

ー
テ
ル
が
葛
。
鄙
日
吻
の
議
会
（
一
五
二
一
）
に
お
い
て
、
負
四
日

鷺
呂
①
亘
〕
》
巨
胃
冨
巨
巨
昌
、
言
自
己
①
園
．
》
．
と
叫
ん
だ
よ
う
に
、
私

に
は
誤
り
も
失
敗
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
載
し
た
こ
と
は
真
理
に
対

す
る
巌
粛
な
確
信
の
も
と
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た

い
。
」
こ
の
よ
う
に
彼
の
学
問
に
対
す
る
自
信
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
鄭
吻
扁
冒
旦
陣
］
侭
①
ｑ
は
全
世
界
に
ゆ
き
わ
た
り
英
語
版

と
し
て
は
最
も
完
壁
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
と
し
て
著
者
単

独
で
こ
の
よ
う
に
二
三
六
○
頁
も
の
大
著
を
出
し
た
こ
と
は
珍
ら
し

く
、
一
八
七
四
年
ロ
号
冒
甘
昌
己
巴
旦
巨
＆
旨
巴
呼
尉
冒
ｏ
①
は
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図3← Grossの原著より和訳された耳科提網の表紙

五
○
頁
に
わ
た
っ
て
書
評
を
掲
げ
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
彼

の
著
書
は
世
界
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
に
よ
っ
て
世
界
中
の
外
科

学
が
代
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
労
作
は
歴
史
的
に
公
平
で
僻

見
な
く
、
し
か
も
勝
れ
て
実
際
的
で
あ
る
。
外
科
大
系
の
参
考
書
と

し
て
最
高
峯
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
を
信
ず
る
が
、
こ
の
よ
う
な
讃

辞
を
呈
す
る
こ
と
自
体
が
ほ
と
ん
ど
虚
言
の
よ
う
で
あ
る
。
」
と
。

本
書
は
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
の
隙
。
言
①
に
よ
っ
て
蘭
訳
さ
れ
、
そ
の

中
の
耳
の
部
分
だ
け
を
抜
い
て
重
訳
し
空
‐
耳
科
提
綱
」
は
わ
が
国
で

の
最
初
の
耳
鼻
科
専
門
書
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
八
七
七
年

（
明
治
一
○
年
）
石
黒
忠
息
は
米
国
外
科
医
「
グ
ロ
ス
」
の
書
を
訳
し
、

1 ．： ． .､､ . .‘ ,: ､ . ‐ﾊ:！ §:: : 鰯､，‐ 卜 '例･ 叶諏『恥愚朧1<"》、 漁 '#:津2 9 串

f";,蛇＄‘:繩"”職､七f‘恋‘jf喝 fβと鞠#r;猟‘爵い'I金 I燕湖心減職間典f吟:'1ﾐ鍬､Gｻ噌専1！
《パ{鳴く韻2

図4． 日本語にも訳されているGrossの

軍陣外科の手引き
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外
科
通
術
と
題
し
て
外
科
方
術
の
方
式
を
説
く
と
あ
る
。
（
富
士
川
瀞
、

日
本
医
学
史
（
昭
和
十
六
年
四
月
発
行
日
新
書
院
）
（
医
事
年
表
七
三

の
尉
○
閉
は
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
勃
発
ま
も
な
く
一
八

六
一
年
、
男
冨
幽
昌
邑
昌
冨
匿
冨
昌
め
自
侭
①
ｑ
》
》
「
軍
陣
外
科
学
」

を
僅
か
九
日
間
で
耆
き
あ
げ
二
週
間
で
こ
れ
を
発
行
し
北
軍
々
医
に

配
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
海
賊
版
と
し
て
南
軍
で
も
出
版
し
た
。

犬
猿
の
中
で
あ
る
南
北
両
陣
営
で
当
時
共
通
の
読
物
と
な
っ
た
の
は
、

こ
の
軍
陣
外
科
学
だ
け
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

本
書
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
翻
訳
出

版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
持
参
し
た
上
下
二
冊
よ
り
な
る

「
外
科
手
術
」
は
明
治
六
年
田
代
基
徳
氏
の
編
集
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
引
用
害
は
、
外
科
手
術
、
フ
ラ
ン
ス
人
ベ
ル
ナ
ル
ド
氏
、
外
科

明
要
英
国
人
サ
イ
ム
氏
、
外
科
新
論
オ
ラ
ン
ダ
人
リ
ン
ハ
ル
ト
氏
及

び
外
科
全
書
ア
メ
リ
カ
人
グ
ロ
ス
（
愚
絡
周
）
氏
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
書
は
筆
者
が
］
呉
苛
局
の
○
口
大
学
に
寄
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

学
会
を
創
設

⑦
目
ゆ
“
は
医
学
書
の
著
述
や
、
医
学
歴
史
の
ほ
か
強
い
関
心
を
も

っ
て
い
た
も
の
に
学
会
が
あ
る
。
彼
は
三
つ
の
有
力
な
学
会
を
創
設

し
た
。
そ
れ
は
目
毒
①
弔
皀
言
一
Ｃ
臼
の
堅
の
Ｃ
ａ
①
ｑ
旦
国
］
旨
〔
一
①
壱
三
四
〕

及
び
シ
ョ
閏
月
幽
旨
の
巨
侭
胃
巴
醇
の
８
２
自
冒
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

学
会
は
そ
の
後
発
足
し
た
他
の
州
ま
た
は
他
の
国
々
に
お
け
る
学
会

の
模
範
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ｏ
Ｈ
ｏ
幽
馳
の
英
智
と
知
能
の
記
念
塔

と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
れ
ら
の
学
会
の
初
代
会
長
と
な
り

ま
た
他
の
多
数
学
会
の
会
長
に
お
さ
れ
ア
メ
リ
カ
外
科
学
会
の
父
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
（
溥
Ｃ
段
の
関
心
は
外
科
部
門
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
最
も
権
威
あ
る
少
。
且
ｇ
昌
旦
ｚ
胃
匡
邑
の
ｇ
‐

①
己
。
①
「
自
然
科
学
学
士
院
」
や
、
房
の
シ
日
①
局
］
８
昌
毛
臣
○
ｍ
ｇ
臣
ｏ
堅

曾
ａ
ｏ
ｑ
「
ア
メ
リ
カ
哲
学
会
」
の
会
長
に
も
な
っ
て
い
る
。

受
け
た
栄
誉

⑦
目
朋
に
は
栄
誉
は
多
数
の
大
学
や
学
会
よ
り
贈
ら
れ
て
い
る
が
、

な
か
で
も
一
八
七
二
年
に
は
○
且
Ｃ
ａ
大
学
よ
り
己
．
○
Ｆ
を
、

一
八
八
○
年
に
は
○
四
ョ
可
匙
鴨
大
学
よ
り
目
Ｆ
・
ワ
．
を
、
そ
し
て

一
八
八
四
年
に
は
詞
島
ロ
ー
〕
自
警
及
び
ベ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ァ
大
学
よ
り

同
様
の
名
誉
学
位
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
の
旬
。
“
“
の
時
点
で
彼
よ
り
多

く
授
賞
さ
れ
た
も
の
は
な
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。

一
八
九
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ
外
科
学
会
と
］
陛
嚴
晟
○
己
大
学
の

合
同
の
名
に
お
い
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
市
の
陸
軍
医
学
博
物
館
と
国
立

博
物
館
と
の
庭
の
中
間
に
⑦
目
閉
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
。

そ
の
銅
像
の
礎
石
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
補
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
連
邦
政
府
議
会
の
図
書
館
の
天
井
に
は
Ｏ
Ｈ
Ｃ
の
ゅ
の
名
が
モ

ザ
イ
ッ
ク
で
き
ざ
ま
れ
て
あ
る
。
軍
人
以
外
の
者
に
政
府
が
こ
の
よ

う
に
功
績
を
認
め
た
こ
と
は
珍
ら
し
い
。

減
菌
法

⑦
３
め
の
は
も
と
も
と
親
譲
り
の
潔
癖
家
で
あ
っ
た
。
英
国
の
き
‐

鋤
の
号
巨
吻
蔚
『
の
提
唱
し
た
滅
菌
法
四
目
房
ｇ
爵
を
⑦
目
朋
は
彼

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
応
用
し
て
い
る
が
こ
の
滅
菌
法
は
彼
に
と
っ
て
は

日
常
ル
チ
ー
ン
の
一
歩
前
進
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
固
い
蔚
局
の
滅
菌

法
の
一
つ
は
石
炭
酸
を
手
術
室
全
域
に
噴
霧
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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図5. GrosSが使用した手術台

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
一
色
且
煙
匡
の
冒
の
良
性
膿
が
少
く

な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
良
性
膿
は
細
菌
感
染
の
産
物
で
あ
る
。

し
か
し
細
菌
学
が
勺
画
駕
⑦
目
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
細
菌
が
証
明
さ

れ
る
ま
で
は
、
膿
（
国
目
）
は
治
癒
に
い
た
る
一
段
階
と
見
な
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
不
潔
や
不
衛
生
が
膿
の
原
因
と
信
じ
た
の
は

⑦
Ｈ
Ｃ
閉
は
じ
め
同
僚
の
鈩
号
①
》
塑
日
幹
野
口
８
画
普
等
で
あ
っ
た
。

手
術
室
で
毎
日
石
炭
酸
の
噴
霧
を
浴
び
た
医
師
の
多
く
は
腎
炎
を
お

こ
し
、
血
尿
に
悩
ま
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
「
外
科
の
夜
明
け
」

己
尉
言
寓
言
且
①
員
号
門
○
ご
昌
侭
①
ロ
と
し
て
三
年
前
、
塩
月
博

士
が
和
訳
し
た
旨
晶
①
ロ
弓
ご
門
君
四
丘
著
書
の
口
絵
に
も
⑦
８
ｍ
の

の
写
真
が
載
っ
て
お
り
「
彼
の
手
術
室
は
思
い
き
っ
た
滅
菌
処
置
が

採
用
さ
れ
て
有
名
だ
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
あ
る
。

グ
ロ
ス
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
見
学
し
た
日
本
人

と
こ
ろ
で
、
外
国
の
歴
史
に
は
、
日
本
の
医
師
団
が
⑦
目
陥
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
見
学
し
た
と
記
録
さ
れ
て
あ
る
。
見
学
は
一
八
六
○

年
で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
日
本
人
と
し
て
、
外
国
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
訪
問
は
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
訪
れ
た
日
本

人
と
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
。

そ
の
話
の
前
に
日
本
開
国
当
時
の
史
的
背
景
に
つ
い
て
少
し
く
触

れ
て
み
た
い
。
一
八
六
○
年
は
万
延
元
年
、
徳
川
幕
府
が
日
米
通
商

条
約
批
准
の
た
め
ワ
、
ン
ン
ト
ン
に
使
節
を
派
遣
し
た
年
で
あ
る
。
使

節
と
し
て
は
新
見
豊
前
守
正
興
が
正
使
、
村
垣
淡
路
守
守
範
が
副
使
、

ま
た
監
察
と
し
て
小
栗
豊
後
守
忠
順
等
一
行
八
一
名
を
擁
し
て
当
年

二
月
二
六
日
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
途
中
ハ
ワ
イ
に
寄
港

( 20) 154



た
ま
た
ま
遺
米
使
節
一
行
中
に
乗
組
士
官
と
し
て
．
盲
冒
①
“
［

旨
一
目
切
目
ロ
中
尉
が
同
乗
し
、
彼
の
日
記
に
は
い
ろ
い
ろ
と
面
白
い

記
事
が
載
っ
て
お
る
。
こ
こ
で
は
た
だ
一
つ
だ
け
挙
げ
て
み
た
い
。

「
五
月
十
五
日
ワ
シ
ン
ト
ン
に
着
く
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
た
ち
が

月
世
界
の
使
者
が
く
る
と
も
、
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
れ
な
い
熱
狂
的

歎
迎
を
も
っ
て
迎
え
た
。
い
か
め
し
い
上
院
議
員
、
優
美
な
婦
人
、

街
に
む
ら
が
る
市
民
、
い
ず
れ
も
日
本
の
使
節
の
こ
と
を
口
に
の
ぽ

さ
ぬ
も
の
と
て
は
な
く
、
物
見
高
き
群
衆
は
町
々
辻
々
に
あ
ふ
れ
て

い
た
。
し
か
る
に
使
節
一
行
は
、
周
囲
の
罵
し
る
混
雑
を
少
し
も
意

に
介
せ
ざ
る
も
の
の
如
く
、
泰
然
自
若
と
か
ま
え
て
、
か
れ
ら
を
取

り
巻
く
興
奮
せ
る
顔
や
、
落
ち
つ
き
の
な
い
連
中
を
う
ち
眺
め
て
い

た
。
あ
た
か
も
無
数
の
嶬
が
右
往
左
往
し
て
立
ち
騒
ぐ
の
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
蟻
塚
研
究
の
学
者
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
他
方
、

村
垣
淡
路
守
の
日
記
に
よ
る
と
使
節
一
行
は
五
月
十
七
日
に
ブ
カ
ナ

ン
大
統
領
冑
日
の
“
切
胃
富
国
煙
冒
に
謁
見
し
、
同
二
十
三
日
に
は
上

使
節
一
行
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
よ
り
パ
ナ
マ
に
ゆ
き
、
そ
の
こ

ろ
運
河
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
、
パ
ナ
マ
地
峡
を
汽
車
で
横
ぎ
り
、

軍
艦
ロ
ア
ノ
ー
ク
号
元
ｃ
臼
〕
烏
①
に
乗
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
着
い
た

ち
合
っ
た
が
福
湘

て
い
た
の
で
あ
っ

し
国
王
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
に
謁
見
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し

た
の
が
三
月
三
○
日
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ
こ
で
一
足
先
に
着
い
て

い
た
威
臨
丸
の
木
村
摂
津
守
、
勝
麟
太
郎
、
福
沢
諭
吉
等
一
行
と
お

ち
合
っ
た
が
福
沢
は
木
村
摂
津
守
の
従
者
と
し
て
威
臨
丸
に
同
乗
し

の
で
あ
っ
た
。

売
喝

院
を
見
学
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
議
会
の
光
景
は
「
例
の
も
も
引
掛

け
、
筒
袖
に
て
大
声
に
罵
る
さ
ま
、
副
統
領
が
一
段
と
高
き
と
こ
ろ

に
お
る
よ
う
す
な
ど
、
わ
が
日
本
橋
の
魚
市
の
さ
ま
に
よ
く
似
た

り
」
と
、
ま
た
同
二
十
五
日
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
大
統

領
の
晩
餐
会
に
招
か
れ
、
食
後
、
指
洗
い
の
水
を
飲
み
て
失
敗
し
た

る
も
の
あ
り
」
と
も
記
さ
れ
て
あ
る
。

さ
て
、
一
行
は
ワ
シ
ン
ト
ン
滞
在
二
十
四
日
間
で
六
月
八
日
帰
途

に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
途
中
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
立
ち
よ
っ

た
が
一
行
の
中
に
は
医
師
が
三
人
お
る
。
宮
崎
立
元
（
三
四
才
）
、
村

山
伯
元
（
三
二
才
）
と
川
崎
道
民
（
三
一
才
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
医
師

団
は
、
外
国
奉
行
組
頭
の
成
瀬
善
四
郎
と
通
訳
立
石
得
十
郎
等
と
と

も
に
ｏ
Ｒ
ｏ
器
の
ク
リ
’
一
ツ
ク
を
見
学
し
て
お
る
の
で
あ
る
。
そ
の

手
術
は
膀
胱
結
石
の
摘
出
で
あ
っ
た
が
麻
酔
担
当
者
は
、
他
な
ら
ぬ 図6． 最初の遣米使節
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エ
ー
テ
ル
の
発
見
者
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
モ
ル
ト
ン
ョ
罠
四
日
冒
○
耳
。
ロ

そ
の
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
術
は
東
洋
の
人
び
と
を
し
て
、
目
を
み

は
ら
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
ま
た
見
学
者
は
エ
ー

テ
ル
を
手
の
ひ
ら
に
た
ら
し
て
、
鼻
で
か
い
だ
が
、
そ
の
冷
た
さ
に

驚
い
た
と
あ
る
。
手
術
後
に
は
外
科
施
設
な
ど
を
閲
覧
し
、
ま
た

帝
庫
の
刷
○
目
大
学
に
も
招
待
さ
れ
て
お
る
。

な
お
そ
の
と
き
医
師
団
に
贈
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
入
歯
一
箱
、
外

科
用
の
こ
ぎ
り
、
銀
メ
ダ
ル
、
外
科
用
器
具
の
ほ
か
外
科
書
が
あ
る

が
、
こ
れ
が
一
年
前
⑦
３
鹸
砿
が
出
版
し
た
《
《
野
ｍ
扇
日
旦
の
巨
晶
①
塁
）
〕

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

⑦
８
ｍ
ｍ
に
関
係
あ
る
も
の
で
、
い
ま
一
つ
歴
史
的
ひ
と
こ
ま
が
あ

る
。
そ
れ
は
遺
米
使
節
の
あ
と
約
半
世
紀
を
経
過
し
た
明
治
三
九
年
、

日
露
戦
争
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
軍
医
総
監
で
あ
り
慈
恵
医

大
の
創
立
者
高
木
兼
寛
男
爵
が
渡
米
さ
れ
、
］
①
南
の
厨
○
目
大
学
を
訪

問
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
男
爵
は
依
頼
に
よ
り
学
生
に
講
義
し
、

そ
の
中
で
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
。
「
日
本
の
外
科
は
、
こ
の
す

ぐ
れ
た
大
学
に
お
い
て
長
年
外
科
教
授
を
さ
れ
た
⑦
８
い
い
の
教
授

法
に
そ
の
基
礎
を
お
い
て
い
る
。
⑦
『
ｃ
“
“
の
ド
イ
ツ
語
に
訳
さ
れ
た

外
科
大
系
は
わ
が
国
民
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
重
訳
さ
れ
た
が
、
日
本

で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
外
科
は
Ｃ
『
。
“
“
の
外
科
大
系
の
上
に
築
か

れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
。

お
わ
り
に

⑦
３
駅
は
帝
庫
①
愚
。
ロ
大
学
に
お
け
る
二
六
年
間
の
外
科
教
授

の
職
を
一
、
八
八
二
年
辞
し
、
彼
の
令
息
胃
．
留
日
口
巴
言
：
“
皇

○
８
服
と
己
局
．
言
冒
国
卑
冒
８
旨
ぶ
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
。

引
退
後
は
胃
カ
タ
ル
と
気
管
支
炎
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
息
を
引
き
と

る
二
時
間
前
ま
で
著
作
の
校
正
を
続
け
た
と
い
う
。

一
八
八
四
年
五
月
六
日
死
亡
し
、
遺
志
に
よ
り
屍
体
剖
検
後
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
火
葬
に
附
さ
れ
た
が
、
火
葬

は
ア
メ
リ
カ
で
は
現
在
で
も
極
め
て
稀
に
の
み
行
わ
れ
る
慣
習
で
あ

る
。
な
お
遺
骨
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
の
雪
。
。
巳
煙
ａ
ｎ
①
日
の
‐

罵
昌
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
。

以
上
殴
日
巨
堅
己
．
の
８
脇
と
い
う
人
物
の
一
端
に
つ
い
て
御
話

申
し
あ
げ
た
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
⑦
同
。
“
“
は
彼
の
時
代
に
お
け

る
最
も
勝
れ
た
外
科
医
の
一
人
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
に
つ

づ
く
後
輩
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
指
導
者
で
も
あ
っ
た
と
思
う

も
の
で
あ
る
。

彼
の
影
響
力
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。
彼
の
勤
勉
、
実
直
、
不
屈
不

携
の
精
神
、
仕
事
に
対
す
る
燃
え
る
情
熱
と
行
動
力
に
あ
っ
た
。
一

八
七
九
年
彼
の
た
め
に
催
さ
れ
た
感
謝
の
会
で
の
ｇ
胡
は
冨
煙
目

印
言
匡
箆
君
の
胃
○
昌
〉
目
ｇ
吋
匡
ｇ
ｏ
員
「
人
は
身
体
と
頭
と
を
使
い
果

た
す
べ
き
で
あ
る
。
錆
び
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
。
」

と
云
っ
た
が
こ
れ
が
⑦
８
ｍ
ｍ
の
全
生
涯
を
象
徴
し
て
い
る
か
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
。

御
清
聴
あ
り
が
た
く
感
謝
し
た
い
。

本
稿
の
内
容
は
日
本
医
史
学
会
の
昭
和
四
十
四
年
一
月
例
会
で
報
告
し
た
。

〆 ワリ 、
、己臼 ノ
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Summary

Todelve intothe livesofgreatfiguresinmedicine

isalways inspiringandrewardingfortl,osewhofollow

inthe footsteps of their profession. SamuelDavid

Gross,whowasProfessorofJeffersonMedicalCollege

ofPhiladelphia, issuchafigure.

Gross rose fromahumble origin toAmerica's

foremostsurgeon・Havingbeenborninl805andreared

asaPennsylvaniaDutch,youngGrosswashardlyable

to speakproperEnglish. However byhis dintof

indefatigablespiritandfirmdeterminationhemastered

Greek,Latin,French, Germanan(1 1lalian aswell

ashis nativeEI,glish. Witl, thesepotent linguistic

toolsGrossbecameaprolificwriter. Amongalmost

countlessbookswl'ichhepublished, the236()page

，《SystemofSurgery'' isconsideredhismagnumopus.

Aninterestingfeatureo[ thisarticleistheaccount

of threeJapanesephysicianswhomadeacallatGross

Clinic inl860. This, pcrhaps,wastl'elirstsuchvisit

madebyanyJapanesetoaclinicofaforeigncountry.

WatchingtheGrossoperationonthebladder-stoneof

apatientwithanaesthelizationcarriedoutbynoless

pcrso',agethanDr.WilliamMorton, tl,c discoverer
ofether, undoubtedlywasmorethananeyeopener
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for thevisitingJapanese.

Theauthoro{ this article depicts ll,G I)rcadthof

interestof thisremarkablemanasaskillfulclinician,

admiredteacher, devotedresearcher,greatorganizer

andexcellenthistorianwhoexemplifiedhimself tobe

truetohismotto, 《《Manshouldwear out,not rust

out.''
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河
口
信
任
は
本
邦
第
二
番
目
の
解
剖
書
「
解
屍
編
」
を
刊
行
し
た

阿
蘭
陀
外
科
医
で
あ
る
。

信
任
の
家
は
、
祖
父
良
閑
以
来
、
利
勝
直
系
の
土
井
藩
御
側
医
勤

め
で
あ
っ
た
。
信
任
の
産
れ
た
時
の
土
井
藩
は
肥
前
唐
津
に
居
城
し

て
ゐ
た
の
で
、
従
っ
て
信
任
は
九
州
人
と
し
て
元
文
元
年
唐
津
の
武

家
屋
敷
に
生
れ
て
育
ち
、
山
脇
東
洋
の
無
二
の
親
友
原
双
桂
が
藩
学

盈
科
堂
校
長
の
時
に
学
び
、
儒
医
双
桂
か
ら
非
朱
子
学
の
講
義
を
受

け
、
古
医
方
の
実
証
精
神
を
教
わ
っ
た
。
時
に
唐
津
藩
と
島
原
藩
は

一
年
交
代
で
長
崎
の
事
を
管
し
て
巡
見
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
、

双
桂
は
し
ば
し
ば
藩
公
に
随
行
し
て
長
崎
に
赴
い
た
。

だ
か
ら
、
山
脇
東
洋
の
ヘ
ス
リ
ン
グ
解
剖
洋
書
入
手
は
、
原
双
桂

が
長
崎
に
得
て
唐
津
か
ら
密
送
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ

る
。

処
で
、
昨
年
昭
和
四
十
三
年
に
、
私
は
、
長
崎
巡
見
に
土
井
侯
に

河
口
信
任
と
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

の
三
国
自
冒
嗣
画
君
僧
屋
、
宮
》
四
国
シ
冒
呉
ｇ
冒
降
］
巨
牙
①
崖
昏
⑦
の
目
日
ｑ
〉
同
砦
①
ｇ
昌
辱
（
）
ロ
号
⑦

吾

刃
叩
（
）
匡
の
日
旦
国
酔
い
国
①
旨
い
四
国
匙
冒
頭
○
胃
目
豊
臼
）
旨
昌
一
尻
目
自
切
三
日
四

随
行
し
た
重
臣
の
一
人
山
本
角
右
エ
門
方
か
ら
、
今
日
迄
厳
重
に
他

見
を
禁
じ
て
ゐ
た
備
前
長
船
の
一
刀
を
得
た
が
、
理
由
は
南
蛮
キ
リ

ス
ト
鍔
仕
込
み
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
刀
で
あ
っ
た
。

私
は
、
其
他
、
土
井
藩
家
臣
が
明
治
維
新
後
の
武
士
の
窮
状
か
ら

売
喰
い
に
出
し
た
キ
リ
ス
ト
鍔
（
東
京
国
立
博
物
館
佐
藤
寒
山
氏
鑑
定

済
。
内
壱
方
は
見
事
な
南
蛮
長
崎
キ
リ
ス
ト
鍔
。
）
三
枚
を
入
手
し
て
ゐ
る
。

斯
様
に
、
唐
津
土
井
藩
は
勘
キ
リ
ス
ト
取
締
り
役
で
あ
っ
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
自
藩
に
隠
れ
キ
リ
ス
ト
の
輩
を
内
蔵
し
た
の
は
、
長
崎
か

ら
実
際
の
外
国
（
阿
蘭
陀
）
の
姿
を
直
々
に
見
、
一
方
に
、
鎖
国
の
自

分
達
の
姿
を
経
験
し
、
こ
の
両
つ
の
体
験
か
ら
、
封
建
的
風
習
の
各

種
各
様
に
反
駁
を
試
み
た
形
の
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
と
思
ふ
。

だ
か
ら
特
別
に
オ
ラ
ン
ダ
の
キ
リ
ス
ト
新
教
を
信
じ
た
訳
で
も
な

く
、
進
歩
的
思
想
の
象
徴
位
の
意
味
で
、
即
ち
「
外
国
文
明
取
入
れ

申
し
候
」
位
の
意
味
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ふ
。

古
河
市

川

島

恂

一
一
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何
れ
に
せ
よ
斯
様
な
空
気
を
含
ん
で
ゐ
た
唐
津
藩
で
あ
っ
た
か
ら
、

実
際
に
、
無
意
味
な
耶
蘇
取
締
り
を
し
て
ゐ
な
い
し
、
盈
科
堂
で
は
幕

府
の
正
統
州
学
た
る
朱
子
学
（
山
崎
闇
斎
系
の
稲
葉
迂
斎
）
も
、
禁
ぜ

ら
れ
て
ゐ
た
筈
の
非
朱
子
学
（
伊
藤
東
涯
系
の
原
双
桂
）
も
併
講
さ
せ

て
居
り
、
而
も
唐
津
土
井
藩
の
最
后
の
藩
公
土
井
利
里
（
と
し
さ
と
）

公
は
、
こ
の
非
朱
子
学
の
儒
医
原
双
桂
を
弐
代
校
長
に
任
じ
、
藩
公

の
御
抱
刀
工
に
は
肥
前
守
源
朝
臣
本
行
（
豊
後
高
田
一
派
）
を
用
い
、

も
と
ゆ
き

本
行
は
宝
歴
十
二
年
利
里
公
に
随
い
下
総
古
河
に
住
む
が
、
実
は
こ

の
三
代
目
本
行
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。

こ
の
利
里
公
は
明
和
六
年
冬
古
河
城
主
の
ま
ま
、
京
都
所
司
代
と

な
り
、
明
和
七
年
春
に
は
、
古
来
の
仏
教
思
想
の
禁
ず
る
死
体
損
傷

の
解
剖
を
、
山
脇
東
洋
の
解
剖
の
非
難
最
中
の
世
論
の
中
に
敢
然
と

許
し
た
り
、
そ
の
思
想
と
行
動
は
極
め
て
自
由
淵
達
宏
大
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
進
歩
的
行
為
は
、
長
崎
巡
見
に
よ
っ
て
直
接
オ
ラ
ン
ダ

の
姿
に
触
れ
て
、
広
く
世
界
を
眺
め
て
ゐ
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
利
里
公
が
唐
津
城
主
で
あ
っ
た
時
に
、
河
口
信
任
は
宝
歴
九

年
か
ら
宝
歴
十
三
年
迄
長
崎
遊
学
し
て
栗
崎
道
意
に
入
門
し
て
南
蛮

と
紅
毛
の
医
術
の
免
許
皆
伝
を
受
け
た
り
、
通
詞
の
加
福
氏
と
親
交

を
持
っ
た
り
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
信
任
の
頭
は
余
程
に
進
歩

思
想
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

信
任
の
長
崎
遊
学
時
代
に
は
蘭
館
医
の
婆
膚
継
急
自
乏
ｇ
に
就

い
て
外
科
を
修
熱
し
て
蘭
書
反
訳
の
出
来
る
吉
雄
耕
牛
が
住
ん
で
ゐ

た
頃
で
、
科
学
す
る
者
な
ら
ば
誰
し
も
血
湧
き
肉
躍
る
の
感
で
長
崎

を
目
指
し
て
蘭
学
に
飛
び
込
ん
で
行
っ
た
日
本
の
前
ル
ネ
サ
ン
ス
時

代
で
あ
っ
た
。
こ
の
良
き
時
代
に
長
崎
で
勉
学
の
青
春
時
代
を
送
り
、

進
歩
思
想
の
原
双
桂
校
長
に
教
わ
り
、
理
解
度
の
広
い
明
君
土
井
利

里
公
を
主
君
に
頂
け
た
河
口
信
任
は
、
正
に
天
下
の
幸
運
児
で
あ
っ

た
。

此
等
の
運
の
良
い
多
数
の
因
子
の
組
合
わ
せ
の
結
果
、
河
口
信
任

は
人
体
解
剖
を
す
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
信
任
の
解

剖
時
の
姿
か
ら
は
、
常
に
「
解
き
得
ぬ
謎
の
姿
」
が
附
き
纒
ふ
。

即
ち
「
解
屍
編
」
と
「
蔵
府
図
志
」
の
記
述
に
因
る
と
、
京
西
に

賜
わ
っ
た
屍
体
は
首
一
級
、
首
無
屍
二
体
で
、
而
も
首
を
別
ね
た
附

け
根
の
皮
層
と
肉
は
、
千
切
れ
て
ぼ
ろ
布
れ
の
様
な
の
で
、
宛
然
の

屠
者
が
、
う
ろ
た
え
て
、
屍
体
を
切
れ
な
い
で
ゐ
る
。
と
、
信
任
は

屠
者
か
ら
刀
を
奪
っ
て
、
次
か
ら
次
と
、
手
際
良
く
解
剖
を
進
め
て

行
っ
た
点
で
あ
る
。

こ
の
記
載
を
見
る
と
、
信
任
の
勇
気
は
、
単
に
科
学
的
精
神
の
旺

溢
の
み
か
ら
で
は
な
く
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
凄
い
深
味
の
あ
る
勇

気
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
恐
ら
く
、
そ
の
前
に
人
体
解
剖
を
し
て
ゐ
た
経
験
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
疑
り
度
く
な
る
。
而
も
こ
の
解
剖
に
使
用
し
た

解
剖
刀
は
現
在
で
も
河
口
家
に
二
刀
残
っ
て
ゐ
る
が
、
昭
和
冊
九
年

秋
・
古
河
で
の
石
原
明
氏
の
観
察
で
も
、
態
と
解
剖
用
に
作
ら
せ
た
二

刀
で
あ
る
。
と
、
す
る
と
、
屠
者
に
や
ら
せ
な
い
で
、
初
め
か
ら
自

分
で
解
剖
を
す
る
積
り
で
用
意
を
し
て
ゐ
た
事
が
判
る
。

で
は
そ
の
前
の
経
験
は
何
時
で
あ
っ
た
か
？
、
斯
様
な
ふ
し
は
あ
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る
の
か
？
、
と
云
ふ
と
、
あ
る
。

そ
れ
は
幸
運
に
も
河
口
文
書
の
中
に
、
河
口
信
任
が
唐
津
か
ら
古

河
に
来
て
四
年
目
の
明
和
四
年
三
月
に
、
園
田
又
右
工
門
を
し
て
厳

重
な
秘
密
を
守
る
誓
約
書
と
自
署
血
判
（
今
日
も
判
っ
き
り
肉
眼
出

来
る
血
判
）
の
上
入
門
さ
せ
、
栗
崎
金
瘡
外
科
と
阿
蘭
陀
外
科
を
教

授
し
た
誓
詞
が
見
つ
か
っ
た
。

京
都
に
赴
い
て
「
解
屍
編
」
を
刊
行
后
再
び
古
河
に
帰
城
し
て
か

ら
は
、
安
永
八
年
四
月
に
阿
知
波
祐
碩
こ
と
尚
兄
と
、
小
山
伝
蔵
こ

と
信
成
を
、
更
に
、
寛
政
八
年
三
月
に
吉
武
十
助
こ
と
忠
久
を
夫
々
、

園
田
又
右
工
門
と
同
じ
く
厳
格
荘
厳
な
自
書
自
筆
血
判
の
誓
詞
を
堤

出
さ
せ
た
上
で
栗
崎
金
瘡
外
科
と
阿
蘭
陀
流
外
科
奥
義
を
伝
授
し
て

ゐ
る
。

更
に
昨
年
（
一
九
六
八
）
は
、
信
任
の
孫
の
信
順
（
杉
田
玄
白
門
人
）

が
、
自
庭
内
西
側
の
篠
笹
繁
る
中
の
水
塚
（
み
づ
つ
か
）
を
堀
っ
た

ら
多
数
の
人
骨
が
出
た
の
で
、
此
等
の
白
骨
を
土
井
公
菩
提
寺
の
正

定
寺
に
収
め
、
永
代
供
養
料
と
共
に
、
時
の
十
三
世
順
誉
上
人
と
誓

約
文
書
を
交
わ
し
て
、
解
剖
供
養
塔
た
る
万
霊
塔
を
文
政
十
年
三
月

建
立
し
て
あ
る
記
録
が
判
り
、
そ
の
万
霊
塔
も
見
つ
か
っ
た
。

こ
れ
等
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
信
任
は
既
に
自
庭
内
の
篠
竹
繁
る

個
所
で
、
秘
か
に
門
人
と
人
体
解
剖
を
し
て
教
え
て
ゐ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

屍
体
入
手
経
路
を
考
え
る
と
、
信
任
邸
の
近
く
の
大
手
門
の
路
一

つ
距
て
た
処
に
武
士
の
処
刑
場
が
あ
る
し
、
又
、
信
任
邸
の
南
側
は

渡
良
瀬
川
と
直
結
す
る
沼
な
の
で
、
何
処
か
ら
か
舟
で
運
ん
で
来
る

事
も
考
え
ら
れ
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
明
和
七
年
四
月
廿
五
日
京
西
で
刊
屍
を
解
剖
し
た

の
は
、
信
任
に
取
っ
て
は
、
人
体
解
剖
の
初
回
で
は
な
い
事
が
判
明

し
た
。
．

従
っ
て
、
信
任
が
既
に
解
剖
刀
を
作
ら
せ
て
持
っ
て
ゐ
た
点
や
、

京
都
で
の
見
事
な
勇
ま
し
い
解
剖
振
り
が
判
っ
た
。

処
が
、
そ
れ
で
も
尚
ほ
、
信
任
の
人
体
解
剖
の
勇
気
の
出
処
に
は

何
と
な
く
疑
問
が
残
る
。

そ
れ
は
、
唐
津
か
ら
古
河
に
移
っ
て
後
、
何
故
に
隠
れ
て
門
人
と

人
体
解
剖
を
し
て
ゐ
た
の
か
？
、
そ
の
勇
気
は
、
長
崎
で
本
邦
前
ル

ネ
サ
ン
ス
的
空
気
を
一
杯
に
呑
ん
で
来
た
か
ら
か
？
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
筈
だ
。

勘
く
も
大
宝
律
令
以
来
仏
教
国
是
の
禁
ず
る
屍
体
損
傷
を
却
け
て
、

敢
然
と
人
体
解
剖
を
実
行
し
た
山
脇
東
洋
と
之
を
許
し
た
所
司
代
酒

井
忠
用
公
の
勇
気
の
出
所
は
、
私
に
は
未
だ
本
当
に
は
判
ら
ぬ
が
、

只
管
ら
に
頭
を
下
げ
て
尊
敬
す
る
の
み
で
あ
る
。

河
口
信
任
の
場
合
も
、
実
証
科
学
精
神
が
最
高
に
働
い
た
事
は
判

る
が
、
当
時
の
神
仏
の
崇
り
を
恐
れ
る
本
邦
古
来
の
習
俗
に
反
抗
出

来
た
信
念
と
も
云
ふ
く
き
、
心
の
支
え
と
な
っ
た
信
仰
の
様
な
も
の

は
な
か
っ
た
ら
う
か
？
。

私
は
以
前
、
河
口
信
任
の
文
書
調
査
の
折
、
信
任
関
係
書
類
の
箱

か
ら
、
十
字
の
入
っ
た
南
蛮
小
布
れ
と
、
つ
ま
み
に
十
字
の
入
っ
た
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す
る
と
亦
幸
運
な
事
に
、
現
河
口
家
に
は
、
「
跡
を
継
ぐ
長
男
以

外
に
は
絶
対
に
他
見
を
許
さ
な
い
」
も
の
が
、
長
持
ち
に
保
存
さ
れ

て
ゐ
を
事
を
、
秘
か
に
同
家
で
知
っ
た
。
の
で
、
明
治
百
年
に
な
る

の
に
今
日
末
だ
に
そ
う
し
た
抗
て
を
厳
守
し
な
く
て
も
よ
い
で
は
な

い
か
、
万
一
、
人
骨
で
も
出
て
来
た
と
し
て
も
私
は
医
師
に
つ
き
他

言
無
用
で
不
吉
な
も
の
は
処
分
す
る
事
を
約
し
て
、
や
っ
と
三
百
年

か
ら
守
っ
て
来
た
同
家
の
仕
来
り
を
破
っ
て
、
感
激
の
胸
を
ふ
る
わ

せ
乍
ら
何
が
出
て
来
る
か
と
、
見
守
っ
た
。
同
家
の
現
祖
母
も
嫁
に

来
て
か
ら
中
味
を
見
た
事
な
く
、
当
主
も
そ
の
嫁
も
見
た
事
は
な
く
、

全
く
、
今
回
初
め
て
見
る
訳
で
あ
る
。

蓋
の
瀬
戸
物
の
壷
が
あ
っ
た
の
を
何
気
な
く
覚
え
て
ゐ
た
が
、
長
崎

巡
見
随
行
の
土
井
藩
家
臣
方
か
ら
キ
リ
ス
ト
鍔
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、

若
し
や
河
口
信
任
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
見
た
。

オ
ラ
ン
ダ
式
の
新
教
の
キ
リ
ス
ト
な
ら
ば
、
旧
カ
ソ
リ
ッ
ク
系
の

朱
子
学
に
類
す
る
教
義
に
対
す
る
に
、
マ
ル
チ
ン
・
ル
ッ
タ
ー
式
非

朱
子
学
、
古
医
方
に
類
す
る
教
義
で
あ
る
か
ら
、
科
学
的
実
証
精
神

に
於
て
共
通
す
る
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
経
験
し
た
新

教
は
、
人
体
解
剖
を
敢
行
し
て
科
学
す
る
宗
派
で
あ
っ
て
、
日
本
古

来
の
伝
承
無
批
判
承
認
式
の
仏
教
の
教
義
を
超
え
る
も
の
と
、
当
時

の
河
口
信
任
は
考
え
て
醗
蘭
学
憧
れ
か
ら
遂
に
蘭
人
の
信
仰
す
る
キ

リ
ス
ト
教
に
心
を
幅
か
れ
て
、
や
が
て
、
屍
体
損
傷
厳
禁
の
仏
教
に

反
駁
し
て
、
解
剖
敢
行
の
気
持
に
な
っ
て
、
並
に
、
そ
も
そ
も
の
心

の
勇
気
の
拠
り
所
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
を
樹
て
て
見
た
。

す
る
と
第
一
の
包
み
は
、
信
任
の
唐
津
か
ら
古
河
道
中
の
路
銀
と
、

道
中
薬
と
、
厳
重
に
包
ん
だ
三
枚
の
鍔
と
、
石
造
硯
り
水
差
し
で
あ

っ
た
。こ

の
水
差
し
は
支
那
服
童
子
が
両
手
を
真
横
に
拡
げ
て
、
四
角
の

水
溜
め
を
覗
き
込
ん
だ
姿
だ
が
、
実
は
、
キ
リ
ス
ト
の
探
り
つ
け
十

字
姿
を
現
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

又
、
三
枚
の
鍔
は
皆
キ
リ
ス
ト
十
字
鍔
で
あ
っ
た
。

一
枚
は
無
銘
江
戸
初
期
作
の
誰
が
見
て
も
文
句
な
し
の
十
字
鍔
で

あ
る
。
二
枚
目
は
安
行
銘
、
大
小
二
つ
小
穴
あ
き
の
マ
リ
ア
鍔
で
あ

る
。
小
穴
は
、
大
は
マ
リ
ア
像
を
小
は
子
供
を
表
わ
し
、
安
行
は
江
戸

初
期
末
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
薩
摩
橋
口
勘
之
窯
安
行
で
、
信
任
が

長
崎
遊
学
中
に
長
崎
で
入
手
し
た
も
の
ら
し
い
。
三
枚
目
は
四
方
猪

目
透
（
し
ほ
う
い
の
め
す
か
し
）
の
キ
リ
ス
ト
十
字
鍔
で
、
唐
津
住
刀

作
人
、
河
内
守
本
行
作
と
銘
が
あ
る
の
で
、
上
井
利
里
御
抱
刀
工
の

三
代
目
本
行
で
、
実
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
徒
で
あ
っ
て
、
信
任

が
唐
津
住
の
時
の
入
手
で
あ
る
と
思
ふ
。
三
枚
と
も
年
代
的
に
も
信

任
唐
津
時
代
蒐
集
品
に
間
違
い
な
い
。

第
二
の
包
み
は
、
土
井
利
位
（
と
し
つ
ら
）
公
よ
り
拝
受
御
墨
附

の
赤
銅
の
二
枚
組
み
鍔
を
始
め
、
有
徹
（
江
戸
末
期
、
明
珍
家
下
総
古

河
住
）
の
珠
数
つ
な
ぎ
文
様
二
ヶ
彫
り
の
鍔
等
多
数
に
混
っ
て
、
厳

重
に
別
に
包
ま
れ
た
五
枚
の
鍔
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の
包
み
に
は
刀

手
入
れ
道
具
も
あ
っ
て
、
そ
の
道
具
の
丁
字
油
の
瓶
は
大
正
時
代
の

も
の
に
つ
き
、
こ
の
第
二
の
包
み
は
、
信
任
以
後
の
子
孫
の
分
で
あ

る
。
そ
し
て
、
特
別
に
厳
重
包
蔵
の
五
枚
の
鍔
は
全
部
キ
リ
ス
ト
十
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斯
様
な
訳
で
、
遂
に
、
信
任
が
隠
れ
切
支
丹
徒
で
あ
っ
た
と
考
え

て
よ
い
物
的
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
。

更
に
、
信
任
は
死
去
二
年
前
に
、
古
河
藩
武
士
の
墓
所
の
一
つ
、

永
平
寺
末
寺
（
禅
宗
）
の
鮭
延
寺
（
熊
沢
蕃
山
の
墓
あ
り
。
蕃
山
の
師
、

中
江
藤
樹
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
・
）
に
土
地
等
寄
進
し
て
墓
所
を
約
し
て

ゐ
た
の
に
、
何
の
理
由
か
？
、
死
の
前
年
に
、
現
在
の
本
成
寺
（
口

蓮
宗
。
不
施
不
受
派
で
は
な
い
。
）
に
土
地
畑
地
等
多
額
寄
進
の
上
、
現

河
口
家
墓
所
と
し
た
。
唐
津
時
代
は
法
蓮
寺
（
昔
、
不
施
不
受
派
？
）

で
あ
っ
た
。

こ
の
事
か
ら
、
信
任
は
、
信
仰
教
義
の
上
か
ら
色
々
に
迷
い
、
古

来
の
仏
教
概
念
に
余
り
掴
わ
れ
な
い
創
造
的
反
骨
思
想
の
匂
い
の
あ

る
宗
派
の
本
成
寺
に
決
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

字
鍔
で
全
部
無
銘
で
あ
る
が
、
中
の
一
枚
は
作
柄
よ
り
判
じ
て
三
代

目
本
行
ら
し
い
。

、
、

き
り
し
た
ん

信
任
の
子
の
信
宜
は
又
信
旦
、
公
誓
と
号
し
た
が
、
切
利
信
旦
か

も
知
れ
な
い
。

其
他
の
包
み
は
未
だ
未
だ
あ
る
が
、
今
回
は
、
未
だ
こ
の
二
包
み

き
り
見
せ
て
貰
え
な
い
。
あ
と
の
包
み
か
ら
信
任
の
解
剖
の
オ
ラ
ン

一
、
河
口
信
任
が
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
物
的

証
拠
を
色
々
発
見
し
得
た
。
信
任
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
天
草
四
郎
等

に
見
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
系
の
旧
カ
ソ
リ
ッ
ク
系
で
は
な
く
、

ダ
原
書
が
出
る
と
よ
い
と
思
う
。

結
論

醜
巨
冒
一
目
口
画
面
笛

弓
ゴ
①
画
巨
二
５
局
ざ
Ｅ
丘
目
月
日
窪
言
い
旦
印
宮
自
己
邑
尿
箆
夛
因
に
巨
、
巨

唖
○
目
昌
①
③
崗
芹
胃
一
①
の
（
烏
○
門
］
目
⑦
弄
回
旨
ｏ
①
》
画
ご
○
骨
〕
卸
で
程
①
○
①
Ｃ
帛
昌
○
二
］
①
⑩

四
目
」
い
君
○
門
旦
脆
自
画
門
』
砿
）
凹
夛
『
一
目
旨
可
ご
ｃ
い
、
］
ず
ご
己
崗
○
く
①
二
国
号
一
目
①
屋
四
ｇ

｛
巴
芹
彦
冒
○
岸
〕
昌
異
冨
昌
ご
ｍ
の
日
興
々
．

国
尉
８
日
色
頤
の
８
９
胡
の
ｇ
画
一
旨
日
四
国
壱
○
包
竜
①
目
砂
巨
①
昌
口
旦

坤
Ｏ
Ｈ
ｐ
詳
安
①
、
己
同
詳
○
帛
団
目
色
』
趣
ご
砿
日
〕
ウ
ロ
計
己
同
ｏ
》
四
三
瀞
岸
○
国
昌
匡
の

匡
包
こ
の
ロ
註
詳
安
冒
○
画
己
降
冨
ヨ
ミ
．

（
附
）
医
史
学
会
例
会
の
席
上
で
、
緒
方
富
雄
、
津
崎
孝
道
、
鈴
木
正
夫
、
石

原
明
の
諸
先
生
か
ら
、
河
口
信
任
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、

私
の
考
え
た
程
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
要
素
は
殆
ん
ど
な
く
て
、
依
然
昔
の
カ

ソ
リ
ヅ
ク
的
キ
リ
ス
ト
教
と
考
え
る
可
き
と
の
御
教
示
を
頂
い
た
。
絃
に
諸
先

生
方
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
新
教
の
も
の
と
考
え
る
。

一
、
河
口
信
任
が
、
人
体
解
剖
を
許
さ
れ
て
行
な
っ
た
以
前
か
ら
、

既
に
行
な
っ
て
い
た
勇
気
の
出
所
は
、
本
邦
前
ル
ネ
サ
ン
ス
の
空
気

を
長
崎
に
吸
っ
た
事
も
さ
る
事
乍
ら
、
更
に
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
受
け

た
新
教
キ
リ
ス
ト
の
科
学
的
精
神
も
一
部
に
拠
り
処
と
な
っ
た
と
考

え
る
。
（
一
九
六
九
・
四
・
二
五
）
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紹
介
の
こ
と
ば

古
守
豊
甫

昭
和
四
二
年
夏
の
こ
と
、
私
は
若
尾
博
士
と
懇
談
中
、
談
た
ま
た

ま
藤
井
尚
久
教
授
の
ご
他
界
に
ふ
れ
る
や
、
同
博
士
は
撫
然
と
し
て

旧
友
の
死
を
痛
惜
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
藤
井
教
授
が
、

そ
の
名
著
、
「
明
治
前
日
本
医
学
史
巻
三
」
の
中
の
香
川
修
徳
像
が

山
県
大
弐
像
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
生
前
深
く
心

痛
さ
れ
て
い
た
旨
を
語
っ
た
。
す
る
と
若
尾
博
士
は
、
「
藤
井
君
を
弔

う
意
味
で
も
、
こ
れ
を
研
究
し
よ
う
」
と
洩
ら
さ
れ
た
。
以
来
一
年

の
歳
月
が
流
れ
て
脱
稿
さ
れ
た
も
の
が
、
す
な
わ
ち
本
論
著
で
あ
る
。

こ
の
間
に
お
け
る
若
尾
氏
の
研
究
態
度
は
、
ま
る
で
何
物
か
に
つ
か

れ
た
か
の
よ
う
な
熱
心
さ
で
資
料
を
集
め
ら
れ
た
。
私
は
時
々
訪
れ

肖
像

シ
も
９
，
弓
晶
胄
冒
Ｃ
月
里
５
口

ｌ
山
県
大
弐
か
香
川
修
徳
か
Ｉ

里
／、

変

［
め
詳
閏
色
冒
、
侭
四
国
ロ
自
己
（
）
Ｈ
穴
四
頤
曽
蜀
四
ｍ
冒
戸
目
斥
巨
や

芽
の
一
旦
の
宛
旨
で
ｇ
写
ご
画
穴
色
（
）

甲
府
市
故

て
は
そ
の
経
過
を
拝
聴
し
、
又
あ
る
時
は
二
人
で
山
県
神
社
を
訪
問

し
た
こ
と
も
あ
る
。
昨
年
六
月
、
私
は
日
本
民
事
新
報
に
、
「
東
京

医
大
名
誉
教
授
藤
井
尚
久
先
生
を
憶
う
ｌ
ｌ
香
川
修
徳
と
山
県
大
弐

像
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
と
題
し
て
拙
稿
を
発
表
し
た
が
、
若
尾
博
士

に
も
、
一
日
も
早
く
発
表
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
昨

秋
突
然
病
臥
の
身
と
な
ら
れ
、
今
春
正
月
八
日
、
つ
い
に
黄
泉
の
客

と
な
ら
れ
た
。
誠
に
痛
惜
の
情
に
堪
え
な
い
。
私
は
恩
師
藤
井
教
授

に
対
す
る
若
尾
博
士
の
う
る
わ
し
い
友
情
と
、
そ
の
学
問
的
態
度
に

感
激
し
、
か
つ
は
両
先
生
の
ご
興
福
を
祈
り
つ
つ
、
本
論
文
を
紹
介

申
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
こ
と
に
関
し
、
小
川
鼎
三
教
授

の
ご
高
配
に
対
し
て
、
心
か
ら
深
謝
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

若
尾
隣
平
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こ
の
度
、
明
治
前
日
本
医
学
史
第
三
巻
の
口
絵
肖
像
に
つ
い
て
古

守
博
士
の
発
見
指
摘
は
、
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

さ
っ
そ
く
、
著
者
で
あ
り
、
恩
師
で
あ
る
藤
井
教
授
に
問
合
せ
た

の
は
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

学
問
に
篤
実
な
君
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
恩
師
を
追
慕
す
る
と
共
に
、

こ
の
問
題
を
こ
の
際
ぜ
ひ
解
決
し
て
恩
師
の
徳
に
報
い
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

藤
井
君
と
私
は
八
高
三
部
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
、
五
十
音
順
の

関
係
で
、
教
室
で
は
最
前
列
に
机
を
並
べ
て
い
た
。
大
学
が
違
っ
て

か
ら
す
っ
か
り
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
が
、
君
は
東
大
卒
業
後
、
東
京

医
大
の
教
授
と
し
て
生
涯
教
壇
の
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
ま
た
多
く

の
著
書
に
依
っ
て
医
学
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
を
陰
な
が
ら
尊
敬
し
、

ま
た
喜
ん
で
い
た
。

突
然
に
、
昨
年
の
夏
、
古
守
君
か
ら
、
君
の
計
を
き
い
て
驚
い
た
。

平
生
親
し
く
し
て
い
る
古
守
君
の
恩
師
が
、
そ
の
藤
井
教
授
で
あ

っ
た
こ
と
は
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。

あ
の
白
哲
長
身
で
温
順
聰
明
の
好
青
年
の
藤
井
君
の
姿
し
か
知
ら

な
い
の
で
、
自
身
の
老
は
忘
れ
て
、
つ
い
瞬
間
の
錯
覚
が
働
い
て
し

ま
う
。
君
の
印
象
と
し
て
、
今
も
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が
、
物
を
言
う
時
に
抑
揚
が
強
く
、
特
に
、
接
続
詞
「
そ
し
て
」

と
い
う
場
合
、
「
ソ
ヲ
、
シ
テ
」
と
一
昔
一
音
押
え
つ
け
て
発
音
し

た
。
そ
れ
が
君
の
落
付
い
た
繊
密
な
性
格
を
表
わ
し
て
い
た
よ
う
だ
。

今
、
絶
筆
に
近
い
君
の
古
守
君
宛
の
書
翰
を
拝
見
す
る
と
、
生
ま

生
ま
と
あ
の
「
ソ
ヲ
、
シ
｜
こ
が
聞
え
る
よ
う
で
な
つ
か
し
い
と
、

同
時
に
ど
こ
ま
で
も
良
心
的
な
、
謙
虚
な
心
情
に
打
た
れ
て
、
痛
々

し
く
さ
え
思
わ
れ
る
。
同
時
に
ま
た
、
私
は
直
覚
的
に
、
こ
れ
は
君

が
起
し
た
問
題
で
は
な
い
と
予
感
し
た
。

調
べ
て
見
る
と
、
果
し
て
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

○

日
本
学
士
院
編
纂
の
、
「
明
治
前
日
本
医
学
史
」
第
三
巻
、
藤
井

尚
久
著
の
口
絵
、
香
川
修
徳
像
は
、
前
記
、
藤
井
書
翰
に
あ
る
如
く

藤
浪
剛
一
先
生
著
、
「
民
家
先
哲
肖
像
集
」
、
昭
和
十
一
年
、
刀
江

書
院
刊
行
に
拠
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
（
写
真
一
）

こ
の
藤
浪
家
所
蔵
の
修
徳
肖
像
は
、
同
じ
昭
和
十
一
年
刊
行
、
平

凡
社
の
「
日
本
大
人
名
辞
典
」
に
、
周
辺
は
切
り
縮
め
ら
れ
、
従
っ

て
作
画
者
の
落
款
は
除
か
れ
た
も
の
が
藤
浪
剛
一
氏
蔵
と
し
て
、
掲

げ
て
あ
る
（
写
真
四
）

写真（一）「医家先哲肖像集」
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試
み
に
こ
の
肖
像
画
を
香
川
修
徳
と
し
て
吾
が
郷
土
山
梨
県
に
持

ち
来
っ
て
一
般
に
供
覧
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
県
民
の
大
部
分
が
、

古
守
博
士
と
同
じ
驚
き
を
喫
す
る
こ
と
は
相
違
な
い
。

わ
が
県
で
は
、
昭
和
の
初
期
以
来
終
戦
ま
で
、
小
学
校
へ
通
っ
た

子
供
は
、
学
校
の
玄
関
に
、
郷
土
の
英
雄
武
田
信
玄
と
並
ん
で
、
一

代
の
碩
学
、
勤
王
の
魁
と
し
て
、
山
県
大
弐
の
肖
像
が
高
く
掲
げ
ら

れ
て
い
る
の
を
毎
日
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

「
大
人
名
辞
典
」
の
こ
の
頃
の
執
筆
者
は
、
九
州
大
学
の
小
川
政

修
先
生
で
、
か
っ
て
私
ど
も
の
恩
師
で
あ
り
、
細
菌
学
の
教
授
で
あ

っ
た
。

恐
ら
く
、
あ
の
肖
像
画
を
香
川
修
徳
の
も
の
と
す
る
の
は
既
定
の

事
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
異
説
が
起
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
藤
井
氏
以
前
の
問
題
で
あ
る
。

○

､ ず 増 4 ㎡ : ｡ ず ﾆ ﾆ ”串⑰諾, f

･可 :: 堂 』 胃 : き” . ,“ 『 ﾐ

熟ﾐ磯裁迩巽熟熱!熱

職遥鵜:;:大鋭灘

写真（二）

た
し
か
、
当
時
、
文
部
省
は
、
国
定
教
科
書
の
い
づ
れ
か
に
そ
の

肖
像
画
を
載
せ
た
筈
で
あ
る
。

明
治
以
後
、
山
県
大
弐
に
関
す
る
書
籍
は
、
汗
牛
充
棟
と
い
っ
て

差
支
な
い
が
、
そ
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、
私
如
き
界
聞
な
者
で
も
次

の
様
に
見
て
い
る
。

。
最
も
古
い
と
お
ぽ
し
き
も
の
は
、
明
治
四
十
三
年
、
顕
光
閣
刊
、

「
山
県
大
弐
」
、
町
田
柳
塘
著
。

こ
れ
は
「
賜
天
覧
」
の
大
型
印
章
で
巻
頭
を
飾
っ
て
い
る
名
著

で
、
口
絵
に
、
山
県
大
弐
肖
像
、
甲
斐
国
市
川
村
松
与
左
衛
門
氏

所
蔵
と
い
う
、
所
持
銘
が
あ
る
。
肖
像
の
上
部
に
は
明
治
冊
六
年

冬
日
、
題
贈
正
四
位
山
県
大
弐
君
肖
像
と
し
て
、
男
爵
富
岡
敬
明

（
西
南
役
偉
勲
者
、
号
取
介
、
本
県
住
）
の
五
言
古
詩
が
物
さ
れ
て

あ
る
。
村
松
与
左
衛
門
氏
は
吾
が
郷
土
の
史
学
家
村
松
志
孝
氏
で

あ
る
（
写
真
二
）

そ
し
て
こ
の
像
は
、
藤
浪
氏
の
「
医
家
先
哲
肖
像
集
」
よ
り
実

・

』
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写真（三）「山県大弐」
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に
二
十
八
年
前
の
発
表
で
あ
る
。

次
い
で
、
昭
和
に
現
れ
た
山
県
大
弐
像
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
昭
和
九
年
、
平
凡
社
刊
、
「
大
百
科
事
典
」
（
執
筆
者
樹
下
氏
）
、
挿

画
。

・
昭
和
十
五
年
「
勤
王
の
先
駆
取
山
県
大
弐
」
、
村
松
志
孝
著
。
口

絵
。

・
昭
和
十
八
年
、
竜
吟
社
刊
、
「
日
本
儒
医
研
究
」
、
安
西
安
周
著
。

口
絵
。

・
昭
和
十
八
年
、
三
井
出
版
商
会
刊
、
「
山
県
大
弐
正
伝
」
、
飯
塚
重

威
著
。
口
絵
。

・
昭
和
四
十
二
年
、
山
県
神
社
奉
賛
会
刊
、
「
山
県
大
弐
先
生
を
偲

ぶ
」
、
河
野
幸
彦
編
。
口
絵
。

以
上
は
私
の
管
見
で
あ
る
が
他
に
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
書
の
口

絵
ま
た
は
挿
画
の
悉
く
が
、
こ
こ
に
問
題
と
な
る
香
川
修
徳
像
と
瓜

壷&
志､：

ミ'･漆' 4

i:

』

香蝿修穂像

藤浪溌一凝議

写真（四）「日本大人名辞典」

二
つ
で
あ
る
。

著
書
の
他
に
、
吾
が
県
の
山
県
神
社
々
務
所
に
は
浮
彫
の
大
額
が

掲
げ
て
あ
り
、
そ
の
風
姿
客
貌
も
右
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
そ
の
他

に
、
古
守
氏
の
掲
げ
た
様
に
、
新
聞
や
雑
誌
に
現
れ
た
も
の
も
数
多

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
大
弐
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、
別
種
の
も
の
が
二
、
三
蔵
さ

れ
て
い
る
ら
し
く
、
最
近
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
山
県
大
弐
先
生
を
偲

ぶ
（
前
出
）
に
拠
れ
ば
、
「
村
松
氏
所
蔵
の
も
の
は
、
同
氏
が
市
川

大
門
町
広
瀬
保
庵
家
（
村
松
氏
外
戚
祖
）
所
蔵
の
も
の
を
、
当
時
、

甲
府
在
住
の
画
家
、
村
岡
応
東
氏
に
模
写
さ
せ
た
日
本
両
、
紋
は
桔

梗
、
全
勝
寺
（
四
谷
舟
町
）
所
蔵
の
も
の
は
山
梨
師
範
学
校
教
諭
矢

崎
好
幸
氏
が
揮
毫
し
た
油
絵
で
、
山
県
昌
一
氏
奉
納
の
も
の
、
紋
は

同
家
使
用
の
三
シ
蔦
紋
」
と
あ
る
。
然
し
私
は
右
、
広
瀬
家
所
蔵
の

も
の
も
、
全
勝
寺
所
蔵
の
も
の
も
不
幸
に
し
て
ま
だ
見
な
い
。
そ
の

他
、
私
の
見
た
も
の
で
上
屋
節
堂
著
、
「
趣
味
の
甲
斐
史
」
の
挿
絵

は
粗
画
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
風
貌
が
全
く

違
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
比
処
で
は
結
局
、
村
松
氏
の
大
弐
肖
像
と
藤
浪
氏
の
修

徳
肖
像
と
を
比
較
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
が
、
た
だ
、
後
者
の
修
徳

像
に
は
右
下
部
に
作
画
者
の
落
款
、
「
謙
山
謹
写
印
譜
」
が
あ
る
が
、

前
者
の
大
弐
像
に
は
、
周
辺
が
除
か
れ
、
従
っ
て
そ
れ
が
見
え
な
い
。

ま
た
、
仔
細
に
見
る
と
、
修
徳
の
方
は
画
法
が
古
い
日
本
画
式
で

あ
る
が
、
大
弐
の
方
は
幾
分
後
世
風
の
手
法
で
あ
る
。

次
に
一
つ
最
も
、
立
つ
両
画
の
人
物
の
容
貌
の
差
異
は
、
頭
髪
の
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筆
致
で
あ
る
。
私
の
感
じ
か
ら
云
え
ば
、
修
徳
は
白
髪
、
大
弐
は
黒

髪
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
修
徳
（
七
十
四
才
死
）
と
大
弐
（
四
十

三
才
死
）
の
年
令
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し
て
い
る
。

以
上
三
つ
の
差
異
は
両
像
の
由
来
を
考
え
る
に
有
力
な
参
考
に
な

ろ
う
が
、
こ
の
広
瀬
家
所
蔵
の
原
画
と
、
藤
浪
家
所
蔵
の
修
徳
像
と

は
大
略
同
一
物
と
推
定
さ
れ
る
。

○

そ
う
考
え
て
置
い
て
、
さ
て
こ
の
人
物
が
果
し
て
大
弐
で
あ
る
か
、

修
徳
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
鑑
定
に
大
切
な
目

標
と
な
る
も
の
は
、
羽
織
の
紋
章
で
あ
る
。

△ 屯JR､▽, FPき▽,JUザ凸延迂剰⑱口Eご輯や‘き◇射,”鴻輔酌円弔訟

(写真五） 「見聞渚家紋」

こ
こ
に
見
る
よ
う
な
偏
桔
梗
は
、
日
本
紋
章
学
、
見
聞
諸
家
紋
等

に
拠
れ
ば
、
源
頼
光
に
創
ま
る
と
い
う
、
即
ち
美
濃
の
土
岐
一
接
の

所
謂
土
岐
桔
梗
で
あ
る
（
写
真
（
五
）
）
。

姓
氏
家
系
大
辞
典
・
甲
陽
軍
鑑
・
甲
斐
国
志
に
明
か
で
あ
る
が
、

武
田
二
十
四
将
の
一
人
、
山
県
三
郎
兵
衛
昌
景
は
、
美
濃
国
山
県
郡

の
出
で
、
大
弐
の
継
い
だ
家
系
の
先
祖
で
あ
る
。
「
軍
鑑
」
、
品
第
十

七
に
、
「
山
県
三
郎
兵
衛
、
旗
、
黒
地
に
白
桔
梗
」
と
あ
る
。

ま
た
、
現
に
大
弐
の
郷
里
竜
王
町
の
山
県
神
社
内
に
残
る
数
基
の

墓
碑
に
も
刻
ま
れ
て
あ
る
。

こ
の
紋
章
の
点
は
、
大
弐
像
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
香
川
修
徳
の
家
紋
に
つ
い
て
は
、
私
は
不
幸
に
も
何

も
知
ら
な
い
。
修
徳
の
螢
域
嵯
峨
の
二
尊
院
に
聞
き
合
せ
て
見
た
が

残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
修
徳
の
家
系
に
つ
い
て
も
、
皇

国
名
医
伝
は
じ
め
二
、
三
の
略
伝
だ
け
で
は
詳
細
を
知
る
こ
と
が
出

米
な
い
。

た
だ
、
香
川
姓
一
般
に
つ
い
て
は
、
太
田
氏
の
「
姓
氏
家
系
大
辞

典
」
で
見
る
と
、
香
川
氏
に
は
二
系
統
が
あ
り
、
一
は
平
姓
、
相
州

香
川
庄
の
鎌
倉
氏
忠
通
か
ら
分
れ
、
後
三
年
役
の
勇
者
権
五
郎
景
政

な
ど
の
末
で
あ
り
、
他
の
一
は
、
讃
州
綾
族
の
末
奇
と
さ
れ
、
或
は

そ
の
間
に
双
方
混
清
し
て
い
る
と
も
云
わ
れ
る
。
ま
た
一
方
、
渡
辺

三
男
著
「
日
本
の
苗
字
」
に
は
、
鎌
倉
氏
そ
の
も
の
が
源
頼
光
満
仲

か
ら
分
肺
し
て
い
る
と
も
い
う
（
源
氏
）
。

古
く
、
香
川
氏
の
家
紋
も
尋
ね
れ
ば
、
前
記
、
鎌
倉
（
平
氏
）
は

越
後
の
長
尾
氏
と
共
に
、
剣
猪
目
、
九
曜
巴
と
あ
る
（
姓
氏
家
系
辞
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典
）
。
天
文
の
「
見
聞
諸
家
紋
」
に
も
九
曜
巴
、
越
後
、
長
尾
、
香

川
五
郎
次
郎
和
景
、
右
京
大
夫
勝
元
被
官
と
あ
る
（
写
真
（
六
）
）
。

武
家
公
家
の
紋
章
は
鎌
倉
末
期
に
創
ま
り
、
江
戸
初
期
に
固
定
し

た
と
い
う
が
、
賜
紋
、
譲
渡
、
信
仰
な
ど
の
関
係
で
随
時
幾
多
の
改

造
な
い
し
突
然
変
化
が
起
っ
て
い
る
の
で
、
先
祖
代
々
継
続
す
る
も

の
は
、
大
名
な
ど
で
も
寧
ろ
少
な
い
。
一
般
人
で
は
猶
更
で
あ
る
。

無
駄
な
よ
う
で
は
あ
る
が
試
み
に
、
現
代
、
香
川
姓
で
比
較
的
手

近
の
人
々
に
二
、
三
の
問
合
せ
を
出
し
た
が
桔
梗
紋
と
の
関
係
は
今

の
と
こ
ろ
出
て
来
な
い
。

ま
ず
、
西
の
香
川
発
祥
地
讃
岐
の
出
身
で
あ
る
大
分
県
佐
賀
関
の

香
川
哲
男
博
士
（
外
科
）
の
家
紋
は
金
輪
巴
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら

●
Ｊ
ワ
・
貼
・
与
晶
暮
分
．
…
Ｊ
叩
呼
や
罐
串
亨
郡
司
．
唾
●
設
胡
●
や
●
亜
娼
婦
影

Ｄ
・
拓
丙
鈩
弁
歩
■
凸
ｑ
駅
■
■
凸
、
踊
側
．

篭
燦
蕊
辮
瀦
啄
議
蕊
蕊
群
鰹
罪
謬
鍵
蕊
認
識
蕊
蕊
潔
輔
翻
駕
翻
鴬

宇

蕊
蕊蕊蕊驚蕊蕊撰騨蕊鰯溌蕊瀞篭蕊蕊蕊鐸蔀￥認溌蕊識蟻

(写真六） 「見聞諸家紋」

く
見
聞
諸
家
紋
の
「
九
曜
巴
」
（
九
曜
は
細
川
氏
か
）
の
「
巴
」
を

今
に
伝
え
て
残
る
も
の
と
思
わ
れ
、
東
西
出
自
の
錯
交
を
考
え
る
。

別
に
、
讃
州
に
は
九
曜
紋
の
香
川
氏
が
あ
る
と
い
う
。

東
の
鎌
倉
香
川
氏
発
祥
地
、
相
州
に
は
「
竹
に
雀
」
（
後
の
長
尾

氏
）
が
多
く
、
明
治
の
有
名
な
書
家
香
川
松
石
の
一
族
は
竪
三
引
両

（
小
田
原
北
条
氏
の
賜
と
伝
え
ら
れ
る
）
で
あ
る
。

周
防
藩
士
の
出
香
川
景
矩
の
男
で
、
漢
詩
人
の
故
香
川
香
南
の
家

紋
（
甲
府
）
は
下
り
藤
。

更
に
修
徳
（
姫
路
）
と
同
県
の
神
戸
市
出
身
で
あ
る
、
関
西
医
科

大
学
の
香
川
輝
正
教
授
は
由
来
カ
ガ
ミ
神
社
々
家
の
五
三
桐
で
あ
っ

た
が
、
祖
父
の
代
か
ら
花
菱
を
用
い
て
い
る
と
い
う
。

因
み
に
、
同
じ
カ
ガ
ワ
で
も
賀
川
玄
悦
の
系
統
は
藤
原
秀
卿
の
末

流
で
、
正
し
く
桔
梗
で
あ
る
（
明
治
前
日
本
医
学
史
第
四
巻
口
絵
参
照
）
。

し
か
し
調
べ
が
不
充
分
の
ゆ
え
か
、
ま
だ
「
香
川
桔
梗
」
は
一
例
も

見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
、
姓
氏
（
苗
字
）
と
紋
章
と
を
系
統
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と

は
一
般
的
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
直
接
に
修
徳
そ
の
人

の
家
紋
を
捉
え
て
、
傍
証
と
す
る
こ
と
が
唯
一
最
後
の
決
定
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

修
徳
の
如
き
復
古
学
者
と
す
れ
ば
、
或
は
そ
の
点
で
人
の
意
表
に

出
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
一
方
的
に
、
桔
梗
紋
即
ち
山
県
大
弐
と

決
定
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
又
も
し
双
方
が
同
じ
紋
章
と
す
れ
ば
、

ま
た
別
の
方
面
か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
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さ
て
、
一
体
、
こ
の
よ
う
な
珍
ら
し
い
肖
像
の
錯
誤
が
生
ず
る
原

因
に
は
、
何
か
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
。

誰
で
も
考
え
る
の
は
次
の
事
で
あ
ろ
う
。
修
徳
と
大
弐
と
の
人
事

的
交
渉
は
ど
う
か
。
香
川
修
徳
（
一
六
八
二
’
一
七
五
五
）
は
姫
路
の

人
、
十
八
才
で
京
都
に
出
で
、
後
藤
艮
山
に
つ
き
古
医
方
を
学
び
、

伊
藤
仁
斎
に
従
っ
て
儒
学
を
修
め
、
創
め
て
儒
医
一
本
の
説
を
立
て

た
。

山
県
大
弐
（
一
七
二
五
’
一
七
六
八
）
は
甲
斐
の
人
、
若
く
し
て
郷

土
の
儒
医
五
味
釜
川
に
学
び
、
江
戸
に
出
て
、
医
官
と
な
り
、
後
儒

学
の
私
塾
を
開
い
た
。
大
弐
は
修
徳
に
四
十
三
年
遅
れ
て
生
れ
、
約

三
十
年
間
同
時
人
と
し
て
存
在
し
た
。

五
味
釜
川
（
一
七
一
八
’
一
七
五
四
）
は
江
戸
に
出
で
て
、
荻
生
祖

徐
の
古
怖
学
文
辞
派
系
統
の
、
太
宰
舂
台
の
助
教
と
な
り
、
帰
郷
し

て
父
に
学
び
医
師
と
な
っ
た
。

釜
川
は
著
名
な
碩
学
で
あ
っ
た
が
、
不
幸
に
し
て
躰
が
虚
弱
で
三

十
七
才
で
死
ん
だ
。

彼
は
、
予
ね
て
か
ら
、
程
朱
の
学
を
排
し
、
こ
と
に
医
学
の
面
で

は
独
得
の
信
条
を
固
持
し
て
い
た
の
で
、
「
素
問
・
霊
枢
は
虚
誕
な

り
」
と
喝
破
し
た
香
川
修
徳
を
知
る
に
及
ん
で
肝
胆
相
照
ら
し
、
東

西
学
派
の
閥
を
越
え
て
、
そ
の
門
に
入
っ
て
師
を
尊
敬
す
る
こ
と
到

ら
ざ
る
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
釜
川
の
科
学
者
と
し
て
の
偉
大
さ

を
示
す
も
の
で
「
寿
香
川
先
生
七
十
序
」
（
釜
川
遺
稿
）
に
感
激
を
こ

め
て
耆
か
れ
て
あ
る
。
恐
ら
く
修
徳
も
同
じ
感
激
を
似
て
迎
え
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
大
弐
は
修
徳
の
孫
弟
子
で
あ
っ
た
。

然
し
な
が
ら
、
儒
医
と
し
て
の
両
者
の
関
係
は
、
釜
川
が
宝
勝
二

年
修
徳
の
門
を
叩
い
て
後
、
僅
か
二
年
内
外
で
死
ん
だ
た
め
、
釜
川

を
通
じ
て
の
修
徳
と
大
弐
と
の
医
学
上
の
連
繋
は
、
さ
ほ
ど
密
な
も

の
で
な
か
っ
た
。
大
弐
は
宝
暦
三
年
（
推
定
）
、
「
素
難
評
」
と
「
医

事
挨
乱
」
を
書
い
た
と
云
う
が
、
そ
の
中
で
、
「
素
問
」
・
「
霊
枢
」
に

対
す
る
批
判
は
、
修
徳
の
大
胆
な
説
を
意
識
し
つ
つ
、
中
庸
的
な
態

度
を
と
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
（
「
飯
塚
・
山
県
大
弐
正
伝
」
）
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
医
家
と
し
て
今
か
ら
見
れ
ば
、
古
学
派
と
古
文

辞
派
の
差
に
外
な
ら
な
い
と
想
わ
れ
る
。
と
に
か
く
、
両
者
の
直
接

個
人
的
往
来
は
無
か
っ
た
ら
し
い
。

さ
ら
に
修
徳
と
大
弐
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
に
、
釜
川
の
門
人

と
し
て
甲
斐
の
市
川
大
門
の
医
師
、
広
瀬
保
庵
の
四
男
、
周
平
、
広

瀬
中
庵
が
あ
り
、
こ
の
人
が
大
弐
と
格
別
の
親
交
が
あ
っ
た
。
中
庵

は
、
後
に
香
川
修
徳
の
養
嗣
香
川
南
洋
（
一
七
一
四
’
一
七
七
七
）
の

門
弟
と
な
っ
た
（
村
松
学
祐
著
、
甲
斐
儒
医
伝
広
瀬
広
一
著
、
山
県

大
弐
遺
著
）
。
当
時
修
徳
は
在
世
中
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
修
徳
の
肖
像
（
例
え
ば
七
十
賀
の
寿
像
な
ど
）
が
五
味
家

或
は
広
瀬
家
な
ど
に
保
存
さ
れ
る
可
能
性
は
充
分
あ
る
。

ま
た
更
に
、
大
弐
の
方
面
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
当
時
幕
府
に
対

す
る
反
逆
示
唆
者
と
疑
わ
れ
て
処
刑
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
真
影

保
持
者
は
、
少
く
と
も
明
治
維
新
近
く
ま
で
、
大
弐
の
銘
を
秘
し
て

い
た
に
相
違
な
い
。

伝
記
を
見
る
に
、
周
辺
の
人
達
が
大
弐
一
切
の
業
蹟
消
滅
に
努
め
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戸
唱
扁
駕
］
○
コ
弓
閉
昌
騎
＆
Ｈ
①
、
の
昌
辱
｛
弓
ご
『
・
〆
○
ョ
○
口
〕

、

こ
〕
画
骨
（
）
ロ
①
め
い
口
〕
の
同
○
周
耳
的
詳
｝
〕
四
ｍ
｛
〕
①
①
口
四
茸
凰
一
）
巨
号
①
』
庁
○
ゴ
ミ
Ｏ

Ｓ
南
①
３
昌
己
⑦
別
○
口
⑫
叩
昌
四
ョ
色
、
四
国
ロ
巴
凰
〕
す
局
①
『
冒
旨
①
吋
○
冑
｝
扁

冨
⑪
曽
冗
①
の
８
国
営
○
口
．
四
口
』
〆
四
ｍ
四
言
四
の
犀
匡
８
弄
匡
〉
駐
日
○
易

も
岸
曼
里
の
置
戸
○
昂
二
５
国
Ｑ
Ｃ
，
①
吋
回
．
日
置
①
卸
匡
《
声
○
門
昌
助
、
昼
の
い
①
堅
冒

筆
を
燗
く
に
当
り
、
不
朕
け
な
私
の
質
問
に
対
し
親
切
な
御
助
言

を
吝
し
ま
れ
な
か
っ
た
已
知
未
知
の
諸
先
生
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ

た
い
。
な
お
、
こ
の
問
題
を
発
見
提
唱
し
た
同
業
の
古
守
豊
甫
博
士

の
慧
眼
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
、
ま
た
僅
ん
で
故
恩
師
小
川
政
修

先
生
並
び
に
畏
友
藤
井
尚
久
教
授
を
追
悼
し
御
冥
福
を
祈
る
。

（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
二
一
の
六
）

為
ノ
と
田
心
弓
も

○

た
り
、
直
系
関
係
者
ら
の
姓
を
変
え
た
り
、
墓
碑
の
文
字
を
削
っ
た

り
し
た
。

ま
た
、
明
治
十
年
六
月
、
天
皇
巡
行
の
際
、
顕
彰
の
沙
汰
が
あ
っ

た
時
に
は
、
時
の
県
令
は
じ
め
県
内
に
大
弐
の
墓
さ
え
知
る
者
が
な

か
っ
た
と
い
う
。
（
「
勤
王
の
先
駆
、
山
県
大
弐
」
村
松
志
孝
著
）

そ
の
厳
し
い
事
情
の
中
で
、
恐
ら
く
無
銘
で
い
づ
れ
に
か
厘
底
深

く
秘
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
に
双
方
に
関
係
の
あ
る
者
に
依
っ

て
同
じ
宝
牌
の
修
徳
と
誤
ま
ら
れ
た
と
云
う
見
方
も
あ
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
大
弐
肖
像
の
発
表
は
明
治
以
後
の
事
で
あ
る

か
ら
、
少
し
研
究
す
れ
ば
、
そ
の
真
相
が
分
ら
な
い
こ
と
は
無
か
ろ

唖
屋
目
冒
目
》
四
円
ぐ

昌
房
昌
武
ユ
の
．
弓
一
】
の
三
曾
耳
、
盲
》
タ
あ
母
色
日
い
ぬ
色
目
自
困
四
ｍ
ｇ
畠
。

、
｝
〕
〕
①
｛
］
】
ず
篭
包
①
弄
四
』
ぬ
〔
一
ｍ
弄
巨
〔
一
望
○
［
○
局
①
め
骨
め
。
帛
一
〕
（
〕
一
彦
｛
齢
国
目
二
一
①
抄

局
①
画
、
三
目
晶
写
Ｏ
君
①
ぐ
①
『
８
口
○
ユ
①
胃
８
月
冒
巴
○
口
．
シ
旦
旦
冨
○
自
画
一
寺

｝
５
ｍ
巨
巾
め
め
①
堅
弄
ず
⑦
旬
①
四
ｍ
○
口
．
記
母
ず
ぐ
骨
壷
厨
○
○
口
｛
巨
巴
（
〕
ご
ｏ
ｎ
ｎ
口
【
の
」
．

１
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四
月
例
会
四
月
二
十
六
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
五
号
館

一
河
口
信
任
と
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ソ
川
島
恂
二

口
演
の
詳
細
は
本
号
に
原
著
と
し
て
収
載
。

二
寺
門
静
軒
と
安
藤
文
沢
小
川
鼎
三

順
天
堂
第
二
代
の
佐
藤
尚
中
（
一
八
二
七
’
八
二
）
は
下
総
国
小
見
川
藩

の
医
師
山
口
甫
仙
の
子
と
し
て
生
れ
、
幼
に
し
て
江
戸
に
在
り
、
ま
ず
漢
学

を
寺
門
静
軒
（
一
七
九
六
’
一
八
六
八
）
に
受
け
、
つ
い
で
医
を
安
藤
文
沢

（
一
八
○
七
’
七
二
）
に
学
び
、
文
沢
の
薦
め
で
天
保
十
三
年
十
六
才
の
と

き
薬
研
堀
の
佐
藤
泰
然
塾
に
入
門
し
た
と
い
わ
れ
る
。

寺
門
静
軒
は
江
戸
の
生
れ
で
儒
者
と
し
て
立
ち
（
克
己
塾
）
、
尚
中
が
就

い
て
学
ん
だ
と
き
は
浅
草
新
堀
端
、
西
福
寺
権
現
堂
の
西
に
住
ん
で
い
た
と

思
わ
れ
る
。

尚
中
の
就
学
を
天
保
七
’
十
年
ご
ろ
と
す
る
と
、
静
軒
は
そ
の
と
き
四
一

’
四
四
才
で
あ
っ
た
。
谷
中
に
建
つ
尚
中
の
碑
に
は
、
「
老
儒
寺
門
子
二
従
テ

粗
書
史
二
渉
ル
」
と
あ
る
。
静
軒
は
そ
の
こ
ろ
江
戸
繁
昌
記
第
一
１
第
五
篇

を
書
き
、
次
々
に
出
版
し
て
有
名
に
な
っ
た
が
、
こ
の
本
が
禍
い
し
て
江
戸

に
住
め
な
く
な
り
、
天
保
十
三
年
か
ら
諸
地
を
放
浪
し
た
。
晩
年
に
は
新
潟

に
ゆ
き
半
年
滞
在
し
て
新
潟
富
史
を
書
き
、
つ
い
で
武
州
妻
沼
の
両
宜
塗
で

七
年
ほ
ど
教
え
た
。
慶
応
四
年
三
月
廿
四
日
、
い
ま
の
埼
玉
県
大
里
村
冑
山

に
て
没
し
た
。
同
地
の
根
岸
友
山
の
弟
桂
に
彼
の
娘
が
嫁
し
た
の
で
あ
る
。

安
藤
文
沢
は
文
化
四
年
い
ま
の
埼
玉
県
毛
呂
山
町
阿
諏
訪
で
生
れ
、
西
洋

医
術
を
修
め
て
烏
羽
藩
主
稲
垣
氏
に
仕
え
て
、
江
戸
の
四
谷
で
業
を
開
い
て

ｔ
ｆ
ｊ
１
ｊ
、
ｊ
１
Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
●
く
く
ｆ
ｊ
Ｉ
～
く
く
く
，
～
ｆ
Ｊ
１
ｒ
１
～
Ｊ

一
日
本
医
学
会
例
会
記
事

い
た
。
豪
放
な
人
で
、
社
会
主
義
的
な
所
が
あ
っ
た
と
い
う
。
後
に
は
種
痘

を
熱
心
に
や
っ
た
。
尚
中
が
就
学
し
た
時
を
天
保
十
’
十
三
年
と
す
る
と
、

文
沢
は
そ
の
と
き
冊
三
１
冊
六
才
で
あ
る
。
文
沢
は
明
治
維
新
の
さ
い
五
稜

廓
の
戦
争
の
あ
と
で
獄
中
に
あ
る
荒
井
柳
之
助
、
大
鳥
圭
介
ら
の
世
話
を
し

た
。

文
沢
の
子
、
安
藤
太
郎
も
榎
本
武
揚
の
部
下
で
官
軍
と
戦
っ
た
。
太
郎
は

後
に
外
交
官
と
な
り
、
妻
文
子
と
と
も
に
禁
酒
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
。
文

沢
の
墓
は
い
ま
杉
並
区
永
福
町
の
理
性
寺
に
あ
る
。

佐
藤
泰
然
の
門
人
小
室
潜
庵
は
文
沢
の
実
弟
と
思
わ
れ
る
。

六
月
例
会
六
月
一
一
十
八
日
（
土
）

於
慶
応
大
学
北
里
紀
念
医
学
図
書
館
第
一
会
議
室

一
小
森
桃
鳰
の
「
蘭
方
枢
機
」
と
ブ
カ
ン
の
家
庭
医
学
（
予
報
）大

鳥
蘭
三
郎

私
の
教
室
の
蔵
本
に
言
昏
。
冨
回
原
著
の
寓
困
巳
、
三
富
？
国
の
の
ぃ
百
国
‐

号
雫
〉
と
題
す
る
か
な
り
分
厚
い
一
冊
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
医
書
が
あ
る
。
今
回

機
会
が
あ
っ
て
本
書
に
つ
い
て
す
こ
し
調
べ
た
と
こ
ろ
、
本
書
が
ブ
ヵ
ン
の

貴
己
ｏ
①
ョ
幽
胃
日
①
皇
。
ご
作
ど
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
本
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
日
本
語

訳
本
が
小
森
桃
嶋
の
「
蘭
方
枢
機
」
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
分
明
し
た
の
で
、

Ｗ
・
ブ
カ
ン
の
略
伝
と
併
せ
て
そ
の
調
査
の
あ
ら
ま
し
を
報
告
す
る
。

二
古
医
書
二
種
（
写
本
）

「
口
中
療
治
俗
書
」
、
「
小
児
方
録
」
小
川
鼎
三

東
大
医
学
部
学
生
丹
波
君
よ
り
そ
の
父
上
（
犬
山
市
居
住
）
が
近
年
入
手

の
も
の
と
し
て
示
さ
れ
た
数
点
の
医
書
の
中
で
、
こ
こ
に
供
覧
す
る
二
書
は

字
の
書
き
方
、
紙
質
な
ど
よ
り
推
し
て
相
当
に
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
年

月
の
書
き
入
れ
が
な
い
が
、
古
書
専
門
家
某
氏
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
室
町
時
代

か
ら
江
戸
時
代
の
初
期
ま
で
に
属
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
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山
田
平
太
氏
の
発
表
し
た
口
中
書
目
録
（
明
治
前
日
本
医
学
史
第
四
巻
四

九
○
ペ
ー
ジ
以
下
）
に
も
「
口
中
療
治
俗
書
」
と
い
う
題
に
ち
ょ
う
ど
一
致

す
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
本
書
は
お
そ
ら
く
兼
康
流
の
口
中
科
を
説

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
親
康
流
、
恩
田
流
な
ど
と
の
区
別
が
私
に
は
出
来

か
ね
る
。
症
候
名
の
分
け
方
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

喉
痒
、
喉
風
、
牙
歯
、
舌
巻
（
し
た
ま
き
）
、
重
舌
（
こ
し
た
）
、
歯
草
（
は

く
さ
）
、
喉
笛
腫
水
、
口
熱
、
舌
胎
（
し
た
こ
と
き
）
、
鰐
（
あ
き
と
）
、
懸

垂
（
け
ん
や
う
）
、
唇
裂
、
口
草
、
：
…
・

右
の
分
け
方
か
ら
ど
の
系
統
に
属
す
る
か
識
者
の
御
教
示
を
得
た
い
と
思

員
ノ
Ｏ

「
小
児
方
録
」
は
終
り
の
方
に
「
右
関
東
下
総
之
国
古
河
之
香
春
庵
（
こ

の
一
宇
や
や
不
明
確
）
之
方
不
残
尽
写
正
本
ニ
ハ
香
春
判
有
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
田
代
・
二
喜
が
江
春
庵
と
号
し
、
そ
の
子
孫
が
医
業
を
伝
え
て
田
代
江

春
と
称
し
た
と
い
う
の
で
、
香
と
江
と
一
宇
だ
け
違
う
が
、
田
代
三
喜
の
小

児
科
書
と
考
え
て
よ
い
の
で
な
い
か
と
見
当
を
つ
け
た
。

三
喜
の
門
で
学
ん
だ
曲
直
瀬
道
三
が
「
暹
齢
小
児
方
」
を
著
わ
し
た
こ
と

は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
内
容
を
比
較
す
る
の
が
だ
い
じ
だ
と
思
う
。

「
小
児
方
録
」
に
載
る
処
方
の
一
例
を
示
す
と

「
せ
う
に
四
五
さ
い
ま
て
物
い
わ
さ
る
時
の
く
す
り
六
一
に
ん
ぢ
ん
一
せ

ん
き
う
一
た
う
き
一
に
う
こ
う
一
お
ん
し
一
ぱ
く
も
ん
ど
う
一
し
ゃ

く
や
く
右
各
々
等
分
二
丸
之
用
へ
シ
」

’
’
一
跡
尋
社
長
吉
益
四
峰
の
業
績
に
つ
い
て

跡
尋
社
長
吉
益
四
峰
の
業
績
矢
数
道
明

明
治
初
年
漢
方
存
続
運
動
の
た
め
京
都
で
結
成
さ
れ
た
賛
育
社
は
、
熊
本

の
春
雨
社
と
と
も
に
、
東
京
温
知
社
と
呼
応
し
て
共
同
戦
線
を
と
っ
て
き
た

こ
と
は
、
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

然
る
に
当
時
古
医
方
の
名
門
吉
益
家
一
族
が
、
こ
の
存
続
運
動
に
殆
ん
ど

名
を
列
ね
て
い
な
い
の
は
、
い
か
に
も
不
思
議
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

過
般
私
は
漢
洋
医
学
闘
争
史
の
著
者
、
深
川
晨
堂
氏
の
残
さ
れ
た
資
料
の

う
ち
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
表
記
跡
尋
社
長
四
峰
吉
益
鉄
太
郎
の
伝
記

が
あ
っ
た
。
以
下
深
川
氏
の
遺
稿
と
も
み
ら
れ
る
草
稿
を
努
め
て
平
易
な
文

章
に
意
訳
し
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

即
ち
吉
益
一
族
は
漢
方
七
科
の
医
権
恢
復
を
日
ざ
す
温
知
社
運
動
を
離
れ

て
、
漢
方
内
科
の
確
立
を
目
標
と
す
る
吉
益
独
自
の
存
続
運
動
を
、
浅
井
国

幹
の
帝
国
医
会
解
散
ま
で
続
け
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
以
下
そ
の
運
動

を
続
け
た
主
人
公
、
吉
益
鉄
太
郎
伝
を
略
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

跡
尋
社
長
四
峰
吉
益
鉄
太
郎
略
歴

（
一
八
三
四
）
伯
耆
国
（
鳥
取
県
）
東
伯
郡
灘
手
村
津
原
に
生
る
。
父
は
今

天
保
五
年ｕ

・
加
井
玄
城
、
諄
は
哲
、
字
は
好
宗
、
通
称
鉄
太
郎
、
号
四
峰
、

蓬
生
子
、
若
く
し
て
大
阪
に
遊
学
、
吉
益
樗
斉
の
門
に
入

り
、
次
い
で
京
都
、
吉
益
復
軒
の
門
に
転
じ
、
古
医
方
を

専
攻
す
。

（
一
八
六
二
）
年
二
十
八
才
、
復
軒
抜
擢
し
て
塾
頭
と
し
、
長
女
を
配
し

文
久
二
年

て
吉
益
の
姓
を
嗣
が
し
む
。

（
一
八
七
九
）
東
京
に
温
知
社
、
京
都
に
賛
育
社
、
熊
本
に
春
雨
社
起
こ

明
治
十
エ
年
皿
り
、
和
漢
医
術
存
続
運
動
を
開
始
す
。
四
峰
は
復
軒
と
謀

り
、
跡
尋
社
を
起
こ
し
、
初
め
社
を
鳥
取
に
お
き
、
後
京
都

に
移
す
。
浅
井
国
幹
、
四
峰
の
加
服
を
促
す
・
四
峰
「
鶏
口

と
な
る
も
牛
後
と
な
る
勿
れ
」
と
こ
れ
を
拒
む
。
機
関
誌

、
、
、
、
、
、

「
医
談
」
を
発
行
、
枇
人
談
、
医
師
談
の
二
益
談
に
分
ち
、
医

師
に
は
東
洋
医
師
の
職
分
を
知
ら
し
め
、
世
人
に
は
正
し

い
医
療
を
う
く
る
分
別
を
教
う
。
即
ち
「
東
洋
内
科
道
」
と
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著
書
雪
窓
論
二
巻
・
螢
窓
論
二
巻
（
以
上
四
巻
は
傷
寒
論
の
正
文
を
解
釈

す
）

内
科
集
成
四
巻
・
医
事
俗
談
二
巻
（
東
西
内
科
の
異
同
を
論
じ
、
漢

方
医
道
の
新
建
設
を
主
張
）

診
法
一
巻
・
刮
目
一
巻
（
別
名
、
続
医
断
）
そ
の
他
数
十
種

門
人
に
実
吉
順
斎
、
税
所
謙
斎
、
松
崎
正
順
、
安
井
貞
之
助
等
を
名
あ
り
。

（
附
記
）
本
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
吉
益
家
系
図
と
共
に
『
漢
方
の
臨
床
』
誌
に
掲
載

の
予
定
。

（
一
八
九
七
）

明
治
三
十
年、

月

（
一
九
○
○
）

明
治
三
十
三
年

１１
１
●
Ｒ
ｕ

（
一
九
○
二
）

明
治
三
十
五
年

１
上
●
戸
、１

（
一
九
二
一
）

大
正
十
年（

又
Ｕ
●
戸
へ
』

（
一
八
八
三
）

明
治
十
六
年

（
一
八
九
五
）

明
治
二
十
八
年

、
〃
臼
●
Ｒ
Ｕ

吉
益
四
峰
没
す
。
享
年
八
十
八
。

「
西
洋
内
科
道
」
の
特
質
長
短
を
説
き
、
温
知
社
運
動
の
東

洋
七
科
の
医
権
恢
復
を
排
し
、
東
洋
内
科
の
確
立
を
叫
び
、

存
続
運
動
は
漢
方
内
科
に
限
る
べ
き
こ
と
を
唱
え
て
終
始

、
、

一
貫
し
た
。
「
対
請
願
論
」
を
発
表
し
、
天
光
界
に
牽
牛

、
、
、
、

界
と
織
女
界
あ
り
の
比
瞼
を
以
て
す
。

京
都
に
「
思
誠
病
院
」
を
開
き
、
講
学
の
機
関
と
し
て

「
補
仁
社
」
を
設
く
。

漢
医
提
出
の
医
師
免
許
規
則
改
制
法
案
、
第
八
議
会
に
於

て
一
○
五
’
七
八
に
て
否
決
。

六
月
、
帝
国
医
会
は
解
散
す
。

京
都
跡
尋
社
を
高
倉
通
四
条
南
三
八
に
移
し
、
こ
の
と
き

「
継
興
医
報
」
に
広
告
文
を
出
し
、
第
十
一
議
会
に
請
願

運
動
を
行
な
わ
ん
と
す
。

浅
井
国
幹
「
墓
に
告
ぐ
る
文
」
を
累
代
の
墓
に
捧
げ
、
存

続
運
動
終
焉
す
。

浅
井
国
幹
没
す
。
四
峰
尚
運
動
を
継
続
す
と
い
う
。

一
論
文
抄
読

一
・
雪
ァ
露
ゞ
享
蕊
蕊
瀬
夢
§

一
皇
ぐ
筐
国
【
目
］
津
ョ
命
耽
．
国
巨
二
ｇ
旨
○
吊
二
〕
⑦
『
‐
二
ｍ
８
『
竜
。
｛

一
言
＆
昌
口
の
．
く
○
一
・
お
〕
ｚ
ｏ
・
岸
〕
ご
畠
ゞ
属
）
．
留
ｌ
臼
．

〉

一
こ
の
論
文
は
著
者
が
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
医
史
学
教
室
で

一
襄
羅
蓄
諌

一
情
動
命
日
島
ｃ
口
に
関
す
る
学
説
は
一
八
八
四
年
に
出
さ
れ
、
ま
た
ジ
ェ

ー
ー
ム
ス
の
代
表
作
「
心
零
字
の
原
理
」
弓
１
国
ｇ
ご
一
困
○
｛
扉
胃
一
〕
Ｃ
－
Ｃ
喝

一
は
一
八
九
○
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
当
時
の
米
国
の
精
神
病
お
よ
び
神

一
経
学
の
雑
誌
Ｐ
日
２
８
口
］
ｃ
員
ロ
画
一
。
｛
冒
函
昌
々
と
〕
ｃ
匡
冒
邑
。
帛

一
ｚ
①
２
ｃ
巨
切
四
邑
巨
①
目
冨
一
豆
酌
の
騨
吻
①
晩
が
如
何
ょ
う
に
と
り
あ
つ
か
い
、

一
或
い
は
紹
介
し
て
い
る
か
を
、
一
八
八
○
年
代
の
半
ば
か
ら
ジ
ェ
ー
ム

ー
ス
の
亡
く
な
っ
た
一
九
一
○
年
ま
で
雑
誌
の
内
容
を
詳
し
く
吟
味
し
て

一
小
率
録
葬
唾
回
必
律
皿
軸
醒
畔
稗
唱
識
鵡
榊
蹄
鐸
竜
榊
推
相
瞳
搾
嗜
ユ

ー
れ
ら
の
雑
誌
に
で
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
著
者
は
、
ジ
ェ
ー
ム

ー
ス
の
学
説
は
精
神
作
用
の
解
明
が
広
い
立
場
か
ら
な
さ
る
べ
き
で
、
簡

一
埠
唾
辨
姻
啼
唾
罐
癖
邦
詐
軸
痒
蝿
葎
詮
詠
嘩
岼
調
檸
姉
鍔
嶬
識
誰
鰄
唖

一
あ
り
、
敬
遠
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

一
（
Ｔ
ｏ
ｏ
生
）

‐
、
Ｊ
ｆ
、
〃
、
ノ
ー
Ⅱ
、三
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去
る
七
月
十
三
日
（
日
）
、
午
後
一
時
よ
り
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
生
誕
三
百

年
の
祝
賀
と
阿
知
波
五
郎
博
士
の
「
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
と
の
出

版
を
記
念
し
て
、
関
西
支
部
例
会
が
開
か
れ
た
。
当
日
の
演
題
は
左
記
の
如

く
で
あ
っ
た
。

一
、
「
安
留
曼
寸
」
の
「
和
蘭
外
科
免
状
」
に
つ
い
て

岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

二
、
イ
ン
ド
に
ア
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
を
た
づ
ね
て石

原
明
（
横
浜
市
）

三
、
戊
辰
戦
争
と
福
井
藩
竹
内
真
一
（
福
井
市
）

四
、
坪
井
信
道
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
詩
に
つ
い
て

中
野
操
（
大
阪
市
）

五
、
新
宮
凉
庭
の
内
科
則
に
つ
い
て
中
山
沃
（
岡
山
大
学
）

六
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
エ
万
病
治
準
（
金
沢
本
）
と
新
宮
凉
庭
の
「
痢
論
血

論
水
肱
論
」
に
つ
い
て
津
田
進
三
（
金
沢
市
）

七
、
小
森
桃
嶋
の
「
蘭
方
枢
機
」
と
尋
．
国
厘
の
冨
目
の
爲
国
巳
、
昼
冨

⑦
①
ロ
①
①
吻
百
目
の
選
（
第
一
報
）
大
鳥
蘭
三
郎
（
慶
応
大
）

論
水
肱
論
」
に
つ
い
て

小
森
桃
嶋
の
「
蘭
方
奴

⑦
①
ロ
①
①
、
宮
口
号
豐
（
第
一
釦

ｊ
Ｉ
Ｉ
…
由
；

一
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
例
会
一口

九
、

八
、

ゲ
ー
テ
を
め
ぐ
る
医
師
達

（
そ
の
二
）
ゲ
ー
テ
が
ブ

て餌
日
巨
①
×
く
の
凰
聾
四
一
戸

ゲ
ー
テ
が
ブ

⑫
芦
狙
二
戸
目

ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ

己

に
傾
倒
し
た
理
由
に
つ
い

藤
森
速
水
（
大
阪
市
）

三
木
栄
（
堺
市
）

十
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、
大
阪
市
南
区
牟
田
病
院
講
堂
で

関
西
支
部
例
会
が
開
か
れ
た
。
当
日
は
今
度
、
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
日

蘭
交
渉
史
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
出
席
者
を
囲
ん
だ
座
談
会
の
他
、

左
記
の
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

一
、
へ
ボ
ン
の
沢
村
田
之
助
の
手
術
に
つ
い
て長

門
谷
洋
治
（
日
生
病
院
）

二
、
異
形
式
抜
歯
鉗
子
の
歯
学
史
的
研
究

ｌ
オ
ラ
ン
ダ
渡
来
の
提
牙
、
取
歯
の
器
具
と
霊
（
デ
ゥ
）
編
子
（
デ

ウ
シ
）
に
つ
い
て
杉
本
茂
春
（
大
阪
市
）

三
、
坪
井
信
道
の
日
習
堂
塾
創
立
の
時
期
に
つ
い
て中

野
操
（
大
阪
市
）

四
、
坪
井
信
道
の
系
譜
青
木
一
郎
（
岐
阜
県
）

五
、
黒
川
良
安
と
坪
井
信
良

坪
井
信
道
伝
補
遺津

田
進
三
（
金
沢
市
）

六
、
医
学
史
に
お
け
る
時
代
区
分
三
木
栄
（
堺
市
）

七
、
三
重
県
尾
鷲
市
三
木
里
に
お
け
る
医
師
の
戒
名
に
つ
い
て

茅
原
弘
（
津
市
）

八
、
神
農
伝
説
と
神
仙
思
想
宗
田
一
（
阪
大
医
）
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明
治
二
二
年
八
月
三
日

″
四
一
年

大
正
一
年

″
一
二
月
一
二
日

昭
和
七
年
一
月
二
九
日

日
本
医
史
学
会
評
議
員

日
本
眼
科
医
会
参
与
故
鮫
島
近
二
先
生
略
歴

東
京
眼
科
医
会
監
事

鹿
児
島
県
垂
水
市
牛
根
町
麓
に
生
る
。

鹿
児
島
県
立
第
一
鹿
児
島
中
学
校
卒
業
。

熊
本
医
学
専
門
学
校
卒
業
。

第
三
一
○
六
八
号
を
以
て
医
籍
に
登
録
。

京
都
市
帝
国
大
学
医
学
部
眼
科
教
室

市
川
情
教
授
の
も
と
眼
科
学
研
究
。

癩
性
眼
疾
患
の
研
究
に
て
学
位
取
得
（
京
大
）

』

■

主
論
文
『
癩
性
眼
球
の
組
織
学
的
研
究
」
（
日

本
眼
科
学
会
雑
誌
三
六
巻
二
五
五
二
八
八

頁
）
。
京
都
赤
十
字
病
院
眼
科
医
長
、

昭
和
一
二
年
東
京
都
港
区
芝
桜
川
町
に
て
眼
科
開
業
、

″
二
○
年
前
橋
赤
十
字
病
院
眼
科
医
長
、

″
二
一
年
東
京
都
新
宿
区
下
落
合
一
’
四
五
○
に
て
眼

科
開
業
、

″
四
四
年
五
月
一
日
午
後
一
○
時
三
○
分
、
東
京
都
新
宿
区
下
落

合
一
’
四
五
○
の
自
宅
で
肺
線
維
症
の
た
め

逝
去
、
享
年
七
九
才
、
戒
名
、
慈
光
院
寿
誉

仁
道
居
士
、

此
の
間
、
日
本
眼
科
医
会
参
与
、
同
地
区
（
新
宿
）
連
絡
委
員
、
東
京

眼
科
医
会
監
事
、
日
本
医
史
学
会
評
議
員
、
新
宿
区
眼
科
医
会
会
長
、

新
宿
区
学
校
医
会
理
事
、
等
々
歴
任
、

昭
和
四
一
年
八
月
一
四
一
九
日
、
西
ド
イ
ツ
国
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
で

開
催
さ
れ
た
第
二
○
回
国
際
眼
科
学
会
に
日
本
参
加
団
の
一
員
と
し

て
出
席
、
帰
途
欧
米
各
地
視
察
、

昭
和
四
三
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
開
催
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
眼
科
学
会

に
出
席
、
東
南
ア
ジ
ア
眼
科
親
善
親
察
、

又
輔
三
十
数
年
間
に
亘
り
、
鹿
児
島
医
学
に
縁
り
深
き
ウ
イ
リ
ア
ム
・

ウ
イ
リ
ス
の
事
蹟
研
究
を
続
行
。

先
生
は
鹿
児
島
の
産
で
、
九
州
男
子
の
典
型
的
の
竹
を
割
っ
た
よ
う
な

人
格
者
で
あ
っ
た
。
九
州
よ
り
笈
を
負
っ
て
京
都
大
学
眼
科
教
室
に
入

り
、
市
川
情
教
授
に
師
事
さ
れ
た
。
そ
れ
で
人
が
い
や
が
る
癩
の
眼
疾
を

、
、
ｊ
／

○
″
“

４
４
今
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口

一

論
文
抄
読
を
指
し
て
い
る
か
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
断
定
で
き
な
い
。
ア
一

閃
①
函
旨
画
匡
の
．
少
．
Ｆ
ｏ
＆
叩
弓
ず
①
ヨ
ミ
冨
詳
①
く
①
旨
⑰
“
○
○
口
。
①
‐
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
時
代
に
な
る
と
、
解
剖
で
有
名
な
エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ー
一

宮
口
い
一
島
崖
２
言
①
の
冒
昏
①
雷
ｍ
８
ｑ
具
昏
①
Ｆ
冑
冒
も
冨
亭
ト
ス
と
ヘ
ロ
フ
ィ
リ
ス
が
乳
朧
管
を
見
て
い
る
が
、
こ
れ
を
静
脈
の
一
一一

○
の
ゞ
旨
の
ｇ
ｏ
匙
閏
の
３
ｑ
》
ぐ
巳
．
届
．
ｚ
○
ぬ
》
層
皇
農
ｌ
岸
震
》

種
と
し
て
い
る
・
ガ
レ
ヌ
ス
は
こ
の
乳
凝
が
門
脈
を
経
て
肝
臓
に
入
り
、

忌
囹
．
肝
臓
で
造
血
が
行
わ
れ
る
従
っ
て
循
環
系
の
中
心
が
肝
臓
で
あ
る
と
い

リ
ン
・
ハ
系
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
他
の
脈
管
系
よ
り
ず
つ
う
学
説
を
た
て
た
。
こ
れ
が
中
世
を
支
配
し
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
の
発
見
に
一一

と
お
く
れ
て
十
七
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。

古
代
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
記
載
の
中
に
リ
ン
パ
管
十
六
世
紀
に
オ
ィ
ス
タ
キ
ウ
ス
は
馬
の
胸
管
と
こ
れ
が
頸
静
脈
角
に

一

数
年
に
亘
り
よ
く
研
究
さ
れ
、
時
に
は
瀬
戸
内
海
の
小
島
に
獺
の
療
養
所

を
た
ず
ね
て
、
泊
り
込
ん
で
よ
く
、
具
に
調
査
研
究
さ
れ
た
。
そ
の
立
派

な
研
究
論
文
を
完
成
さ
れ
て
日
本
眼
科
学
会
雑
誌
に
発
表
さ
れ
、
誌
上
を

に
ぎ
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
を
以
て
京
大
眼
科
よ
り
医
学
博
士
の
学
位
を
お
く

ら
れ
た
。

そ
の
後
、
さ
き
に
は
九
州
よ
り
京
都
に
上
ら
れ
て
研
究
生
活
を
送
ら
れ

た
の
で
、
次
に
は
京
都
よ
り
さ
ら
に
東
京
に
上
ら
れ
て
先
ず
芝
の
岡
山
博

士
の
没
後
の
診
療
所
を
引
受
け
ら
れ
て
戦
争
ま
で
開
業
さ
れ
た
。
そ
の
頃

よ
り
英
人
ウ
イ
リ
ス
の
事
蹟
を
調
査
研
究
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
の
熱
烈
で

し
つ
つ
こ
い
こ
と
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
数
々

の
論
文
を
日
本
医
史
学
会
雑
誌
を
始
め
、
日
本
医
事
新
報
な
ど
に
発
表
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ウ
イ
リ
ス
の
研
究
は
三
十
数
年
に
及
ぶ
永
い
永
い
も
の

で
あ
っ
た
。
先
年
独
乙
国
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
で
国
際
眼
科
学
会
が
開
か
れ

た
時
も
、
筆
者
も
同
行
し
た
が
、
先
生
は
国
際
眼
科
学
会
よ
り
も
ウ
ィ
リ口 ス

の
方
が
夢
中
で
、
一
行
が
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
視
察
中
も
ロ
ン
ド
ン

に
て
ウ
イ
リ
ス
の
事
蹟
を
し
ら
べ
、
そ
の
診
療
所
の
跡
を
た
ず
ね
る
な
ど

の
こ
と
を
一
人
で
な
さ
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。
ウ
イ
リ
ス
に
関
す
る
先
生

の
論
文
は
私
が
知
る
限
り
で
も
二
十
数
篇
を
数
う
る
に
及
ん
で
い
る
。
こ

れ
が
毎
日
の
御
多
忙
の
下
落
合
（
戦
後
、
下
落
合
に
開
業
さ
れ
た
）
の
日

常
診
療
の
間
に
三
十
数
年
の
長
き
に
亘
り
研
究
さ
れ
つ
く
さ
れ
た
。
こ
れ

に
は
地
下
の
ウ
イ
リ
ス
も
驚
い
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
四
四
年
五
月
、
ふ
と
し
た
風
邪
が
も
と
で
肺
炎
を
お
こ
さ
れ
て
幽

明
境
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
二
日
程
前
ま
で
患
者
の

診
療
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
責
任
感
の
つ
よ
い
こ
と
は
何
人
も
驚
く
ば
か

り
で
あ
っ
た
。

御
令
息
は
化
学
専
門
の
理
学
博
士
で
る
。I

～
く
ノ
、
く
Ｊ
、
く
ノ
ー
く
Ｊ
１
く
ノ
ー
く
ノ
ー
く
ノ
ー
Ｉ
〃
も
ｆ
ｊ
Ｉ
ｆ
１
ｌ
ｊ
ｌ
１
ｆ
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論
文
抄
読

シ
一
①
ｘ
自
己
①
同
国
Ｏ
Ｈ
Ｏ
島
邑
・
岳
①
の
巳
の
目
ご
里
〕
吾
①
巨
扁
旨
冨
ロ
〕

弄
庁
①
夛
自
盛
邑
．

昔
日
①
い
〕
○
・
○
○
斤
》
言
》
ロ
．

入
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

十
七
世
紀
に
入
り
、
ア
セ
リ
ー
が
犬
の
乳
嚥
管
と
ア
セ
リ
ー
の
膵

臓
、
つ
ま
り
リ
ン
パ
腺
を
見
つ
け
、
乳
嘩
管
は
静
脈
と
機
能
的
に
異
な

る
も
の
で
吸
収
作
用
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

一
六
四
九
年
に
は
ペ
ケ
が
乳
嚥
管
と
胸
管
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、

従
っ
て
乳
嚥
は
肝
臓
に
直
接
入
ら
ず
頚
静
脈
角
で
静
脈
に
入
る
こ
と
を

発
見
し
た
。

こ
れ
は
ガ
レ
ヌ
ス
の
循
環
説
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
こ
と
に
な
る

訳
だ
が
、
先
の
ア
セ
リ
ー
の
所
見
に
対
し
て
は
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
批
判
的

立
場
に
あ
っ
た
。

リ
ン
パ
管
と
い
う
言
葉
は
一
六
五
二
年
の
ト
ー
マ
ス
・
バ
ル
ト
リ
ン

が
著
わ
し
た
本
の
中
に
く
“
段
々
白
目
昌
呂
と
あ
り
、
こ
れ
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
六
六
年
ル
ィ
シ
ュ
が
リ
ン
パ
管
の
弁
の
形
態
と
機
能
に
つ
い
て
報

告
し
て
い
る
。

し
か
し
、
リ
ン
パ
系
の
問
題
は
す
べ
て
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、

現
在
ま
で
ガ
ン
の
転
位
の
過
程
、
リ
ン
パ
管
静
脈
結
合
の
問
題
が
残
さ

れ
て
い
る
。
（
Ｓ
・
Ｓ
抄
）

当
鈩
冨
シ
ン
ロ
邑
劃
ら
ｇ
ぐ
○
旨
呂
）
ｚ
ｏ

１
Ｊ
I

胃
』
画
④
ｌ
屋
つ

１
１

I，
、
く
く
Ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
１
く
Ｉ
Ｊ
７
１
１
く
く
Ｉ
ノ
Ｊ
１
く
く
く
ｊ
ｊ
７
１
、
く
ノ
ー
～
く
く
ノ
７
う
～
！
く
Ｊ
７
７
う
～
く
く
ｒ
ｊ
ｊ
～
く
く
イ
ノ
ゾ
ー
、
く
く
ノ
ー
く
Ｉ
ノ
ｊ
ｊ
う
ぐ

！
一
八
八
七
年
三
月
十
九
日
号
の
Ｆ
四
目
。
Ｒ
誌
に
ポ
ロ
デ
イ
ン
教
授
の

計
報
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
突
然
の
死
が
悼
ま
れ
た
。

ポ
ロ
デ
ィ
ン
は
生
涯
を
通
じ
て
医
学
と
音
楽
の
二
つ
の
道
を
歩
ん

だ
。
九
才
で
ホ
ル
カ
を
、
十
三
才
で
フ
リ
ュ
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ビ
オ
ラ
の
た
め
の
ト
リ
オ
な
ど
を

作
曲
し
て
お
り
、
同
時
に
実
験
の
好
き
な
彼
の
室
は
手
作
り
の
ビ
ー
カ

ー
や
フ
ラ
ス
コ
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

一
八
五
○
年
十
六
才
の
時
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
の
医
学
校
に
入
っ
た

が
、
そ
こ
に
は
後
年
合
成
色
素
の
分
野
の
基
礎
と
な
っ
た
ア
ニ
リ
ン
誘

導
体
の
研
究
で
名
の
あ
っ
た
呼
巨
旨
教
授
が
お
り
、
そ
の
影
響
を
大

に
受
け
た
。

一
八
五
六
年
・
ヘ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
陸
軍
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
を
終
了
し
た

が
、
こ
こ
で
十
七
才
の
陸
軍
士
官
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
と
知
り
合
っ
た
。

一
八
五
八
年
に
「
亜
砒
酸
と
燐
酸
の
相
似
性
」
の
テ
ー
マ
で
博
士
号
を

取
得
し
た
が
、
師
呼
ご
曰
教
授
は
ポ
ロ
デ
イ
ン
の
音
楽
へ
の
熱
情
を

断
ち
切
ら
ん
と
目
①
且
①
一
の
閏
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
遊
学
さ
せ
た
。

一
八
八
九
年
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
滞
在
中
カ
テ
リ
ー
ナ
・
プ
ロ
ト
ポ
ポ
ー

バ
と
知
り
合
い
一
八
六
三
年
に
結
婚
し
た
。
こ
の
間
有
機
窒
素
の
定
量

法
を
確
立
し
た
。
一
八
六
二
年
ベ
テ
ル
ス
プ
ル
グ
に
帰
り
母
校
の
教
鞭

を
取
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
中
ご
号
。
ご
言
辱
胃
幽
匡
の
ど
（
市
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
。

一
八
六
二
年
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
は
ボ
ロ
デ
イ
ン
を
今
ハ
ラ
キ
レ
フ
に
紹

介
し
た
が
、
パ
ラ
キ
レ
フ
こ
そ
彼
の
音
楽
の
師
と
な
っ
た
。
音
楽
以
外

の
仕
事
と
し
て
女
子
の
医
学
校
へ
の
入
学
運
動
に
熱
心
で
あ
り
、
こ
れ

は
一
八
七
二
年
に
漸
く
実
を
結
ん
だ
。
こ
の
年
に
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
口
短

1

〉

）

）

へ》一（一〈へ一，一一一《一三一〈〈〈一〈〈〈一一へ〈〈〈』一〉）一〈一一
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；

口 口
調
を
作
り
、
オ
ペ
ラ
「
イ
ゴ
ー
ル
公
」
の
作
曲
に
着
手
し
た
。

一
八
八
七
年
再
び
ド
イ
ツ
に
旅
し
、
各
地
の
病
院
や
研
究
所
を
訪
れ

た
が
、
こ
の
時
初
め
て
リ
ス
ト
に
会
っ
た
。
こ
の
後
ポ
ロ
デ
イ
ン
は
化

学
研
究
に
作
曲
に
、
医
学
教
育
に
努
力
を
惜
ま
な
か
っ
た
が
、
一
八
八

七
年
二
月
十
六
日
舞
踏
会
に
出
席
中
突
然
倒
れ
間
も
な
く
死
亡
し
た
の

で
あ
っ
た
。
男
子
一
生
の
仕
事
は
素
質
と
環
境
に
よ
っ
て
最
も
適
し
た

領
域
で
の
活
発
な
確
固
た
る
活
動
に
あ
る
と
い
う
カ
ー
テ
イ
ル
の
言
葉

を
信
ず
る
な
ら
ば
、
医
学
、
音
楽
教
育
と
全
く
異
っ
た
分
野
で
仕
事
を

し
た
ポ
ロ
デ
ィ
ン
の
才
は
決
し
て
浪
費
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

（
Ａ
・
Ｍ
）

論
文
抄
読

冨
四
ｑ
Ｐ
・
国
・
国
『
煙
凰
①
Ｈ
“
吾
①
胃
い
ざ
遇
。
｛
二
】
①
国
２
日
目
一

少
昌
ぐ
ご
旦
昏
①
国
国
冒
勝
凹
冨
①
吾
且
さ
Ｒ
Ｆ
Ｃ
、
巴
園
品

静
巨
ｍ
ｃ
ｑ
蜀
巨
目
目
。
ロ
．
言
の
ｇ
ｏ
昌
閏
の
８
昼
・
ぐ
己
．
式
９
．

届
④
ｌ
曽
蝪
ら
＄

大
脳
皮
質
の
機
能
の
局
在
を
確
認
し
て
い
く
歴
史
に
は
そ
の
活
動
電

位
の
発
見
の
歴
史
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
・

人
間
の
大
脳
皮
質
で
機
能
局
在
が
問
題
と
な
っ
た
最
初
は
犀
Ｃ
Ｏ
蝉
の

言
語
中
枢
で
あ
っ
た
。

大
脳
生
理
学
は
○
○
言
が
除
脳
し
た
犬
を
長
期
生
存
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
こ
と
か
ら
発
展
し
た
が
、
大
脳
皮
質
の
機
能
局
在
に
関
し
て

は
一
八
七
○
年
即
扇
呂
と
国
冒
侭
が
露
出
し
た
大
脳
皮
質
に
電
気

刺
戟
を
与
え
脚
が
動
く
こ
と
を
発
見
し
た
時
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
仕
事

口
は
旬
①
目
①
Ｈ
が
継
承
し
、
大
脳
皮
質
の
様
々
の
個
所
を
刺
戟
し
そ
の

結
果
対
応
し
た
運
動
が
起
る
事
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し

当
時
の
権
威
者
は
大
脳
皮
質
は
単
に
刺
戟
を
通
過
す
る
場
所
に
す
ぎ
ず

白
質
が
興
奮
し
、
次
い
で
基
底
核
が
刺
戟
さ
れ
運
動
を
起
す
と
論
じ
て

い
る
。一

八
四
○
年
頃
よ
り
末
梢
神
経
の
興
奮
が
電
気
的
に
と
ら
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
脳
で
見
ら
れ
た
の
は
一
八
七
五
年

の
国
ｏ
冨
己
ｏ
胃
Ｃ
ｐ
が
家
兎
の
大
脳
皮
質
の
後
外
側
部
が
光
刺
戟
で

電
気
的
変
動
が
起
る
こ
と
を
記
録
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
更
に
十
五
年

後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｐ
（
巨
冷
呼
鼻
が
全
く
独
自
に
犬
の
大
脳
皮
質

が
光
・
音
の
刺
戟
に
対
応
し
て
夫
々
特
定
の
場
所
に
活
動
電
位
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
詳
細
に
報
告
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
大
脳
皮
質
の
知
覚
刺
戟
を
受
け
取
る
部
分
が
限
局

し
て
い
る
事
が
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
た
の
が
ロ
シ

ア
の
国
①
の
胃
の
『
①
ぐ
の
弟
子
、
Ｆ
胃
冒
。
ぐ
で
あ
っ
た
。
彼
は
師
の
理
解

と
援
助
を
う
け
て
実
験
に
技
術
的
改
良
を
加
え
、
家
兎
の
聴
覚
領
に
音

程
の
差
に
よ
る
局
在
性
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

一
方
、
脳
波
に
つ
い
て
は
○
ｇ
ｏ
口
が
そ
の
存
在
を
記
し
、
呼
鳥
は

そ
れ
が
外
部
刺
戟
が
加
わ
っ
た
時
に
号
ゅ
冒
号
目
己
園
昌
○
口
が
起
る
こ

と
を
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
原
因
が
上
行
性
網
様
体
系
の
刺
戟
に
よ

る
こ
と
は
六
十
年
後
の
冒
凋
◎
匡
口
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
Ｓ
・
Ｓ
抄
）

＊

＊

く
く
く
く
１
く
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、一）〉一

書
評
－
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
日
本
な
ど

に
そ
れ
が
著
し
い
が
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
、
・
ヘ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
は

阿
知
波
五
郎
著

夫
々
英
米
の
医
学
の
中
心
地
の
一
で
あ
り
、
著
者
の
研
究
で
は
ペ
ン
シ

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ュ
ー
‐
そ
の
生
涯
、
思
想
、
ル
。
ハ
’
一
ァ
大
学
の
医
学
が
、
明
治
初
期
に
盛
ん
に
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ

そ
し
て
蘭
医
学
へ
の
影
響
Ｉ
て
お
り
、
わ
が
国
は
ゞ
三
で
も
間
接
的
に
プ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

阿
知
波
五
郎
先
生
が
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
（
一
六
六
八
’
一
七
三
こ
の
プ
の
遺
跡
、
そ
し
て
学
続
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
自
分
の
目
で
た

八
、
以
下
ブ
と
略
）
生
誕
三
○
○
年
の
昨
昭
和
四
三
年
か
ら
遅
れ
る
こ
し
か
め
た
い
と
い
う
欲
求
が
、
つ
い
に
著
者
を
外
遊
せ
し
め
る
に
至
つ

と
僅
か
数
カ
月
に
し
て
、
つ
い
に
念
願
の
著
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
た
。
昭
和
四
○
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
綿
密
に
た
て
ら
れ
た
計
画

「
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
函
の
貝
目
冒
胃
関
宮
鯉
ぐ
の
ｌ
そ
と
、
各
地
で
著
者
を
暖
く
迎
え
た
友
人
た
ち
の
好
意
で
、
き
わ
め
て
充

の
生
涯
、
思
想
、
わ
が
蘭
医
学
へ
の
影
響
ｌ
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
著
実
し
た
み
の
り
多
い
旅
行
と
な
っ
た
。
本
書
巻
頭
に
は
こ
の
と
き
の
旅

は
、
文
字
ど
お
り
ブ
学
の
集
大
成
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
わ
が
蘭
医
学
へ
行
記
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
淡
々
と
し
た
筆
致
だ
が
、
著
者
の
よ
る

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
世
界
医
学
史
の
見
地
か
ら
も
は
な
は
だ
興
味
深
こ
び
と
心
の
た
か
ぶ
り
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
来
、
し
か
も
こ
れ
を
読

い
、
か
つ
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
プ
の
医
学
、
思
む
だ
け
で
も
ブ
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
心
に
く
い
ば
か

想
が
わ
が
国
に
ア
メ
リ
カ
と
同
時
代
（
一
七
六
五
）
に
移
入
、
定
着
し
り
の
構
成
で
あ
る
。

た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
つ
ぎ
の
各
章
よ
り
な
る
。
一
、
ラ
イ
デ
ン
学
統
巡
り
二
、

阿
知
波
先
生
は
京
都
で
開
業
す
る
在
野
の
医
史
学
者
で
あ
る
が
、
と

世
界
医
学
史
か
ら
見
た
ブ
三
、
プ
時
代
の
背
景
四
、
ブ
の
思
想

く
に
医
学
思
想
史
と
い
う
根
原
的
な
問
題
を
、
豊
富
な
資
料
と
、
鋭
い
史
五
、
わ
が
蘭
医
学
に
及
ぼ
し
た
蒲
爾
花
歌
の
影
響
六
、
ブ
伝

眼
と
、
卓
越
し
た
語
学
力
で
解
明
せ
ん
と
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
先
生
最
後
の
伝
記
は
言
日
．
団
員
８
口
著
と
さ
れ
る
。
隻
醇
ロ
ン
の
８
匡
員

が
ブ
に
た
ど
り
つ
か
れ
た
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
皇
讐
の
匡
庁
閏
旦
言
昌
冒
嘱
昆
国
の
尉
日
自
国
。
の
『
冨
幽
扇
署
（
ロ
ン

ブ
が
最
初
ラ
ィ
デ
ン
で
男
女
各
六
床
の
ベ
ッ
ド
で
始
め
た
実
地
臨
床
ド
ン
、
一
七
四
三
）
の
訳
で
あ
る
が
、
著
者
は
多
年
こ
の
著
を
探
し
続

教
育
（
一
七
一
四
、
著
者
は
こ
れ
を
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
け
て
き
た
。
そ
し
て
上
記
旅
行
の
さ
い
⑦
‐
津
．
匡
且
①
言
。
日
（
ア
ム

と
表
現
し
て
い
る
）
は
医
学
の
近
代
化
の
一
歩
で
あ
っ
た
。
「
全
欧
州
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
大
学
医
学
部
内
科
学
教
授
。
現
在
も
っ
と
も
著
名

の
師
表
」
と
仰
が
れ
た
彼
の
も
と
に
は
優
れ
た
人
々
が
集
ま
り
、
の
ち
な
ブ
学
者
の
一
人
。
昨
年
ブ
に
関
す
る
著
書
公
刊
。
本
書
に
序
文
を
寄

に
ラ
ィ
デ
ン
学
統
と
よ
ば
れ
た
巨
大
な
学
統
を
築
い
た
。
と
く
に
ウ
イ
せ
て
い
る
）
よ
り
、
同
教
授
蔵
の
同
書
の
コ
ピ
ー
を
贈
ら
れ
た
の
を
邦

１
１

口
口
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～

く
①
１
酌
岨
苣
ロ
ョ
」
を
座
右
の
銘
と
し
、
物
理
学
的
、
数
学
的
世
界
観

を
医
学
に
導
入
し
（
た
と
え
ば
顕
微
鏡
、
体
温
計
な
ど
の
最
初
の
臨
床

的
応
用
）
病
理
解
剖
を
重
視
し
、
人
体
に
お
け
る
原
子
論
的
実
体
把
握

に
努
力
し
た
。
彼
は
化
学
者
、
植
物
学
者
（
な
お
リ
ン
ネ
と
は
特
別
の

関
係
に
あ
っ
た
）
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
哲
学
、
宗
教
に

も
格
別
の
関
心
と
素
養
が
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
多
面
的
な
才
能
と
活

躍
を
示
し
た
ブ
を
思
想
家
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
た
。

彼
を
う
き
ぽ
り
に
す
る
た
め
に
多
彩
な
人
々
が
登
場
す
る
。
ス
ピ
ノ

ザ
、
ロ
ッ
ク
、
デ
カ
ル
ト
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
シ
デ
ナ
ム
、
ボ
イ
ル
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
ら
の
各
で
あ
る
が
、
浅
学
の
悲
し
さ
、
著
者
が
か
な
り
の

力
点
を
お
い
て
説
く
こ
の
部
分
を
読
み
こ
な
し
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
だ

け
の
能
力
が
な
い
。
と
も
あ
れ
、
著
者
は
ブ
の
行
な
っ
た
ベ
ッ
ド
サ
ィ

ド
。
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
近
代
化
の
萠
芽
が
す
べ
て
胚
胎
さ
れ
て
い
る
と

し
、
彼
の
医
学
が
血
の
通
っ
た
患
者
ｌ
人
間
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
に
大
き
な
共
感
を
覚
え
て
い
る
。

著
者
は
あ
る
と
き
坪
井
信
道
の
稿
本
「
蒲
爾
花
獣
、
万
病
治
準
」

一
二
冊
（
一
八
二
七
）
を
入
手
し
た
。
同
じ
こ
ろ
京
大
で
§
フ
著
の

。
《
冒
昌
号
。
①
”
》
ゞ
（
ラ
テ
ン
語
）
の
蘭
訳
本
（
新
宮
凉
庭
の
手
択
本
）
を

見
出
だ
し
、
さ
ら
に
東
北
大
で
ブ
著
《
芦
吾
○
号
且
》
ゞ
の
蘭
訳
本
２
餌
邑

⑫
君
国
①
ロ
の
注
釈
入
り
）
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
信
道
の
訳
し
た
の
は

後
者
、
す
な
わ
ち
「
蔵
言
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
、
ブ
を
正
式
に
わ
が

訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ブ
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
・
ハ
タ
ー
ン

の
人
（
冨
弓
・
§
庸
咳
ｌ
普
冒
冨
昌
１
国
・
鴎
冨
豐
個
ｌ
胃
や

一
“
且
Ｉ
Ｃ
“
一
の
己
で
あ
り
、
「
単
純
は
真
理
の
し
る
し
な
り
陸
日
亘
の
縄

一

ｊ
ｊ
ｊ
７
ｊ
ｊ
ｊ
～
～
～
～
～
１
く
Ｉ
く
く
く
く
～
～
～
～
～
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
７
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｌ
Ｉ
く
ｌ
Ｉ
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
で
（

国
に
紹
介
し
た
の
は
坪
井
信
道
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
信
道
の
「
万
一

病
治
準
」
の
他
に
新
宮
凉
庭
の
「
万
病
治
準
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一一

《
侭
冒
望
国
○
国
①
“
》
・
の
訳
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
著
者
は
存
在

そ
の
も
の
そ
否
定
し
、
涼
庭
は
原
書
を
参
考
書
に
用
い
た
が
訳
著
は
な

い
。
強
い
て
い
う
な
ら
「
血
論
」
「
生
理
則
」
の
二
（
と
も
に
写
本
）
一一

が
抄
訳
本
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
坪
井
信
道
に
「
診
候
大
概
」
の
著
が

あ
り
、
こ
れ
は
近
代
医
学
的
な
も
の
と
し
て
従
来
よ
り
高
く
評
価
さ
れ

る
が
、
訳
著
で
あ
る
と
す
る
者
が
多
い
。
著
者
は
こ
れ
に
対
し
信
道
が
一

万
病
治
準
訳
了
後
、
そ
の
全
巻
を
よ
く
消
化
し
た
上
で
、
改
め
て
大
意
一

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

一

そ
の
他
、
プ
お
よ
び
そ
の
学
統
諸
家
の
著
お
よ
び
そ
の
思
想
が
蘭
医
一

を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
小
森
桃
鳰
、
吉
田
長
淑
ら
の
論
著
に
よ
り
、
一
一一

八
世
紀
中
葉
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
に
か
け
て
盛
ん
に
紹
介
、
受
容
さ
れ

る
史
的
過
程
を
明
快
に
述
べ
て
い
る
。

本
書
は
英
文
抄
録
ま
で
付
し
た
学
術
書
で
あ
る
が
、
各
章
ト
ピ
ラ
に
一

は
各
々
異
な
っ
た
プ
像
を
配
す
る
な
ど
、
著
者
の
ブ
ヘ
の
傾
倒
ぶ
り
、
一

本
書
に
か
け
た
な
み
な
み
な
ら
ぬ
熱
情
が
、
各
所
は
ほ
と
ば
し
り
で
て
一一

い
る
。
筆
者
は
し
か
し
つ
ね
に
冷
静
を
保
ち
、
慎
重
に
発
言
し
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
あ
と
が
き
の
中
で
「
現
在
の
日
本
の
医
界
で
プ
を
顕
彰

一

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
よ
し
一
個
人
だ
け
を
顕
彰
す

る
こ
と
が
無
意
味
だ
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
せ
め
て
ブ
医
学
な
り
、
ラ
ィ

デ
ン
学
統
医
学
を
検
討
す
る
動
き
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
一

こ
れ
さ
え
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
現
在
の
若
い
医
学
徒
の
間
に
一

プ
を
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
若
い
医
一

学徒にそうした余裕がないのでありましょう」と述べざるを・－．－．－‐！‐，’１９ｒ・１，．、くくく〃、く／ｉくくくくｆ７、くくくくくく，～くく，
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－一

口
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
永
年
に
亘
っ
て
西
洋
医
学
思
想
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て

調
査
、
研
究
を
続
け
ら
れ
て
来
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
本
書
は
ま
こ

十
八
世
紀
の
巨
大
な
医
学
者
と
し
て
一
世
を
風
扉
し
た
ヘ
ル
マ
ン
。

ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
に
関
す
る
表
記
の
本
が
篤
学
の
人
阿
知
波
博
士
に
よ

っ
て
著
わ
さ
た
。
こ
れ
は
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
生
誕
三
百
年
を
記
念
し

て
企
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
著
者
の
あ
と
が
き
の
日
付
け
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

阿
知
波
博
士
は
本
誌
に
度
々
掲
載
さ
れ
た
研
究
論
文
に
よ
っ
て
も
知

書
評

え
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
提
言
を
き
い
て
い
ま
す
ぐ
に
立
ち
あ

が
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
現
在
の
華
や
か
な
出
版
文
化
を
背
景
に
、
こ
の
価
値
高
き
書

が
自
家
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
。
こ
の
壮
挙
に
対
し
、
評

者
は
著
者
が
本
書
中
で
ブ
が
名
著
の
復
刊
な
ど
を
し
た
と
こ
ろ
で
述
べ

て
い
る
つ
ぎ
の
こ
と
ば
を
、
そ
の
ま
ま
著
者
に
さ
さ
げ
た
い
と
思
う
。

「
こ
の
（
復
刻
や
）
自
家
版
に
費
し
た
金
額
は
巨
額
に
上
る
。
こ
の

（
多
数
の
）
出
版
の
壮
挙
は
知
性
だ
け
で
は
な
く
、
よ
ほ
ど
の
学
問
に

対
す
る
熱
情
と
決
断
と
実
行
力
の
結
果
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

（
昭
和
四
四
年
、
東
京
、
緒
方
書
店
。
Ｂ
５
判
、
一
二
五
頁
。
横
組

写
真
六
四
、
表
八
希
望
者
は
日
本
医
史
学
会
へ
。
頒
価
千
円
）

（
長
門
谷
洋
治
）

阿
知
波
五
郎
著
「
ブ
ル
ー
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
そ
の
生
涯
、
思
想

そ
し
て
蘭
学
へ
の
影
響
」

口 こ
の
た
び
、
阿
知
波
五
郎
氏
は
日
本
医
学
会
よ
り
日
本
医
師
会
最
高

優
功
賞
開
業
医
師
で
あ
っ
て
学
術
貢
献
著
し
い
功
労
者
を
受
賞
さ
れ

た
。
こ
れ
は
日
本
医
史
学
会
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
、
慶
賀
の
至
り
で

あ
る
。
（
編
集
委
員
記
）

と
に
よ
き
著
者
を
得
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
の
記
述
は
六
編
に
分
れ
て
い
る
。
第
一
編
ラ
イ
デ
ン
学
統
巡

り
、
第
二
編
世
界
医
学
史
か
ら
見
た
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
、
第
三
編

ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
時
代
の
背
景
、
第
四
編
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
思

想
、
第
五
編
わ
が
蘭
学
に
及
ぼ
し
た
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
影
響
、
第

六
編
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
と
な
っ
て
い
る
。

各
編
共
い
ず
れ
も
珠
玉
の
佳
編
で
あ
る
が
私
共
に
と
っ
て
こ
と
に
重

要
で
あ
り
、
と
り
分
け
あ
り
が
た
い
の
は
そ
の
第
五
編
で
あ
る
。
こ
の

編
で
博
士
は
博
引
考
証
、
つ
い
に
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
医
学
説
の
わ
が

国
に
お
け
る
最
初
の
形
跡
を
つ
き
と
め
ら
れ
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
博
士
の
こ
れ
に
つ
い
て
の
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
そ
の
労
を
多
と
し
て
敬
意
を
新
ら
た
に
表
し
た
い
。
（
Ｒ
・
Ｏ
）

＊

＊

＊

I i
＊

＊

口
＊

I
）〉〉）一）一一一一〈一一一｛）一一
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体
と

の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
一
五
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
推
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は
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会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
授
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
）
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
末
日
）
と
す
る
。

締
切
は
発
行
月
の
二
か
月
前
と
す
る

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
英
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
英
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
三

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
七
枚
）
ま
で

は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
一
印
刷
ペ
ー
ジ
あ

た
り
一
五
○
○
円
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
紙
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
。
別

刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
授
室
内
日
本
民
史
学

今
云

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
（
委
員
長
）
石
原
明
杉
田
揮
道
大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
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第
二
二
回
国
際
医
史
学
会
総
会
開
催
に
つ
い
て
去
る
四
月
十
九

日
（
土
）
に
。
ハ
リ
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
左
記
の
事
項
が
決
定
さ

れ
た
。開

催
地
ル
ー
マ
ニ
ア
国
、
ブ
カ
レ
ス
ト
及
び
コ
ン
ス
タ
ン
ッ
ァ

開
催
期
日
一
九
七
○
年
八
月
三
○
日
’
九
月
五
日

会
長
ぐ
堅
酔
旨
国
Ｃ
Ｆ
Ｏ
⑦
シ
教
授
（
国
際
医
史
学
会
副
会
長
）

副
会
長
国
の
旨
○
口
の
ご
ロ
弓
同
の
○
口
教
授

幹
事
く
い
ｍ
号
冨
シ
ｚ
○
国
ご
博
士

事
務
局
〆
潤
目
の
。
。
畠
思
い
旨
蔚
Ｒ
国
呉
旨
巨
昌
亀
ご
切
目
『
①
号

一
回
Ｒ
ど
の
口
の
９
口
①
）
ロ
ロ
芦
○
目
の
い
の
ｃ
ｇ
の
芹
色
は
｝
①
Ｈ
』
①
の
ご
一
国
庁
①
嶽
口
①
』
旨
昌
①
》

聾
３
号
卑
○
鴨
鮠
巨
巨
画
ｌ
こ
》
国
ど
の
Ｐ
宛
屈
切
目
（
”
○
巨
日
四
日
画
）

テ
ー
マ
一
、
医
学
の
本
分
（
忌
目
旦
侭
融
日
殴
旨
匙
①
）
の
歴
史

テ
ー
マ
一
、
医
学
の
本
分
ａ
ｇ
ｐ
且
合

四
、

五
、

演
題
締
切

抄
録
締
切 二

、
民
間
療
法
の
科
学
的
価
値

（
発
表
は
一
人
一
題
、
十
分
以
内
）

参
加
費
国
際
医
史
学
会
々
員
は
四
十
ド
ル
、

国
際
医
史
学
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

三
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
し
て
の
ル
ー
マ
ニ
ア
と
世
界
各

国
と
の
医
学
的
関
係

そ
の
他

ロ
ー
マ
帝
国
の
諸
地
方
の
医
学

一
九
六
九
年
九
月
十
五
日

一
九
六
九
年
十
二
月
三
十

一
人
一
題
、
十
分
以
内
）

一
月
三
十

一
日

非
会
員
四
五
ド
ル
、

会
員
同
伴
者
二
十
ド
ル

会
期
中
に
学
会
発
表
の
他
に
音
楽
会
、
遠
足
な
ど
の
催
し
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

更
に
、
一
九
七
二
年
の
第
二
三
回
国
際
医
史
学
会
総
会
は
イ
ギ
リ

ス
が
候
補
地
と
な
り
、
会
期
は
九
月
頃
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

時
の
テ
ー
マ
は

一
、
医
学
へ
の
英
国
の
貢
献

二
、
英
国
の
医
学
と
諸
外
国
の
医
学
と
の
関
係

三
、
医
療
看
護
（
い
○
旨
い
日
陛
旨
昌
×
）
の
歴
史
ｌ
病
院
、
社
会
医

学
、
地
方
お
よ
び
国
家
的
構
想

四
、
そ
の
他

で
あ
る
こ
と
が
勺
○
国
ｚ
月
岡
罰
博
士
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

尚
、
国
際
医
史
学
会
々
費
は
年
間
四
ド
ル
で
す
。
同
会
入
会
希
望

者
お
よ
び
国
際
医
史
学
会
総
会
参
加
希
望
者
は
日
本
医
史
学
会
事
務

所
ま
で
に
御
申
出
く
だ
さ
い
。
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幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

安
芸
基
雄
石
田
憲
吾
今
市
正
義

岩
治
勇
一
王
丸
勇
大
塚
恭
男

金
城
清
松
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

清
水
藤
太
郎
杉
田
暉
道
鈴
木
宜
民

高
木
圭
二
郎
高
山
担
三
田
中
助
一

津
田
進
三
中
泉
行
正
中
沢
修

中
山
沃
長
門
谷
洋
治
服
部
敏
良

日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
鈴
木
宜
民

常
任
理
事
石
原
明
大
烏
蘭
三
郎

理
事赤

松
金
芳
阿
知
波
五
郎
今
田
見
信

石
川
光
昭
内
山
孝
一
大
久
保
利
謙

大
塚
敬
節
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

岡
西
為
人
蒲
原
宏
佐
藤
美
実

杉
靖
三
郎
鈴
木
正
夫
鈴
木
勝

宗
田
一
竹
内
薫
兵
津
崎
孝
道

戸
苅
近
太
郎
中
野
操
三
木
栄

矢
数
道
明
吉
岡
博
人
和
田
正
系

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌
五
巻
一
号
（
復
刊
一
号
）
ｌ

昭
和
二
九
年
ｌ
か
ら
十
四
巻
四
号
ｉ
昭
和
四
三
年

ｌ
ま
で
の
パ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
揃
い
を
一
万
五
千
円

一
巻
を
千
五
百
円
、
一
号
を
四
百
円
の
会
員
価
格

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。
御
希
望
の
方
は
日
本
医
史

学
会
事
務
所
宛
に
申
込
み
下
さ
い
。

第
七
○
回
日
本
医
史
学
会

総
会
記
事
追
加

江
戸
時
代
に
お
け
る
京
都
大
阪
の
歯
科
医
に
つ

い
て
御
の
質
疑
に
対
す
る
応
答

大
阪
市
杉
本
茂
春

一
、
歯
と
牙
の
区
別
に
つ
い
て
寛
政
十
一
年
嘉
永

七
年
刊
無
冤
録
述
の
中
に
上
下
牙
歯
牙

ハ
ヲ
ク
バ
歯
ハ
マ
ヘ
バ

と
明
記
し
て
い
る

一
初
学
人
身
窮
理
（
明
治
九
年
刊
）
に

上
下
八
枚
ノ
前
歯
ヲ
「
イ
ン
シ
ッ
ソ
ル
」
卜

云
上
次
ノ
上
下
四
枚
ヲ
ヨ
ス
ピ
ッ
ト
」
卜

山森松福
下 木島

喜 明義
明優知一

藤
野
恒
三
郎

三
浦
豊
彦

谷
津
三
雄

山
田
平
太

丸
山

三
廼

山
形

敞俊
一一博

云
上
次
ノ
上
下
八
枚
ヲ
「
バ
イ
コ
ス
ピ
ッ

ト
」
卜
云
上
次
ノ
上
下
八
枚
ヲ
「
モ
ラ
ル

ス
」
卜
云
フ
又
別
二
上
下
四
枚
ノ
奥
歯
ヲ

「
ウ
イ
ズ
ト
ム
」
ト
云
う

と
あ
る

ハ
ヌ
キ

ー
、
牙
料
に
つ
い
て
瘍
科
秘
録
に
「
牙
科
」
歯
を

ハ
ヌ
キ
ヤ

抜
く
器
具
を
「
牙
科
矢
」

と
あ
る

一
、
種
歯
（
い
れ
歯
入
歯
）
に
つ
い
て

陸
海
の
詩
「
ト
レ
塚
治
レ
棺
輸
二
我
快
一
染
し
鬚

種
レ
歯
笑
二
人
瘻
一
」
の
自
註
「
近
聞
レ
有
云
医

以
レ
補
二
堕
歯
一
為
し
業
者
上
」
と
あ
る

昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
四
年
十
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
十
五
巻
第
三
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
峰
霊
史
檸
曠
鼎
三

印
刷
者
柏
原
義
治

発
行
所
日
本
医
史
学
会

東
京
都
文
京
区
本
郷
一
ノ
ー
ノ
ー

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

教
室
内

郵
便
番
号
一
一
三
番

振
替
東
京
一
五
二
五
○
番
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andtoprepare forHarvard. Hebecame illwith fever inFrance anda

largecarbuncledevelopedinhisrightarmpit. Thistumorwas incisedand

drainedbytwoFrenchdoctorsnamedPeauandVillon・Theabscesswould

not heal, and the boybecame progressivelyworse.Hewasmovedto

LOndon・ Therehewas attendedby several famousLondondoctors,

includingSirJamesPaget. Theboygraduallybecamecachecticandthe

causeofdeathwas《rcarbunclewithpleurisy."Howmuchthisextroardinary

personmighthavecontributedtothewelfareoftheworldifhislifemight

havebeen savedbydrugs likePenicillinandStreptomycin isanyone's

conjecture; thesamemaybesaidofhisUncleWillie.

AfterJack'sdeath, RobertLincolnwas despondentmuchof the time,

andamanservantwasconstantlyathissidetopreventapossible suicide.

Hediedatage83athissummerhomeinNewHampshire, ofacerebral

hemorrage.

Aristotlesaid, ineffect, that thereasonwhypeople enjoy tragediesis

that thepainfulactions andproblemsbfothers, whichexcitepityand

fear intheobserver,maypurgehimof theseemotions.Perhapsthegreat

popularityof theLincolnfamilystorymayinpart be explainedby this

Aristotelianhypothesis. Certainlynofamilyhas sufferedanddiedmore

sadlythandidtheLincolns, andnoneseemslesstohavedeservedsucha

fate. PerhapsgrievancefortheLincolnsmaychallengeusall toincreased

sympathy, ruthandcompassion．（小野讓抄録）

本稿の内容は日本医史学会の昭和44年1月例会で報告した。
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professorofMedicineinGeorgeWashingtonUniversity, wastheLincoln

familydoctor･ Williebecameprogressivelyworseanddiedl7days later.

Itwouldappear.tousmore probablythathediedfrompneumonia, and

thathehadbeenweakenedbypreceding, recurrentrespiratoryinfections.

MuchmorehasbeenwrittenaboutThomas (Tad)Lincoln thananyof

the otherbrothers. Dr.Wallace alsoofficiatedat hisbirth inl853.

"Tad's'' fathersaidthathehad"aheadlikeatadpole."Hehadamild

cleftpalateandtalkedwithalisp. Hewasmischievous, incorrigibleand

wouldnotstudy.LikeWillie,hehadfrequentboutsoffever.Hewassick

whenWilliediedinWashingtonandhewas scheduledtoaccompanyhis

fathertoGettysburgonthedayofthefamousspeech,butbecameilland

couldnotgo.

Lincolnwasmurderedatage55justastheAmericanCivilWarwas

concludedandat theheightofhisworldprestige. AfterthePresident's

death,MaryLincolnwasdistraught, restlessandgenerallymixed-up. She

sailedforEurope inl867toplaceTadunderEnglishandGerman tutors.

Tadwas sicklymost of the time anddeveloped signsofpulmonary

tuberculosiswhilehewas inEurope.He andhismother returned to

Chicago inl871. Tadwasunder the careof several famousChicago

physicians, includingDr.N. S. Davis, oneof the foundersof theAMA

aswell asofNorthwesternUniversityMedical School.WhenTaddied

inJulyofl871, at theageofl8, theofficial diagnosiswas <<pleurisyand

dropsyof thechest," but there seems little doubt today that he had

tuberculosis･ Tad'sdeathlaterprecipitatedacompletenervousbreakdown

inhismother, causinghertobecommittedtoaprivatesanitarium.

RobertLincoln､heoldestson,livedtotheripeageof83.Heremained

aloof, was considered somewhat eccentric, and is saidtohave been

embarrassedbyhis father'sbackwoods background. RobertLincolnhad

contactwithsomeof thegreat names inChicagomedicine, suchas

Billings,BevenandMurphy.

Oneofthemost lamentableprematuredeathswas that ofAbraham

Lincolnll, called､'Jack,'' sonofRobert. Jackwassaidtohavebeena

trulygifted, precocious child, the reincarnationofhis grandfather and

namesake.Whilehisfatherwas servingasAmbassador totheCourtof

St. James inLondon, JackwassentVersailles inordertostudyFrench
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tocallonseveralprominentdoctors as familyphysicians・ Itappearsthat

themost frequent prescriber for theLincolnfamilywasamateurAbe

himself. Hemade frequent purchasesataDrugStore, theaccounts of

whichhavebeenpreserved.AmongthemedicinesthatLincolnpurchased
were castor oil, calomel,Dr. Jaynes' carminative,Brown'smixture,

フ

coughcandy, spirits of camphor, glycerine, ipecac, paregoric,Wright's

pills, pennyroyalandmuchbrandy.

OfAbe's andMary's four sons, onlyRobert reachedmaturityand

Robert'sonlyson,AbrahamLincolnll,diedat theageofl6.
RobertLincolnwasbornintheGlobeTaverninSpringfieldexactlynine

monthsafterthehecticmarriageofhisparents. Atthat time,Dr.Anson

G.HenryhadbeenastudentofthegreatDr.DanieldDraheofCincinnati.
Mrs.LincolnwrotethatDr.Henrywasherdearest friend.

Robert was an introspective, undemonstrative, shyyouth,whohada

divergent eye・Whenhewas fifteenyearsold, hewasbittenbyadog
presumedtobemad. HisfathertookhimtoTerreHaute,Ind., tohave
amadstone appliedto thewound, todrawout thegreenpoisonand

preventhydrophobia.

When the next son, EdwardBaker (LittleEddie) came along, the

Lincolnswerebecomingprosperous. Eddiewassaidtobea，､sweet'' boy.

His death, whichoccurred inl850, was perpetually lamentedbyhis

parents. InLincoln's farewell address tohis friends inSpringfield, he
said, <IHerelhave livedaquarterof acentury-andhereonechildlies
buried."Lincolnhimselfwrotethat theboywassick fifty-twodaysand

thathediedfrom<!consumption"・BrotherTadprobablydiedfromTBand

Willie、theotherbrother,diedfromsometypeofrespiratoryinfection. It

seemsprobablethatRobert'sson,Abrahamll,mighthavehadtuberculous

empyerna.

Thethirdson,WilliamWallaceLincoln, 《tWillie,''wasborninl850,

not longafter thedeathofEddie. Hewas namedafterDr. William
Wallacewhowasbythis timethefamilydoctor. HeofficiatedatWillie's

birth.Williewasahandsome,precocious,energetic andlovableboy. He

sufferedrepeatedlywithspellsof fever.

AboutayearaftertheLincolnsweresettledintheWhiteHouse,Willie
contracted a coldwhile hewas ridinghorseback･ Dr.Robert Stone,
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ABRAHAMLINCOLNS

FAMILYDOCTORS

E.F.Pearson,M.D.

Springfield, Illinois,U、S、A.

Theessential elementsof earlyGreek tragedies restedonan inner

triumphinspiteofoutwarddefeat.TheLincolntragedyisquiteopposite,
withoutward triumphsthathave favorably influenced the entirehuman

racebut brought complete inner defeat anddeath toLincoln andhis

family. ThesublimetragedyoftheLincoln familystoryreaches itsfull

impactwhenwe recall the lamentable earlydeathsoffourofthefive
Lincolnsons.

Nearlyeverything thatevenremotely involvedAbrahamLincoln isof

great interest aroundtheworld. MorehasbeenwrittenaboutLincoln

thananyotherpersonwhohas livedon thisplanetwiththepossible
exceptionofJesusChrist.

Abewasastrongyoungman, but becamea self-styledhypochondriac

andhad several fitsofdeepdepression， Hesufferedgreatlywitheach

ofhischildren's illnessesanddeaths. HiswifeMarywas avivacious，

gracious andextraordinarilyambitiousyoungwOman. Shewasforcedto

watchthreeofherfoursonsdieandtoseeherhusbandmurdered，These

bombardmentsofpsychictraumacompletelybrokeher. Shewascommitted

forawhiletoamentalhospitalandher lastyearsweremostunhappy.

Thehealthproblemof theLincoln familyencompassed the amazing
periodoftransitioninmedicinefromthebackwoodsofKentuckvandthe

ruggedfrontiertownofNewSalem, throughtherisingstatusofmedicine

andincreasinglywell educateddoctors inSpringfield, ontocontactwith

sophisticatedl9thCenturymedicineinEuropeandvigorousyoungChicago.

Lincolnhimselfhadclosepersonal relationshipswithmanydoctorsof

strongpersonality,andthefamily,while livinginSpringfield, hadreason
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臣三二診断と治療社の四大臨床雑誌＝

診断と治療
臨床家,医学研究書必読の綜合臨床誌.毎号特集に重点をおき,臨床

講議，目て．みるページ． 国I祭治療言炎話会， 臣品床ｲ列．臨床研究等盛沢山一.‐

日進月歩の医学を知る好伴ｲ呂一毎月毎月自然血となり肉となる絶好の

綜合臨床誌．
予約購読米斗半年2100 1年4200

産禾斗と婦人禾斗
3o有余年の歴史をもつ産科と婦人科の臨床.誌.特集号は申すまて・もなく

綿説，臨床石升究，他科との接点．ダイジェスト, SlideCOnferenCe,症｛列，

薬斉Iの臨床等多‘l亡な日常の先生もこれだけは是非目を通して項きたいも

のば力、り．
子約購言売米斗半年|800 1年3600

'j、児禾斗影彦療
特集．診療と研究．海外ﾉ｣､児科展望．学会抄録等小児科医が日常診療

に従事する上に必要な言今断治療のすべての問題を余すところなく提供，
本書【二よって良心的な小児科診療を1 1

予約購読米斗半年|800 1年3600

タト 禾斗 診療
外科の核心は手ｲﾎﾃである‐毎号特集[二焦点を合わせCIinicolConference

他，多くの写真，．図をもって解説してあり，外科，整形外科，泌尿器科

医必携の外科臨床言志．勿論すべてアーI、紙使用．

予約購読料半年2100 1年4200

月閏 と 多壱 這這
小児神経学・発達医学および関連領域に関するすぐ･れた糯話t‐原著論

文の他，この領域の展望・速報・紹介言己事などを掲載．

毎年4，7, 10 " 1月発行編集 日本,l､児神経学研究会

予約購読料半年1000 1年2000
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●緊急症処置のすべて／
医歯薬出版株式会社

東京郡文京区本駒込1 -7-10
種雨巨穿〈03）q“－3F31 イ大代｝／振努建束］816

緊急に論班をしなければ死にいたる救急捌側とその処iifILのすべて

を染めたもの。urgency処i樹の亜要性一コツー lうﾐ学的インテレッセ

を医家に1一分‘認識させ，節1級・第2級の緊急:雌には，この誰でい
けという決定的な示唆を与えるきわめて火1M的なシリーズである。

内外の文献を渉猟し，1台罐方法を耐潔に佃条iIキきにまとめ．シェー

マを蝋富に使って．明快かつ実験的に詳述したの力琿狩長となっている。

図害目録進呈・乞誌名明記

ドン｝ 心電図プログラム演習
S,G･オーウェン著二二戸唯堆沢

心電図理論と解銃のために作ったもので．

初歩の理絵から高度な解醜方:圭まで，一定の

プログラムに従って．推理のよろこびも味わ

いながら験理的に学ぶことができる。原著は

･･BritishMedicaI Journal'' をはじめ多くの

医学雑誌で．心電図を学歩うえできわめて独

倉I的な方ﾗ去を述べプニものとLて推奨されプニも

ので，欧米において絶黄をあびてし，る。

ロ内容ロ轄本とむろ考え方験弱等胸

部砺導心室肥大脚ブロック診断の滴.＆ ．

P波T波Sr 心筋硬塞心臓ブロック

不垂脈

A5判200p図200／\2，500〒90

,心電図の動的観察
一異常像解釈の基本的態度一

本鵬均著

現在のpattBrnが過去(ﾆどんな姿であった

か.将来どのように変転Lてゆくかをみる心

電図の.､動的観察,・は,単純な ,､静的観察'･

では不明瞭な時の診断に欠かせぬ方法である

がほとんど行なわれていない｡本書は，この

時間的追跡を詳解したわが国初の集績で．数

多の図を随所に用いて理解を助けているが，

とくに28の症例については, '00に余る追廊

図によって細かく観察を試みている。

口内容口心地図の動的醜案,し麺図の￥1暁

の問題点心筋硬塞をめ〈~ろ猪問題心筋規,

垂の一般的経過些少の変形商血圧症の.U

電図の問題点その他の可逆性ST-T変形

運動負荷反応の問題点＃貝拍発作一過Iユル叩

ブロック

B5半l 188p／Y2.900〒90

γ－グロブリン
C､A、ジャネゥェィ 11か箸商礁 i白二匙娠

検章や診断の新しい方法とLて注目を浴び

ているγ一グロブリンについて，その組成や

性質.現在確立されているγ－グロブリンに

よる治療法や.予防の目的のγ－ク．ﾛプリン

の垂,種々のビールスや細菌感染の減弱化な

ど,数多くの実験を踏まえて簡潔【ニロ己述しだ

もの。免疫グロブリンの掴造と機能．種々の

蔑γ一グロブIノン血症．低γ一グロブリン皿

引定状態の解明などの適切な理解と,高度でし

かも実用的な知識吸収に好適である。

ロ内容一］ 免疫グロブリンの摘造と合成

海γグロブリン血痙抗体欠乏症候群γゲ
ロブリンの端崇への応琳

A5判160p／\1,500〒70

病気と食生活シリーズ
ー全12巻一 〔各B5変形\580〒90）

日本回胃館醜会坦定室害

譲1回配本⑦アレルギーと食生活
第2回配本(61妊産婦の食生活

第3回配本①胃腸病と食生活
【銃干'1〕 衝､肝魔病Gﾉ腎屋癖Q､糖最病⑥感而屋

C心轟洞⑨肥満窪⑪幼児期⑪老年期哩雁而岸

－損傷編－

1 ．総論・胸部損傷麗悪雛皆
口内容口総輪救急医療の概念災害現場におけるfirstaidと集団事

故の救急体制 Resusctation急性呼吸不全，外傷における急』|生肺合併症

輪液法,輸血法,栄養法熱編,理学的損傷,化学的ｷ員ｲ幕，咬束Ij症救急

における感染問題とその対策ｼｮｯｸ意識障害胸部損傷胸部損傷

の展望胸壁の外傷気胸，皿胸．気血胸，fIal l chesT気管一気管支損傷

食道損爆肺損爆胸部大血管損傷心損蛎横隔膜損傷および胸部外科

からみた胸腹合併損爆

B5半リ 400p／写真50．図100／Y4，000〒120

2．腹部損瘍簿燕鯉
口内容口腹部損偏腹部襖傷の展望腹部損傷腹部損爆の一般的治

療法．術後合併症，予後 キ黄隔膜損傷．脾臓損1易， ThoracoabdominaI合

併損傷腹壁，大綱，腸間腰の損傷腹部食道，冑.＋＝指腸．空腸のｷ員

爆腹部内臓の童榎損隔と合併撹爆について肝，胆管，胆嚢損傷膵擬

編腎から尿道までの泌尿器損傷, 男女内外性器損傷，後腹膜損傷, abdo-

minaI apoplexy骨盤損傷

B5判380p／写真15．図110／Y4，000〒120

3．神経系外傷澪簾署珂毎
口内容口脳，頭壷頭部外爆の死因と病理頭部外爆急性期の臨床診

断法頭部外慨急性期の補助診断；去頭部外爆急性期力､らみた予後判定

頭部外傷急性期の治療脊髄，脊柱脊髄外傷の死因と病王里脊髄外傷急

性期の臨床診断法脊髄外爆急｣|生期の治療末梢神経外傷と回復急'1生

期の診断急‘|生期の治療etc・

B5半'1予価v4．000

臨床医の漢方
木F繁太期鎌江真而．著

誕方の論;朕鋤恥に灘｜Iした苦行力輩，現代Iｼﾐ学の挑礎を蹄まえながら，

まず新錐とIljl様拠ﾉﾉ錐をひとつずつ他っては知るということから好iめて，

11雄,珍縦に細み入ｵしたその体験をもとにしてきわめて爽雌的な瀧方をま

とめたもの。除賜髄行などのむずかしい瀧方HlI倫から入る解1塊,Iキと遮っ

て．呪代lうぐ．.脚11締で簡潔に述べた臨床家Ⅱjの瀧ﾉj火雌,IFといえよう。

［.内容口序瞳日裾齢療のなかでj糞方薬をどう使うか一般治療と漢方併用の問題漢

方挫斉1の知識－その買い方.便し､方私たちの臨床経験から症例報告とまとめ一かぜ定

イ其群大葉性肺炎胃下垂低血圧て下知しや．J-ぃ 日常よく使われるj箕方華 もっとも基本

的な漢方薬'5檀(基本15方） 蓮根j易小紫胡場大紫胡湯その他の頻用j糞方薬そのI （28

斗■） 安中散人参甥(理中渇） 乎冑故その他の頻用‘薗方薬その2（ '5種） 面砿瀞号三
黄河心渇白虎加人参湯代表的な漢方外用薬(5種) 黄連冨･ 漢方薬使用の実際一主I斥を
中心L二処方を考える－奨熟頭ﾉ所心悸冗進〈征中｡惇悸〕 瀕方診察法の要領漢方診断

法と一般内1斗診断との比舷演方診察のすすめ方の実際漢方診察に必要な基礎慨念一診察

から診断へ漢方薬以外の各桓右療法とその応用外来で簡単にできる刺$各外来でできる
皮内＄f練』去黙〈ない灸一知熱灸,棒夫魂方.針灸の基礎知睡漢方内臓生理病理学魂

経絡学醜又.血.水の概念病因論付錘参考文献漢方関係薬品・針灸器具〆一カー

案内漢方栗と健康保険針灸治県と健康1呆境漢方薬剤一覧elc・

A5半リ 498口／Y3.500〒1 10
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;<健保適用〉
f■■

随伴症状の改善が迅速です
★新しいレセルピリン系の血圧安定･降下斉|」

ざラテ弓ヨォィ匡夕
く塩酸レセルピリン酸ジメチルアミノエチル〉

●降圧作用は緩和です
過度に降下させることなく、重力癌|･生の高血圧に対し安定化作用を示しま‐

●抑うつ症状を起こしません
老令者・管理職・インテリ層に特に好適です

●忍容性は良好です
脳・臂・心・肝・内分泌系障害や糖尿・痛風のある時にも広く用いられま弓

●随伴症状の改善カド迅速です
頭痛・頭重感・肩こり．,胃､切れ・耳鳴・めまいなど高血圧に随伴する愁訴刊

速やかに改善します

《用法》

作用か緩和ですので、降圧効果を比較的早く望まれる場合には、他の適当宏

降圧斉|｣との併用で治療を開始します。一定の降圧効果が得られた後は、徐／

に本斉ilの単独維持療法にきりかえれば､不快な畠｣作用発生の心配なく好適r

外来療法が可能です

《包装》糖衣錠(7.ang):120"(6錠×20)600錠(6錠><100) 1500錠(6錠×25〔

薬価基準糖衣錠(7.5mg) 1錠当り25.60Fで
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